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放課後は無敵ですが、何か？




戦う少女の、群雄割拠
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














[image: ]








　目次




第一章　はじまりはいつも前途多難!?

第二章　助っ人メンバーは新進気鋭!?

第三章　特殊ニンムは暗中模索!?

第四章　センニュウ捜査は大胆不敵!?

第五章　いきなりジタイは危急存亡!?

第六章　イノチを賭けた乾坤一擲！

あとがきは悪戦苦闘!?










　第一章　はじまりはいつも前途多難!?







『火曜隊チーム・サラマンダー、放課後に屋上に集合！　　　ジュノ』




　携けい帯たい電でん話わのディスプレイに映し出されたその文面を見ながら、遠えん藤どう竜夷リユーイは屋上に向かう階段を上っていた。

　夏休み間近の七月。まだ初夏だというのに、うだるような暑さだ。

　クーラーの利きいていない校舎は、放課後ということもあって学生の数も少ない。

　リューイはケイタイを学生服のポケットにしまい、屋上のドアを開けた。

　広々とした屋上。澄すみ渡わたる青空は気分爽そう快かいで、彼は大きく伸のびをする。

「ちょっと早く来すぎちゃったかな？」

　屋上にはリューイ一人だけだった。リューイの所属する〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のメンバー──ジュノ、サク、ヨギはまだ来ていないようだ。

　まぁ、のんびりと待つか。

　リューイは眼下に広がるグラウンドを見る。そこではサッカー部が練習試合をしていた。

「やーっ！　とーっ！」

　ふと彼の耳に、風に乗って微かすかな声が聞こえてきた。

　誰だれもいないはずの屋上。空耳かと思い、リューイはキョロキョロ周囲を見る。

「とあーっ！」

　そのとき、不意にリューイの頭上から甲かん高だかい女性の声が響ひびいた。

「ん？」

　刹せつ那な、彼の視界にフワリと舞まいあがったプリーツスカートと、二つの白い太ふと股ももが躍おどった。
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「え──!?」

　リューイは一いつ瞬しゆん、意味が分からず硬こう直ちよくした。

　瞬しゆん間かん、彼の視界に大写しになる、純白の──下着!?

　お尻しりが──降ってきた!?

「わたたたたたたッ!?」

「うわあああああッ!!」

　リューイは咄とつ嗟さに回かい避ひ行動をとろうとしたが、無む駄だだった。

　頭上からの衝しよう撃げきをまともにくらい、リューイは地面へとしたたか背中をぶつける。

　そしてその勢いで、二人は重なり合ってゴロゴロと地面を転がった。

　何だ？　何が起きたんだ!?

　しかし抱だきついた物体の感かん触しよくを確かく認にんした瞬間、彼の疑問は氷解した。

　それは、一人の少女だったのだ。

　そう、彼に向かって一人の少女が、空から落っこちてきたのだ。

「!?」

　そして次の瞬間、思わず目を見開いた。それは主にリューイの顔から発せられていた。

　まるでマシュマロのような、柔やわらかく、そして温かい感覚──。

　顔をあげたリューイの目の前に、整った少女の顔があった。

　そう、彼の顔は彼女のふくよかな二つのバストのふくらみの間に埋うずもれていたのだ。

「あ、いや……これは……」

　次の瞬間、少女の目が開かれた。

　彼女もこの状じよう況きようを理解したのであろう。その顔がみるみるうちに赤くなっていく。

「いやああああああああああああああッ!!」

　少女が叫さけび、リューイの体を引き剝はがす。

「あ、いや……え～と……」

「チカン！　ヘンタイッ！　サイアク！　死ね～～～～ッ!!」

「ち、違ちがうんだ、これは──」

　リューイが弁明しようとした瞬間、彼の頰ほおに渾こん身しんのグーパンチが炸さく裂れつした。

「ごふっ！」

　鈍にぶい悲鳴とともにリューイの頰は見事に拳こぶしの形に抉えぐられ、たまらずノックアウトする。

　倒たおれこんだリューイの霞かすむ視界に、少女の顔が浮うかぶ。

　知らない顔の黒くろ髪かみの美少女だった。

　少女はあたふたと学生鞄かばんを手に取り、そこから眼鏡を取り出して装着する。

　そして逃にげるように屋上から去って行った。

「ま、まって……キミ……！」

　リューイは屋上の床ゆかに横おう臥がしたまま、去っていく少女の後ろ姿を見送る。

　その唇くちびるには、先ほどの少女と交かわした〝あの行こう為い〟の柔らかな感触が、微かな柑かん橘きつ系の香かおりと共に残っていた。




　　＊　＊　＊




「お、なんだ？　優ゆう雅がに昼ひる寝ねか？　リューイ」

　しばらくして屋上のドアが開かれた。

「うわッ！」

　先さき程ほどの行為にしばし呆ぼう然ぜんとしていたリューイは、突とつ然ぜんの声に慌あわてて上体を起こす。

「なんだよ。おかしな声あげて。変なヤツだな」

　少年が、のほほんとした口調で言った。そこにいたのは二人の少年少女だった。

「ジュノ、サク──」

「コンクリの地面に直接なんて……寝ね心地ごこち悪くない？」

　少女がリューイの元へと歩み寄り、呆あきれたような顔をする。

　セミロングで健康的な笑え顔がおの眩まぶしい美少女だった。

　少女の名前は火ひ野の宮みや寿乃ジユノ──通つう称しようジュノ。リューイの同級生で同じ学生寮りように住む女友達。

「そんなの関係ねェよな。だって、おめぇは寝るのだけは得意だもんな～」

　少年がおちょくるようにリューイを横目に見て笑う。

　茶ちや髪ぱつで軽けい薄はくそうな、いわゆる〝チャラ男〟風の少年の名前は、碧みどり川かわ咲さく太た郎ろう──通称サク。サクサクとスナック感覚の軽いヤツ。彼もリューイと同じ寮りよう生せいだ。

　リューイは立ちあがり、キョロキョロと周囲を見わたす。

　つい先ほど、少女とハプニングを起こした現場のすぐ近くに階段の入り口があった。そこは屋上の中でもさらに一段高台になっている。がんばればその高台の上によじ登れそうだ。

「そうか、彼女はあそこから落ちてきたのか……」

「あン？　何言ってんだ？」

　サクの怪け訝げんそうな顔に、「いや、何でもない」と慌てて取り繕つくろうリューイ。

「〝火曜隊チーム・サラマンダー〟全員集合したわね」

　ジュノがそう言って、皆みなを見わたした。

「全員って──あれ？」

　反論をしようとジュノに向きなおった瞬間、リューイのすぐ隣となりに、一人の少女がひっそりと佇たたずんでいることに気づいた。まるで背はい後ご霊れいだ。

「おお!?　いつの間に！」

　サクが大おお袈裟げさに驚おどろいて見せる。

　濡ぬれた鴉からすの羽根のような長く美しい黒髪と、眼鏡、雪のように白い肌はだをした少女。名前は法ほう眼げん小こ夜よ祇ぎ──通称ヨギ。彼女も他ほかの皆と同様、学生寮の仲間である。

「脅おどかすなよ、ヨギ！　いつからいたんだよ！」

　サクにヨギと呼ばれた少女は、手に持った本からチラリと目をあげ、皆を見わたす。

「ずっと前から」

　その言葉に、ギクッとリューイが肝きもを冷やす。

　も、もしかして……見られてた？

　しかしそんなリューイの視線を無表情な顔で受け流し、ヨギは再び本に目を落とす。

　ともあれジュノがメールを出した〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のメンバー四人が屋上に勢ぞろいした。

「で、何の用だよ？　ジュノ。わざわざこんなとこに呼び出して」

　サクの質問に、ジュノは輪になった皆の顔を交こう互ごに見やる。

「何って、もちろん、今後の〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のことよ」

　ジュノは少し真しん剣けんな顔になって語り出す。

〝火曜隊チーム・サラマンダー〟──それは、ここにいるジュノ、サク、ヨギ、そしてリューイの四人のグループ名である。いわゆる逍しよう遥よう館かん高こう校こうの学生寮りよう内ないで決められた当直班なのだが、実はこの〝当直班〟が決められているのは、ある特別な理由がある。

　そう、彼らの住む逍遥館高校学生寮には、とある信じられない秘密があるのだ。

「〝火曜隊チーム・サラマンダー〟は今、危機的状況なのよ。その原因は戦力不足。このままじゃ火曜の〝龍りゆう哭こく塞さい〟を守備する当直任務に支障がでるわ」

　ジュノが腕うでを組む。その顔は深刻そうだ。

「そうか。おまえ、死んじまったもんなぁ～」

　不ふ穏おんな言葉をサクが吞のん気きな口調で言う。ジュノが眉まゆを顰ひそめて小さく頷うなずいた。

「残念だけど私はもう、あっちの世界には行けないの。悪いけど〝緋燕扇ヒエンセン〟でアナタたちと一いつ緒しよに戦うことはできないってわけ」

　ジュノはそう言いながら、少し寂さびしそうな顔になる。

「で、でもジュノが〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のメンバーなのには変わりないよ！」

　リューイが慌ててフォローすると、ジュノは「ありがと」と優やさしく微笑ほほえんだ。

「でも、まぁ、確かに、ジュノが抜ぬけた穴は痛いよなァ。戦力的に使えるヤツが俺しかいなくなるもんな。ヨギの〝幻王印ゲンノウイン〟の能力は、基本バックアップ専門だし……」

　サクがそう言って、隣に立つ少女をチラリと見る。

「…………」

　ヨギはサクの視線を冷たく受け流し、無表情で本に目を落としている。

　サクは少し鼻白み、そのあてつけにリューイを嫌いや味みな目で見やった。

「リューイ、そもそもおまえが〝役立たず〟なのも問題なんだぞ。自覚あんのか～？」

　サクの言葉に、リューイはうっと言葉を詰つまらせる。

「わ、わかってるよ。そんなこと……」

　そう。それは自覚していた。悔くやしいことに、彼は〝役立たず〟なのだ。

　この世界でも、あっちの世界でも──。

「リューイのことはどうでもいいの。それより大切なのは、仲間を探すことよ。私に代わる〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の補ほ充じゆう要員を──」

「そんなヤツいるのかよ？　学生寮の仲間はみんなどこかしらの隊に所属してんだぜ？」

　しかしサクの質問に、ジュノは自信たっぷりに頷いて見せた。

「ふふ、アンタたちをここに呼び出した理由はそこよ。ちょっとつてがあってね」

「おっ！　まじ？　新メンバー登場!?　できればカワイイ女の子がいいなァ～」

　サクがにわかにパチンと指を鳴らし、はしゃぎだした。ジュノはサクを軽く無視する。

「今夜あたり、向こうで会えると思う。私が紹しよう介かいできないのが悔しいけど……ね」

「そういえば今夜といえば──」

　ふと、サクが思い出したように呟つぶやく。その言葉にジュノがうなずいた。

「そう、今夜は〝調印式典〟よ」

　ジュノが、真面まじ目めな顔で皆を見わたし、呟く。

「龍哭塞初の大イベント。その警護担当は私たち〝火曜隊チーム・サラマンダー〟よ」

「なんだよ、そんなこと確認するために、こんなとこまで呼んだのかよ～」

　サクが口を尖とがらせた。その緊きん張ちよう感かんのない態度にジュノがキッと眉を吊つりあげて睨にらむ。

「ちゃんと気合い入れてよね。サク！」

「わ～ってるよ。んじゃ、いっちょここで円えん陣じん組んで〝エイエイオー〟とか言うか？　おまえ、そういうの好きだよな～。体育会系のノリってやつ？」

　サクがヘラヘラと笑う。ジュノは顔を赤くしてサクに怒ど鳴なった。

「バカ！　真面目にやんなさいよ！　あんたはいつも、まったく……」

「ジュノ」

　そのとき、にわかにリューイがサクの前に乗り出し、ジュノに正対した。

「ジュノの分までがんばるよ。龍哭塞は……ハルカは、僕たちが守ってみせる！」

「お、偉えらいね、リューイちゃん！　熱血キャラ！」

　サクのひやかしを無視し、リューイは固い決意をこめてグッと拳を握にぎる。

「ありがと、リューイ」

　リューイの態度に、ジュノは再びちょっと寂しそうな顔ではにかんだ。




　　＊　＊　＊




　屋上で交わされた四人の会話は、第三者が聞いたら、きっと意味不明なものだろう。

〝火曜隊チーム・サラマンダー〟〝龍哭塞〟〝緋燕扇〟そして〝ハルカ〟──。

　少年少女の口から出た言葉は、まるで謎なぞめく隠いん語ごのように聞こえるに違いない。

　リューイも、かつてはそうだった。

　つい先々月、この逍遥館高校に転校し、その学生寮に寄宿するまでは。




「まったく……今日に限って、こんなに遅おそくなるなんて……」

　リューイは焦あせる気持ちを抑おさえ、校門を出て足早に帰路につく。

　ジュノたちとの〝火曜隊チーム・サラマンダー〟屋上ミーティングのあと、いきなり職員室に呼び出され、担任に手伝いを命令され、雑務で遅くなってしまった。

　日が長くなったとはいえ、帰り道はもうとっぷりと暮れ、あたりはすっかり夜だ。

　逍遥館高校学生寮は、学校からほど近い場所に建っている。

　かなり年季の入った木造建築で、まるでオバケ屋や敷しきみたいな外観だ。

　リューイは、食堂や風ふ呂ろ場ばのある本館をスルーし、そそくさと男子棟とうにある自室へとひきこもる。そして部屋に着くや否いなや、制服を脱ぬいでベッドに滑すべりこんだ。

　よし、寝るぞ。

　そう自分に言い聞かせ、グッと目を瞑つぶる。

　別に疲つかれているわけではない。眠ねむいわけでもない。

　しかし、リューイは今、一番夢中になっていることがあった。

　それは〝寝る〟こと。

　自分でも、よくもまぁ、都合良く眠りたいときに眠れるもんだと感心する。

　まるで『ドラえもん』ののび太のようだ。もしかしてこれが神様が彼に与あたえてくれた才能なのかもしれない。まったくもって使いどころのない才能だ。

　しかし、リューイのそんな才能は意外な形で開花されることになる。

　そう、この逍遥館高校学生寮においては──。




　　＊　＊　＊




　落ちる──。

　ベッドの中でまどろむリューイの体が、不意にフワリと浮うき、無重力感覚に襲おそわれる。

　それはリューイにとって、すでに何度も経験した感覚だった。

　眠りに落ちるその瞬しゆん間かん、リューイの意識は、現実世界にあった肉体から切り離はなされ、そしてまったく別の空間、別の時間、別の次元に再構成される。

　そう、彼は〝夢〟を見るのだ。

　それは、必ず、最初に空から落ちる夢で始まる。

　まるで流星のように──。




　ダン！と強い衝しよう撃げきを足に感じ、リューイは見事に〝顕けん現げん〟した。

　体の周囲に、キラキラと輝かがやく燐光パーテイクルが舞まい、そして空気の中へ消えていく。

　着地成功──そう呟き、リューイは立ちあがり、周囲を見わたす。

　そこは、今まで彼の寝ねていた学生寮りようの自室ではない。まるで違ちがう異世界だった。




　逍遥館高校学生寮には、とある〝秘密〟がある──。




　その秘密こそ、このリューイの身に起きた状じよう況きように他ならない。

　リューイの目の前には、高く築かれた石造りの壁かべがある。壁はぐるりと視界を三六〇度取り囲んでいて、あちこちには見張り台となる塔とうが建っていた。

　そう、ここは中世の城じよう塞さい都市。

　世界オルンと呼ばれる異世界の、北の果ての山さん麓ろくに聳そびえる城。

　その名も龍の哭なく城──〝龍哭塞〟。

　逍遥館高校学生寮で就しゆう寝しんした寮りよう生せいは、夢の中で、この異世界オルンへと〝召しよう喚かん〟されるのだ。しかも強大な力を付ふ与よされ、この城を守護する一いつ騎き当とう千せんの戦士、通つう称しよう〝龍仙士ドレイク〟と呼ばれる存在となって。

「遅おせェぞ！　リューイ！」

　不意に背後で声がして、リューイは振り返った。そこにはサクが立っていた。

　その格好は、放課後に会ったときに着ていた学生服ではない。不思議な刺し繡しゆうで彩いろどられたアジアの民族衣装のようだ。もっとも、民族衣装を着ているのはリューイも同様だった。

「そろそろ出発の時間だぜ。ちんたらしてっと、おいてくぞ」

　サクはそう言って城門に向かう。リューイはあわててその後についていった。

　城門前には、たくさんの人が集まっていた。

　龍哭塞の兵士たちだ。兵士たちは皆みな、完全武装した鎧よろいを身に着け、手に長ちよう槍そうを持っている。一部の兵士は、たくさんの荷馬車に旅支じ度たくである食しよく糧りようを積んでいるところだった。

「大規模だなぁ」

　リューイが声をあげると、隣となりにいたサクが呆あきれたように笑う。

「当たり前だろ。龍哭塞軍初の大イベントだぜ。行軍目的地まで三日。これほどの兵士たちが移動すんだ。大規模にもなるだろうよ」

　そのとき、ザワザワと喧やかましかった兵士たちが一いつ斉せいにピタリと声を止めた。

　瞬間、城内が水を打ったように静かになる。その理由をリューイはすぐに悟さとった。千人の兵士たちの視線が、広場の奥にある壇だん上じようの一点に注がれたのだ。

　リューイは背せ伸のびをして目を凝こらす。そこには、一人の少女が立っていた。

「……ハルカ」

　少女は美しい銀ぎん髪ぱつと碧へき眼がんの美少女だった。高貴で端たん正せいな顔には決意の色が浮かんでいる。

　彼女の顔を見た瞬間、リューイの胸がトクンと跳はねた。

　ハルカ──彼女こそ、この龍哭塞の主あるじ。

　そしてリューイたち龍仙士ドレイクを、異世界から召喚よびだした〝召喚者〟なのだ。

「皆さん！」

　大きく息を吸い、少女が声を張りあげた。凛りんとした鈴すずのように美しい声だ。

「このたび、遠く代だい都とまでの旅路を決意した理由は他ほかでもありません。暴君ドルジフの圧政が終わり、かの地パルミアは一いち縷るの希望を胸に、新たな道を歩み始めています」

　ハルカはその碧眼に、精せい一いつ杯ぱいの真しん摯しな想おもいをこめ、熱く言葉を紡つむぐ。

「私たちがこれから行うことは、彼らの希望を助けること。龍哭塞に閉じこもり、外敵に怯おびえる時は終わりました！　これからはパルミアの──いえ、このドルクルス統とう国こくすべての民たみに安あん寧ねいをもたらすため、私たちは立ちあがらなくてはなりません！」

　そう言い放ち、ハルカは兵士全員に向かい、深々と頭を下げる。

「どうか私の夢のため、皆さんの力を貸してください！　この統国公主ハルカの夢に！」

　次の瞬間、オオ！と場内に大きな喚かん声せいがあがった。兵士たちは皆、槍と鎧を打ち鳴らして己おのれを鼓こ舞ぶし、高い士気と絶大な主君への忠誠を表現する。

「出立！」

　兵士隊長が高らかに宣言し、ジャーンと銅ど鑼らを鳴らした。それと同時にギギギ……と大きく重い正面の牙が龍りよう門もんが開く。兵士は整然と列をなし、門から城塞外へと旅立っていく。

「ホラ、俺たちもいくぞ。リューイ」

　サクがそう言って鞍くらに手を掛かけて飛びあがり、愛馬へ颯さつ爽そうとまたがる。

「……本当に、これでいいのかな？」

　リューイは遠くにいる銀髪の少女を見やり、サクに続いて馬の鐙あぶみに足をかけた。
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　きっかけは三ヶ月前（ちなみに現実世界での時間に換かん算さんすると十八日前）に遡さかのぼる。

　リューイの召喚されたドルクルス統国は、世界オルンの大陸東部に位置する大だい帝てい国こくである。

　しかし人の世は常ならず栄えい枯こ盛せい衰すい。繁はん栄えいの限りを極きわめた王朝も今や昔。永く争乱が続く戦国乱世に突とつ入にゆうしていた。

　そんな群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの乱世に覇はを唱える五つの勢力があった。

　クシャーニア、アヴァール、メルギニア、トルサガ、パルミア。五つの大たい侯こう領を支配する領りよう袖しゆうは、自らを〝封ほう王おう〟と僭せん称しようし、血で血を洗う闘とう争そうを繰くり返していた。

　そして、北に高原を接する統国北辺の大侯領、パルミア。

　そこでは〝封王〟の一角を成なす暴君、ドルジフが民に圧政を敷しいていた。

　ドルジフは三万の大軍を率いてハルカの立てこもる龍哭塞を何度も攻せめたてた。その戦いは熾し烈れつを極め、敵味方、多くの血が流された。

　しかしリューイたちはその苦難を乗り越こえ、ついにはドルジフ率いるパルミア軍を撃げき退たいすることに成功したのだ。

　その最後の激戦──『第三次龍哭塞攻防戦』が終結したのが、今から三ヶ月前。

　その直後、パルミアに激変が訪おとずれた。

　封王ドルジフが死んだのだ。その死はあまりにもあっけなかった。

　パルミアの首しゆ邑ゆう、代都カラバリクの住民が一斉蜂ほう起きをしたのだ。

　それは、ドルジフの暴政による積年の怨えん嗟さが、ついに爆ばく発はつした瞬間だった。

　カラバリクの王宮、黒こく耀よう台だいはあっという間に陥かん落らくし、ドルジフは騒そう乱らんの中で頓とん死しした。

　それはパルミアが、邪じや知ち暴ぼう虐ぎやくの王から解放された瞬間だった。




「でもさ、本当に信用できるのかな？　その……なんだっけ？」

「〝パルミア解放軍〟だろ？　忘れんなよ。物覚え悪わりィな、リューイ」

　厩うまやで馬を柵さくにつなぎながら、雑談するリューイとサク。

　龍哭塞から三日の行程。一軍はついに、パルミアの首邑カラバリクに到とう着ちやくした。

　到着してすぐ、リューイはその町の大きさに驚おどろいた。

　カラバリクとは〝黒い城〟を意味し、かつて先代統とう帝ていが有事の際、北ほく伐ばつ軍総そう督とく府鎮台を置いて執しつ政せいを行ったことから〝代都〟とも呼ばれている。まさしく統国屈くつ指しの大都市だ。

「〝パルミア解放軍〟か……解放軍なんて聞くとカッコいいけど、結局、クーデターを起こすような連中だろ？」

　リューイは桶おけに馬の飼葉を集めつつサクに言う。その顔は浮かない様子だ。

「いうなれば過激派の集団だ。そんな奴やつらと同盟を組むなんて……大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

　その言葉に、サクは「まぁ、確かにな……」と納なつ得とくする。

　リューイの危き惧ぐしている内容こそ、このカラバリクへの旅の目的であった。

　封王ドルジフを打だ倒とうしたのは外敵でも龍哭塞軍でもない、鎌かまや鋤すきを武器に変えたカラバリクの市民たちだった。彼らはドルジフ亡なきあと、その混乱を収束するため率そつ先せんして自警団や民兵を統合し、いわゆる市民議会を組織した。

　彼らは自らを〝パルミア解放軍〟もしくは〝六月政府ゾルガ・ユルト〟と称し、身分によらない市民による市民のための政治を標ひよう榜ぼうしている。

　そして〝パルミア解放軍〟は、疲ひ弊へいした国土の復興の手始めに、龍哭塞に同盟を持ちかけてきたのだ。

　龍哭塞の主であるハルカは、その誘さそいに熟考した末、快かい諾だくの意を示した。

　そして今日。ハルカ率いる龍哭塞軍は同盟調印式を執とり行うため、パルミア解放軍の待つこの場所、代都カラバリクへとやってきたのである。

「まぁ、なんてったってドルジフを倒たおした奴らだしな。敵の敵は味方ってことじゃね？」

「…………」

　サクの単純明快な思考に反し、リューイはまだ不安があるように顔を曇くもらせている。

「ま、どっちにしろ、お姫ひめさんが決めたことだ。俺たちはついていくしかねェってこと。おまえもそうだろ？　リューイ」

　サクがあっけらかんと答える。

「うん、まぁ、そうだけどさ……」

　リューイは式典警備の装備品の点検をしながら、何か言いたそうに言葉を詰つまらせる。

「おまえの場合は下心がミエミエなんだよ！　どこまでもついていきますわン。ハルカちゅわ～～～ん♥……ってな！」

　サクがニヤニヤとした顔で、リューイを覗のぞきこむ。

　その明らかに人をおちょくった態度に、リューイは思わず顔を赤らめた。

「最近、ハルカちゃん、お姫様の仕事が忙いそがしくてなかなか会えないもんな～。せっかく龍哭塞に召喚よばれても、ラブラブできなくて寂さびしいだろ？　リューイちゃん！」

「おいサク、ふざけるなよ！」

　リューイが怒おこって食ってかかる。サクの首に手を回し、ヘッドロックをかけようとした。

「お？　やるか、リューイ！　かかってこいやぁ！」

　サクがそう言って、絡からみつくリューイの体をバックブリーカーにもちこもうとする。

　そのとき、にわかに厩の扉とびらが開いた。

「おい、どうした？　そろそろ式典が始まるぞ。早く持ち場につけ──」

　それは、龍哭塞の女将軍でありハルカの護衛隊長、アルディエルだった。

　アルディエルは、リューイとサクの様子を見た瞬しゆん間かん、にわかに顔をひきつらせる。

「お、おまえたち、何をやっている!?　さっさと準備をしろ！」

　アルディエルは二人を一いつ喝かつすると、顔を赤くして目をそらすようにそそくさと立ち去る。

　二人は、厩の飼葉の上で、くんずほぐれつ体を密着させているところだったのだ。

「…………もしかしてあいつ、とんでもねー勘かん違ちがいしたんじゃね？」

　サクが、ひきつった笑いをして呟つぶやく。

「…………そうかも」

　リューイは汗あせをタラリとたらし、慌あわてて密着するサクの体を引き剝はがした。
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　カラバリク市街地の中心に位置する城館、黒耀台。その名の通り、パルミア原産の黒灰石によって造られた物々しい宮きゆう殿でんだ。宮殿といえど、壮そう麗れいというよりは無骨な印象だ。

　その宮殿の中庭、本ほん殿でんへと続く大階段に、兵士たちがズラリと整列していた。

　中央から向かって右が龍哭塞軍五百。今回ハルカに伴ともない出しゆつ陣じんした、軍の半数の兵士たちだ。そして左側にはそれとほぼ同数の兵士たちが整列していた。〝パルミア解放軍〟だ。

「なんか、愚連隊って感じだよな」

〝パルミア解放軍〟の様相を眺ながめながら、サクが隣にいるリューイに耳打ちする。

　確かに解放軍の兵装は、粗そ末まつで統一感があまりなかった。

　それもそのはず、いままでバラバラだった自警団や民兵の集合体である〝パルミア解放軍〟は、統一した軍備などの支給されない、急場しのぎの軍団なのだ。

　その顔つきも、たしかに上品とはいえない。どこかの盗とう賊ぞく団のような雰ふん囲い気きだ。

「ドルクルス統国統帝公主にして龍哭塞軍主ハルカ内親王、ならびにパルミア解放軍総指揮官メスロン将軍、入場！」

　大きな声とともに、厳おごそかな楽団の音が鳴り響ひびく。その演奏に迎むかえられ、二つの軍の間に作られた道に人ひと影かげが現れ、ゆっくりと上座へと歩みを進めた。

　一人は、美しい正装に身を包んだハルカだった。

　その神こう々ごうしい美しさに城内から感かん嘆たんの声が漏もれる。リューイもため息をついた。

「あいつが〝パルミア解放軍〟のリーダーだ」

　そのときサクがリューイに耳打ちした。それにつられて彼はハルカの隣となりに沿って歩くもう一人の人物に目を移す。

　男はパルミア正規軍の立派な軍装を身につけていた。

「名前はメスロン。元々は傭よう兵へいあがりの一兵卒だったらしいぜ」

　サクの説明にリューイは男を観察する。背が高く端たん正せいな顔をした優やさ男おとこだった。歴戦の武官というよりは柔にゆう和わな文官のイメージだ。

「じゃあ……あの人が、ドルジフを倒したのか？」

「ああ、アルディエルとともに住民蜂ほう起きを実行した、革命の指導者ってわけだ」

　二人の内ない緒しよ話ばなしをよそに、ハルカとメスロンは上手の壇だん上じようへとあがり、お互たがい向かい合う。

　そして、テーブルを挟はさんで調印の処務を行い、お互い慇いん懃ぎんな礼を交かわした。

「今日、このような式事を迎えられたことは、なにより意義のあることである！　パルミアの長い歴史に吉きつ祥しよう日として永く刻まれることになるであろう！」

　男──メスロンが、一千の両軍兵士に向かって高らかに宣言する。

「パルミアに生まれ育った同どう胞ほう同志諸しよ賢けんよ！　今、我らが約やく定じようはここに成じよう就じゆし、本日を以もつてドルジフの暴政に慄おののく日々は終わった！」

　メスロンは淀よどみない口調で演説する。その風格は、とても平民出身の兵士だったとは思えない。威い風ふう堂どう々どうとして気品に満ちたものだった。

「あ、なんか意外とまともじゃん？　結構イケメンだし」

　サクが遠くを眺めて言う。

「ハルカちゃんと並ぶと、美男美女でなかなか様になってるじゃん。少なくともおまえよりお似合いのカップルだぜ～」

　サクがそう言ってキシシと笑い、意地悪そうにリューイの肩かたを叩たたく。

　リューイは憮ぶ然ぜんとしてサクを無視し、再び壇上に目を凝こらした。

「だが諸君！　まだ我らの求める平和への道のりは遠い。クシャーニア、アヴァール──隣りん国ごくによる侵しん略りやくの脅きよう威いは未いまだ終わっていない。今こそ手を取り合いパルミアに自主独立の種を芽め吹ぶかせ、死と飢うえに怯おびえることのない生活を手に入れる、その礎いしずえを築くのだ！」

　メスロンは高らかに宣言をしたのち、チラリと隣のハルカを見やる。

　ハルカはその視線に、ゆっくり大きく頷うなずき、そしてニコリと微笑ほほえんだ。

「龍哭塞とパルミアの前ぜん途とに、天主天てん龍りゆうの加護あらんことを！」

　ウワアアア、とにわかに歓かん声せいが巻き起こった。

　オルン後世の歴史書に刻まれる〝黒耀台の盟約〟と呼ばれる両軍の同盟が、今、ここに締てい結けつしたのだ。

　熱ねつ狂きようはパルミアの曇どん天てんに高く響きわたる。

　その熱狂の中でリューイは一人、ポツンと取り残されるように佇たたずんでいた。

　果たしてこの同盟が、龍哭塞を守るため──ハルカの夢を叶かなえるために意義のあることなんだろうか？　兵士達の歓かん喜きの中、彼は一人、そんなことを何度も自問自答する。

「おいリューイ、なにシケたツラしてんだよ！　今夜はパーティだぜ！」

　隣のサクが能天気にはしゃいでいる。そしてリューイの肩をバシバシと叩いた。

「う、うん──」

　リューイが鼻白み、小さく頷こうとした──その瞬間。

　ドオン！と、にわかに鼓こ膜まくをつんざくような轟ごう音おんが、城内に轟とどろいた。

「!?」

　リューイが驚きよう愕がくとともに爆ばく音おんのする方向を見やる。

　その瞬間、ドオンと再び衝しよう撃げきの第二波が巻き起こった。

　それは、黒耀台の各所から巻き起こった大だい爆ばく発はつだった。

「ど、どうした!?」

「て、敵てき襲しゆう!!　敵襲だッ!!」

　突とつ然ぜんの強きよう襲しゆうに兵士たちが蜂はちの巣すを突つついたように騒そう然ぜんとなる。もはや式典などは後回しだ。

「全軍、戦せん闘とう配置!!」

「火だ！　火を消せ！」

　右往左往する中庭内。しかし爆発はその後も立て続けに城内のあちこちで巻き起こる。

　爆ばく風ふうの衝撃、まるで散さん弾だん銃じゆうのように飛び散る瓦が礫れき。それらは密集した兵士たちを容よう赦しやなく襲おそう。荘そう厳ごんかつ厳げん粛しゆくな式典が一転、城内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの戦場と化していた。

「ど、どうなってんだよ!?　こりゃ……!!」

　サクがたじろぎ、生なま唾つばを飲みこんだ。周囲は大混乱だ。

「こいつは……もしかして……爆破テロってやつか……!?」

　サクが呟く。テロ──現実世界の海外ニュースなどで度たび々たび耳にする言葉だ──その言葉は聞き慣れていつつも、どこか遠い別世界の出来事のように感じていた。

　そんな事態が、まさか目の前で起こるとは──！

「ハルカ!!」

　刹せつ那な、リューイが叫さけんだ。

　叫んだときには、すでに体が動いていた。リューイは大切な人の無事を確かく認にんするべく、人の波をかき分け、中庭を上座へと走る。

「あ、おい！　ちょっとまてよ！　リューイ！」

　サクがあわててリューイの後を追う。リューイは息を切らし式典の舞ぶ台たいを駆かけ上った。

「ハルカ!!」

　壇上は瓦礫が散乱していた。椅い子すやテーブルもひっくり返って壊こわれている。

「ハルカ！　どこだ!?」

　リューイが叫ぶ。そのとき、舞台の隅すみにある幕の陰かげに人影が見えた。

「リ、リューイさん!?」

　幕の陰から現れたのは間ま違ちがいなくハルカだった。ハルカは従者の女によ官かん数名とともに、爆風に耐たえるべく避ひ難なんしていたのだ。

「ハルカ、無事か!?」

　リューイの呼びかけに、ハルカは泣きそうな顔で彼の元に走り寄る。

「はい！　リューイさんは……!?」

　リューイとハルカは見つめ合い、お互いの存在と無事を確認し合う。

　ハルカの顔は爆風の煤すすで汚よごれていたが、どうやら無傷のようだった。

「ここは危ない！　殿でん下かをつれて脱だつ出しゆつしたまえ！」

　不意にハルカの背後から声がした。リューイが見やると、そこにいたのはパルミア解放軍のメスロン将軍だった。彼はハルカとともに壇上で被ひ災さいし、彼女を保護していたのだ。

　リューイはメスロンの提案に大きく頷き、ハルカの手を取る。

「ハルカ！　早く！」

「で、でも、みなさんが──！」

　ハルカは後ろ髪がみを引かれながらもリューイに手を引かれ、立ちあがる。

「我々は大だい丈じよう夫ぶです。御おん身みを第一にお考えください、殿下！」

　メスロンの檄げきが飛ぶ。その後押しによって、初めてハルカは脱出を決意した。

「リューイ、こっちだ！」

　下で手引きするサクの誘ゆう導どうに従い、リューイはハルカと手を取り合い階段を駆けおりる。

　そのとき中庭を取り囲む城じよう壁へきの塔とう、双そう方ほうから再び爆発が起こった。逆巻く爆風。

　リューイはハルカを庇かばって地面に倒たおれこむ。

「チクショウ！　次から次へと！　いったいなんなんだ!?　何がおきてんだッ!?」

　サクが叫ぶ。そのとき、不意にサクの耳に、微かすかな声が響いた。

（……龍仙具アトリビユートの力です）

　その声はサクの首筋に刻まれた、小さな刺青から発せられていた。

「ヨギ──!?」

　サクとリューイが同時にその名を叫ぶ。リューイの耳にもその声は届いていた。

　それはヨギの持つ特とく殊しゆ能力──〝幻王印〟の能力だった。

「ば、馬ば鹿かなッ!?　敵は俺たちと同じ龍仙士ドレイクだってのかよ!?」

　サクの唇くちびるがワナワナと震ふるえる。リューイも同様だった。

〝龍仙具アトリビユート〟──それは異世界から召しよう喚かんされた、リューイたち〝龍仙士ドレイク〟が一人に一つ与あたえられた力。彼らを一いつ騎き当とう千せんの猛者もさたらしめる特殊能力を秘ひめたアイテムだ。

「ヨギ！　敵はどこにいる!?」

　リューイが自らの体に刻まれた刺青に向かって叫ぶ。刺青は〝幻王印〟と呼ばれるヨギの龍仙具アトリビユートだった。普ふ段だんはヨギの体に浮うかんでいるこの刺青は、シールのように剝はがし、他人に〝貼はりつける〟ことで、無線のように相そう互ご通信が可能になる。リューイとサクは式典の警備のため、あらかじめ〝幻王印〟を体に施ほどこしていたのだ。

（……東南の塔の上）

　ヨギの答えを聞くやいなや、リューイは目的の場所を見やる。どうやらこの爆破テロの犯人は、その塔の上にいて各所の爆破を遠えん隔かく操作しているらしかった。

「サク！　いくぞ！」

「おうよ！」

　走り出すリューイの呼びかけにサクが答える。

「リューイさん！」

　ハルカが彼の名を叫ぶ。リューイは一いつ瞬しゆん、彼女を顧かえりみた。

　刹那、ハルカとリューイの視線が交こう錯さくした。碧あおい瞳ひとみが心配そうにリューイを見み詰つめる。

「大丈夫！　ハルカはここにいるんだ！　動いちゃ駄だ目めだよ！」

「はい……気をつけて……」

　ハルカが頷くのを確認し、リューイは東南の塔へとダッシュした。
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　混乱の中、リューイとサクは塔の下へと駆けつける。

　入り口の前に人ひと影かげがあった。どうやらリューイたちと同じ龍哭塞軍の一員らしい。厚手のマントとスカーフを首に巻き、顔の大半を隠かくした小こ柄がらな少年だった。

「犯人はこの上！　でも瓦礫のせいで中に入れない！」

　少年は急行したサクとリューイの姿を確認すると、塔を見あげて叫ぶ。

　塔の入り口は瓦礫で封ふう鎖さされていた。恐おそらく犯人の仕し業わざ。塔とう内ないに立て籠こもっているのだ。

「まかせろ！」

　サクが叫んだ。そしてにわかに両方の掌てのひらを開き、瓦礫に向かって突き出す。

「はあああああああああああッ！」

　サクが気を吐はく。するとサクの掌に緑色の光が巻き起こった。よく見るとその光はサクの両手の十本の指に嵌はめられた、十個の翡翠ひすいの指輪から放出されていた。

「錬光環レンコウカンッ！」

　サクが叫ぶと、その掌に蓄たくわえられた光が弾たまとなって前方へと放出される。光こう弾だんは岩がん壁ぺきを粉ふん砕さいし、周囲の瓦礫を四方八方に飛び散らせた。絶大な衝しよう撃げき波はだった。

　これこそサクの龍仙具アトリビユート──〝錬光環〟！

　衝撃と爆音とともに瓦礫は除去され、石いし壁かべに大きな穴が穿うがたれた。それは塔内に侵しん入にゆうする突とつ破ぱ口こうだ。サクとリューイ、そして少年の三人は、我先にと塔内へと飛びこんだ。

　グルグルと回る螺ら旋せん階段を駆けあがり、三人は塔の最上階へと向かう。

　そして扉とびらを蹴けり開け、中へと躍おどりこんだ。

「むッ!?」

　最上階の部屋には一人の男がいた。

　男は窓から眼下の惨さん状じようを眺ながめていたが、リューイたちの侵入に気づき、振ふり返る。

　黒いマントに身を包み、深々とフードを被かぶっている。まるで暗殺者のような出いで立ちだ。

「てめェ、何者だッ!?」

　サクが叫ぶ。その声に男の唯ゆい一いつ露あらわになっている口元がニヤリと残ざん忍にんに引きつった。

「フン、遅おそかったな。龍哭塞の──ガキども！」

　男が不敵に笑う。リューイたち龍仙士ドレイクの到とう来らいを待ち構えていたようなそぶりだった。

「式典をメチャクチャにしやがって！　誰だれだか知らねェが、ブッ殺す！」

　サクが両手に〝錬光環〟の光を錬れん成せいする。

「おッと！　動くなッ！」

　フードの男が叫んだ。そして手に持った弓に矢をつがえ、引き絞しぼる。

「〝爆砕箭バクサイセン〟！　こいつを放てば大爆発するぜ！」

　男が下げ卑びた笑いとともにギリギリと弓の弦つるを引き絞る。

　男は塔の上からこの矢で式典会場をピンポイント爆ばく撃げきしていたのだ。

「それは龍仙具アトリビユート!?　おまえ、やはり龍仙士ドレイクなのか!?」

　男の武器を目まの当たりにしてリューイが叫ぶ。

　にわかには信じられなかった。龍仙士ドレイクは統とう帝ていの血を引く召喚者──ハルカの能力によって異世界から召喚される。つまり、逍しよう遥よう館高校の学生寮りように住む学生だけが龍仙士ドレイクとなる資格を持つのだ。龍哭塞の仲間以外で、この世界に龍仙士ドレイクが存在するとは……。

「こいつの威い力りよくは折り紙つきだ！　避よけても無む駄だだぜ。この塔ごと吹ふき飛ばす！」

　男は挑ちよう発はつしつつ、番つがえた矢先を三人へと向ける。

「自じ爆ばくするつもりか!?」

　リューイの言葉に、男はペッと唾つばを吐いた。

「俺とて不本意だがな。しかしボスの命令とあっては仕方がねェ」

「ボスの命令!?」

「おッと、動くなと言っただろッ!!」

　男の怒ど声せいが轟とどろく。リューイたちは硬こう直ちよくした。ピリピリとした緊きん張ちようが漂ただよう。

　リューイはギリリと奥歯を嚙かみしめた。

　無能力者のリューイは、この状じよう況きようを打破できる何の策も持ち合わせていなかった。

　改めて自らの無力を痛感する。リューイはふと、自分の右手に目を落とした。

　彼の右手には鉛なまり色いろの宝石が埋うめこまれている。これが彼の龍仙具アトリビユート──〝龍帝珠リユウテイジユ〟。

　しかし、今、この龍仙具アトリビユートは使用不可能。何故なぜならこの龍仙具アトリビユートは〝ある条件〟を満たさないと発動できないのだ。しかもそれはリューイにとって諸もろ刃はの剣つるぎとなるリスクを伴ともなう。

　それは彼が皆みなから〝役立たず〟と揶や揄ゆされる理由だった。

「いったい何者だ……!?」

　リューイの質問に男はニヤリと笑い、フフフと下卑た笑いを漏もらす。

「ただの龍仙士ドレイクさ──おまえ達と同じ、な！」

　そう叫んで男は〝爆砕箭〟に力をこめた。

　そしてリューイの眉み間けんに照準を合わせ、引き絞った弦から矢を解き放つ。

　そのときだった。男は不意に背後に殺気を感じ、振り返った。

「て、てめェ！　いつの間に──!!」

　男の陰かげに潜ひそむように、そこには人影が立っていた。

　リューイもサクも、その影がいつからそこに移動したのか、まるで気づかなかった。

　その影はリューイとサクと共にこの部屋にやってきた少年だった。

　少年は、いつの間にか男の背後に回りこんでいたのだ！

　次の瞬しゆん間かん、少年が手刀で男の腕うでをしたたか打った。男の手から弓と矢が落ち床ゆかに転がる。

「やああああッ！」

　その一瞬の隙すきをサクは見み逃のがさなかった。手に溜ためた〝錬光環〟を勢い良く男に放出する。

「ぐああああああああああああッ！」

〝錬光環〟の威力によって、男の体が宙を舞まう。

　男は衝しよう撃げきに何の抵てい抗こうもできないまま、塔の壁かべもろとも塔の外へと吹き飛ばされた。

　リューイは塔の上から男が落下した先を眺める。

　この高さだ。恐らく生きてはいまい。

　リューイたちはテロリストを見事に撃げき退たいしたのだ。

　ふう、と息をつき、サクが声をあげる。サクの視線の先には少年の姿があった。

「それにしてもおまえ、何者だ？　いつの間に奴やつの背後に回りこんだ？」

　サクが訝いぶかしげに少年を見て言う。リューイも少年を見やる。

「〝絶影鈴ゼツエイリン〟──それがアタシの龍仙具アトリビユート。その能力はズバリ瞬間移動！」

「はァ？」

　少年の突とつ然ぜんの言葉に、サクが目を白黒させる。

「あれ？　え～と、サク先せん輩ぱいとリューイ先輩……だよね？」

　不意に少年に名前を呼ばれたサクとリューイが、驚おどろきに顔を見合わせる。

「じゃじゃ～ん！」

　妙みようにあっけらかんとした擬ぎ音おんを発しながら、少年が首に巻かれたスカーフをとり去った。

　にわかに結ばれた長い髪かみが揺ゆれ、その拍ひよう子しにチリンと小さく鈴すずが鳴る。

「な、なんだ──おまえ!?」

　サクがあんぐりと口を開けて呆ぼう然ぜんとなる。リューイもその顔を見て驚いた。

　少年は覆面をしていたのだ。まるで顔を隠す特とく撮さつヒーローのようなマスクだ。

　少年ではなく──少女。しかも覆面の少女。

「お、おまえ……女だったのか!?」

　サクが口をパクパクしながら、覆面少女を指さして言う。

「しっつれいしちゃうなァ！　もう！　これでも花も恥はじらう乙女おとめですが、何か!?」

　少女が覆面の奥に隠れた目で、サクをジトッと睨にらむ。

「しかもなんだよ!?　そのマスクは!?」

「何って、マスクだよ。顔を隠すマスク」

「だから、なんでそんなもんしてんだよ！」

　サクの質問に、少女がフフフ、と不敵に笑う。心底楽しそうな様子だった。

「決まってるじゃないですか！　素す顔がおを仮面に隠し、正義に燃えて悪を討うつ！　それがスーパーヒーローってもんでしょ！　仮面ライダーも戦隊ヒーローも宇宙刑けい事じもバットマンもスパイダーマンも、みんなマスク被ってるでしょ？」

　そう言って覆面少女が「やあっ！」と決めポーズをとってみせる。

「な、なんだこいつ……アニメオタクか……!?」

「失礼しちゃうな！　違ちがいます。ヒーローオタクです！」

「一いつ緒しよだろ!?　どっちも！」

　サクが鋭するどいツッコミをいれ、呆あきれて天を仰あおぐ。

「君も学生寮の生徒だよね？　龍仙具アトリビユートを持ってるってことは、君も龍仙士ドレイクってことだし」

　リューイが話に割りこみ、少女に質問をした。

「って……あれ？　ジュノ先輩から聞いてない？」

　少女がリューイの様子を見て、タラリと汗あせを垂らして戸と惑まどう。

　その言葉を聞いて初めて、リューイはピンときた。

「君、もしかして……」

　リューイの質問に、少女が「イエス！」と胸を張る。

「人呼んでリン！　今日から先輩たちと同じ〝火曜隊チーム・サラマンダー〟に配属になりました！」

「マジかよ!?」

　サクが驚き、思わず聞き返す。

「ヨロシクゥ！　セ・ン・パ・イ・がた！」

　リンが再び得意の特撮ヒーローポーズをとって挨あい拶さつする。

　リューイとサクは顔を見合わせ、ヤレヤレと二人して天を仰いだ。

　ともあれ新生〝火曜隊チーム・サラマンダー〟が今、ここに誕生した。




「……ん？」

　帰り際ぎわ、ふとリューイは足を止めた。

　床にキラリと光るものがあった。リューイは屈かがみこみ、手にとる。

　それは、小さなブローチだった。

「これは……」

　リューイはふと思いだした。これはあの男──テロリストであり謎なぞの龍仙士ドレイクが着ていたマントを留めるブローチだ。きっと〝錬光環〟の衝撃によって外れたのだろう。

　リューイはまじまじとブローチを見つめる。ブローチは銀製で、精せい巧こうな紋もん章しようが彫ちよう刻こくされていた。それは黒く塗ぬられた獅し子しが吼ほえる図案だった。

「黒い獅子……？」

　リューイは小さく呟つぶやく。

「オイ、リューイ、いくぞ！」

　サクに呼ばれ、リューイは慌あわててそのブローチを上着のポケットにつっこんだ。








　第二章　助っ人メンバーは新進気鋭!?







「新しい補ほ充じゆう要員とは、あちらの世界でもう会えたかな？」

　室内に澄すんだ声が通った。

　一人の女性がいた。先ほどの声は、その女性から発せられたものだった。

　女性は大人っぽい雰ふん囲い気きの美女だった。きっと敏びん腕わんキャリアウーマンだと言っても誰だれも疑わないだろう。しかし彼女は女子高生。その証しよう拠こに彼女は対面する生徒たち──リューイ、サク、ヨギと同じ制服を着ている。

　ここは逍しよう遥よう館かん高こう校こうの生徒会室。

　そしてこの女性はこの春、就任したばかりの生徒会長。名前は巴ともえ雪ゆき子こという。

「……あの、なんで彼女、マスクしてるんッスか？」

　サクが口を尖とがらせトモエに質問する。トモエは冷ややかな目で小さく苦く笑しようした。

「それは彼女の個人的な趣しゆ味みだ。私は関かん与よしていない」

　トモエのクールな返答に、サクは「へいへい、そうですか」とおどけて笑う。

「彼女──リンは元々は私の所属する〝金曜隊チーム・バハムート〟のメンバーだ」

　トモエが椅い子すから立ちあがる。モデルのような高身長と抜ばつ群ぐんのスタイルだ。

「実は、私はジュノとは幼よう稚ち園えん時代から幼なじみでな」

　そう言って彼女は側に座っている少女をチラリと見やる。そこにいたのはジュノだった。

「ジュノには私が生徒会長に就任したとき、庶しよ務むを引き受けてもらった借りがある。今回の龍りゆう哭こく塞さいの人事はその返礼だと思ってくれ」

「ありがたいこってすね～、ジュノ様々ってとこスか？」

　サクが吞のん気きに笑って答える。

「そういうこと。感謝しなさいよね～！」

　ジュノは得意げにサクとリューイに胸を張る。

「フフ。ジュノは怒おこらせると怖こわいからな」

　不意にトモエはそう呟き微笑する。サクが喜んで手を叩たたいた。

「おっ、分かってらっしゃる！　さすがは生徒会長様！」

「なんでよ！　ユッキー！」

　ジュノが口を尖らせトモエに抗こう議ぎする。

「……頼たのむからその呼び方、やめてくれないか？　ジュノ」

　クールだったトモエの顔に微かすかな恥じらいが浮うかんだ。冷たい氷が少しだけ溶とけるような彼女のリアクションに、瞬間、場が和なごむ。

　今まで緊きん張ちようしていたリューイは、その空気にホッと胸をなで下ろした。

　テロ事件のあった次の日の昼休み。リューイとサクは突然、生徒会室に呼びだされた。

　トモエは生徒会長として逍遥館高校の生徒自治のトップの地位にありつつ、学生寮りようの寮りよう生せいでリューイたちと同様、龍哭塞に召しよう喚かんされる龍仙士ドレイクでもある。

　彼女が所属するのは〝金曜隊チーム・バハムート〟。彼女はそのリーダーなのだ。

　前回の〝龍哭塞攻防戦〟で、野球部エースの宗むな方かたを始め、寮生の三年生がほとんど戦死してしまったことにより、龍哭塞の龍仙士ドレイクの主導権は主に二年生が握にぎっている。トモエはその二年生の中にあって、最も強力なリーダーシップを持つ存在なのだ。

　成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万ばん能のう。しかも類たぐい稀まれなカリスマ性を持ち合わせている。他人を凍こおりつかせるようなその美び貌ぼうとクールな態度から、ついたアダ名は──〝氷の女王〟。

　そんな彼女の噂うわさを聞いていたから、リューイはガチガチに緊張して生徒会室のドアを開けた。しかしリューイの予感は杞き憂ゆうだったようだ。

　まさかジュノとトモエが幼なじみだったとは。

「それにしても、大変だったわね、リューイ……」

　ジュノが眉まゆを顰ひそめ呟く。大変というのはもちろん、昨夜の式典のテロ事件のことだ。

「まさか、あの世界に我々以外の龍仙士ドレイクがいたとはな。加勢できずに申し訳なかった」

　トモエが頷うなずき、リューイたちに謝意を示す。〝金曜隊チーム・バハムート〟は昨晩、非番だったのだ。

「しかもわざわざ同盟式典を狙ねらって攻こう撃げきしてくるとは。いったい何が目的だ？」

「そ、それについて、少し気になることがあります！」

　リューイが身を乗り出してトモエに言った。

「龍仙士ドレイクの男は、今回のテロ行こう為いを〝ボスの命令〟と言ってたんです」

「〝ボスの命令〟？」

　リューイの証言に、トモエの切れ長の目がキラリと冷たい光を放つ。
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「つまり相手は組織立てられ、訓練された集団ということかもしれん」

「ちょい待てよ！　集団って龍仙士ドレイクの集団ってこと!?　他ほかにもいんの!?　ウソだろ!?」

　サクが慌てて声をうわずらせる。

「じゃあ聞くが、そいつらは誰に召喚よばれたんだよ!?　世界オルンに龍仙士ドレイクを召喚び出せるのは、統とう帝ていの血を引く者だけなんだろ？　あの世界にその資格があるのは、ハルカちゃん一人だけのはずだ。つまり俺たち以外に龍仙士ドレイクがいるってのは、矛む盾じゆんしてるぜ！」

「しかし事実は事実よ」

　ジュノが歯切れの悪い返事をする。

「もしかしたら……」

　そのとき、不意に小さな声がした。皆みなが声の方へ視線を集める。

　声の主は、今までずっと本を読んでいて会話に参加していなかった少女──ヨギだった。

「こ、心当たりがあるの？　ヨギ！」

　ジュノが身を乗り出す。ヨギは相変わらずの無表情で皆の視線を受け流す。

「……………」

　ヨギは答えなかった。再び目を伏ふせ、手元の文庫本へと視線を落とす。

「じ、じゃあ、これに見覚えは!?」

　不意にリューイが制服のポケットから一枚の紙を取り出し、ヨギに手て渡わたした。

　もちろん世界オルンから現実リアルに物を持ちこむことは出来ない。だからリューイはその図案を必死で暗記し、忘れないよう授業中にノートの切れ端はしに描かき留めたのだ。

　それはテロリストの落としていったブローチに彫刻された紋もん様よう──黒くろ獅じ子しの紋章だった。

「…………これは」

　その絵を見た瞬しゆん間かん、眼鏡の奥のヨギの目が開かれた。

「黒こく猊げい将しよう軍ぐん──クジャルクの紋章……」

　ヨギが小さく呟き、目を細める──それは彼女の見せる久しぶりの感情だった。
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「ヨギのやつ、何か知ってる風な口ぶりだったよな～」

　生徒会室を出たあと、サクがそう言い放ち、隣となりを歩くリューイとジュノに同意を求めた。

「こくげい？　クジャ……なんだっけ？」

　サクの質問にリューイが「さぁ」と首を捻ひねる。ヨギの言葉は意味不明だった。

「あいつ、秘密主義なんだよな～、いつも無表情で何考えてるか分かんないし」

　三人は並んで、渡わたり廊ろう下かを二年生の校舎へと歩いていく。

　そのとき不意に廊下の曲がり角でリューイの肩かたが何かにぶつかった。

「きゃっ！」

　出会い頭がしらの衝しよう突とつだった。向こうから駆かけてきた生徒にぶつかったのだ。

　衝しよう撃げきで相手が尻しり餅もちをつく。拍ひよう子しでバラバラと持っていた筆記用具が床ゆかに散乱した。

「ごめん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　リューイは慌てて屈みこみ、散らばったぺンを拾う。

「……すいません」

　ノートを手渡そうとして、リューイは相手の顔を覗のぞきこんだ。

「あれ？　キミは──」

　ふとリューイが呟いた。相手に見覚えがあったのだ。

　野や暮ぼったい眼鏡と三つ編みの女子高生。

　少女は昨日、屋上の高台から降ってきてリューイとぶつかった相手だったのだ。

「す、す、すいませんっ！」

　少女が大声で謝った。顔を真っ赤にして、顔を隠かくすようにいそいそと立ちあがる。

「し、失礼しますっ！」

　そしてそのままバタバタと廊下を逃にげるように去っていった。

　そんなに慌あわてなくてもいいのに……。

「なんだ？　ありゃ」

　少女を見送り、サクが呆あきれて言う。なんだか異常に恥はずかしがり屋な性格のようだ。

「なんか根暗な文学少女って感じだよな～、むむむ、検けん索さくヒット件数……ゼロ！」

　サクは自じ称しよう〝生きる逍遥館高校女生徒検索エンジン〟だそうだ。

　曰いわく、在学中の女子生徒の顔と名前は完かん璧ぺきに記き憶おくしているらしい。そんなサクをして、見覚えのない生徒だということは、きっとよっぽど目立たない存在なのだろう。

「あの娘こ、一年の姫ひめ小こう路じさんよ」

　ジュノが少女の去っていった先を見やって言った。

　サクが「あれ？　ジュノ、知り合いなのか？」と聞き返す。

「彼女にも生徒会の手伝いをしてもらってるの。あまり目立たない子だけど、いい子よ」

　ジュノの説明に、サクは「ふぅん」と鼻を鳴らす。あまり興味はないようだった。

「ま、どーでもいいや。可愛かわいい子以外、興味ナッシン！」

「あんた、いい加減そういうイヤらしい思考回路やめなさいよね！　女の敵！」

　ジュノがサクに軽けい蔑べつの目を向ける。

　二人のやりとりを聞き流しつつ、リューイは姫小路が去っていった渡り廊下を眺ながめた。
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「リューイ！」

　校門を出ようとしたとき、リューイは自分を呼ぶ声に足を止めた。

　振ふり向くとそこにジュノがいた。ジュノはリューイの元へと駆け寄よってくる。

「一いつ緒しよに帰ろ」

　ジュノはハァハァと切らした息を整えながら、リューイに向かってニコリと微笑む。

「生徒会の仕事はいいの？」

「今日はもうおしまい！　久しぶりの早帰り～」

　ジュノがそう言ってエヘヘと笑う。二人は並んで学生寮へ続く並木道を歩き出した。

「ジュノ、バイバイ～」

「また明日あしたね～、ジュノ！」

　行き交かう生徒たちが皆、彼女を見かけると挨あい拶さつをする。ジュノはそれに逐ちく一いちリアクションし、爽さわやかな笑え顔がおを返した。

「相変わらず凄すごい人気だね。ジュノ」

「生徒会の仕事をしてると顔が広くなっちゃってサ。まぁ、雑用係みたいなもんだから」

　ジュノが謙けん遜そんし、アハハと照れくさそうに笑う。

　ジュノは高校のアイドル的存在だった。スポーツ万能で成績優秀、人をひっぱるリーダーシップもあるし、どんな相手にも裏表なく快活に接する。そしてとびきりの美少女となれば人気が出ないわけがない。リューイのクラスメイトの中でも、ジュノを「好きだ！」「つきあいたい！」と公言して憚はばからない生徒はたくさんいた。

「リューイ、お腹なかへらない？　どっかで夕ご飯でも食べない？」

　突とつ然ぜん、ジュノが話を切りだした。

「え？　あ、うん。いいよ」

　なんとなくジュノの横顔に見とれていたリューイは、慌てて同意の返事をする。

「ラーメン屋でもいこうか。駅前の」

　リューイのとっさの提案に、突然、ジュノの顔が曇くもった。

「うわ～、放課後デートでラーメン屋？　なんかムードない～。一応、これでも私、女の子なんですけど～！」

「ご、ごめん！　そ、そんなつもりじゃ……」

　リューイが慌てて弁明する。

「な～んて、冗じよう談だん！　あはは、ごめんごめん！」

　にわかにジュノが笑い出す。先ほどの態度は演技だったらしい。

「いこ！　ラーメン屋！　よ～し！　今日はニンニクマシマシいっちゃうよ！」

　ジュノは無む邪じや気きに笑って走り出す。リューイは戸と惑まどいつつも彼女の後を追った。




　並んで熱々のラーメンを啜すすったあと、リューイとジュノは駅前の繁はん華か街がいを散策した。

　夏が近くなって日が長くなり、夕方六時過ぎだというのに周囲はまだ明るい。

「美味おいしかった～！」

　ジュノが満足そうに大きく息を吐く。リューイも「うん」とそれに答えた。

「ハルカにも食べさせたいよね～、ラーメン」

　不意にジュノが振り返り、リューイに正対した。

　突然飛び出したハルカの名前に、リューイはドキッと胸が高鳴る。

「で、その後、どうなの？　ハルカとは？」

　急にジュノが意地悪そうな目つきになる。そして肘ひじでリューイをつついた。

「どうって……どういうことだよ」

　ドギマギしてリューイが答える。

「あっちの世界で、いい感じになってるんじゃない？」

　ジュノがニヤニヤとリューイを冷やかす。リューイは慌てて否定した。

「そ、そんなことないよ！　最近、龍哭塞は色々あって忙いそがしいから……ハルカとはほとんど会えないし」

　リューイが弁明すると、ジュノは「そっか」と言ってリューイに背中を向ける。

「いいなぁ……」

　ポツリと呟つぶやいたジュノの言葉に、リューイが「えっ？」と聞き返す。

　その声がなんだか少しだけ寂さびしそうに聞こえたのだ。

「私はもう、あっちの世界にいけないから……なんか仲間はずれになった気分」

　ジュノが振り返って、リューイの目を見てはにかんだ。

　リューイの感じたことは間ま違ちがいではなかった。彼女の顔には寂せき寥りようの念が浮かんでいた。

　ジュノもかつてはリューイたちと同じ龍仙士ドレイクだった。しかも〝緋燕扇ヒエンセン〟と呼ばれる炎ほのおを操あやつる龍仙具アトリビユートを駆く使しし、龍哭塞最強と言われる実力を持った仙士だった。

　しかし彼女は先の〝龍哭塞攻防戦〟で、不運にも命を落としたのだ。

　龍仙士ドレイクはオルンで死ぬと、もう夢を見られなくなる。

　つまり、二度とあちらの世界に召しよう喚かんされることが出来なくなるのだ。

「あ～あ、何か方法はないのかなァ」

「方法？」

「私がオルンに戻もどる方法。どっかに死んだ龍仙士ドレイクを生き返らせる龍仙具アトリビユートを持ってる人とかいないかなぁ──」

「そんな都合のいい龍仙具アトリビユート、あるわけないよ」

　リューイは小さく息をつき、首を振って答える。

「それに前にも言ったろ。ジュノは龍仙士ドレイクじゃなくなっても、僕たち〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のリーダーだ。そして龍哭塞を守る仲間。これからも、ずっと──」

　リューイの言葉を聞いて、ジュノはもう一度悲しそうに笑った。

「ありがと。やさしいんだね、リューイって……」

　彼女は大きな瞳ひとみにいっぱいの憂うれいを秘ひめ、じっとリューイの顔を見つめる。

「ハルカがうらやましいな……」

「えっ？」

「な、なんでもない！　なんでもな～い！　あははは！」

　ジュノが慌てて両手を振って誤ご魔ま化かした。そして茜あかね色いろに染まる夕暮れの空を見あげる。

「私にできること……何かない？」

「えっ？」

「オルンにいけなくても、私にできることってあると思うの。何かないかな？　役に立ちたいのよ。龍哭塞のみんなのために──」

　ジュノはそう言って、再び繁華街を歩き出した。

「帰るわよ、リューイ！　早くしないと学生寮りようの門限に遅おくれちゃう！」

　夕暮れの中、二人は家路を急いだ。

　二人の背後には、長く伸のびる影かげが睦むつまじく寄り添そうように交差していた。
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　夜。再びリューイは〝夢〟を見た。そして龍哭塞へと〝飛来〟する。

　軍は〝黒耀台の盟約〟警護の大役を済ませ、龍哭塞に帰き還かんしたところだった。

　のべ往復六日の道のり。しかし従軍した兵士たちに疲つかれの色はない。それは彼らの高い士気のおかげ、そしてその原動力は平和への道みち標しるべとなっている彼らの主君、ハルカの存在に他ほかならなかった。

　リューイは城じよう塞さいを散歩して回る。城内は活気に満ちていた。

「リューイさん！」

　そのとき彼を呼ぶ声がした。

　その鈴すずのように澄すんだ美しい声に、リューイの胸がトクンと跳はねる。

　振り返ると、そこには美しい更さら紗さのドレスを纏まとった銀ぎん髪ぱつの少女がいた──ハルカだ。

「や、やぁ……」

　リューイは緊きん張ちように硬かたくなった体を鼓こ舞ぶし、ぎこちない挨拶をする。

　そんなリューイの緊張をよそに、ハルカはとびきりの笑顔で彼の元に走り寄ってきた。

「カラバリクでは……ありがとうございました！」

　ハルカが深々とお礼をする。リューイは「あ、うん」とわざとらしい返事をした。

「怪け我ががなくてよかったね」

「はい！　リューイさんが命がけで守ってくれたお陰かげです！」

　ハルカはニコリと微笑ほほえむ。すべての苦労が報むくわれる、そんなとびきりの笑顔だった。

「リューイさんには助けてもらってばかりで……本当に申し訳ありません。それに──」

「それに？」

　ふとハルカが言葉を詰つまらせ、顔を背そむける。その頰ほおが微かすかに朱しゆに染まっていた。

「まだ……その……お礼もちゃんと済んでいないですし……」

　ハルカが細く白い指で自らの唇くちびるを撫なでた。ふっくらと形の良い、小さな唇。

「あ！　い、いいや！　そんなこと、気にしなくていいってば！」

　リューイが慌あわてて手をブンブンと振り、ハルカの申し出を固辞する。

　先の〝第三次龍哭塞攻防戦〟は、とにかく熾し烈れつを極きわめた総力戦であった。

　軍神と讃たたえられるドルジフ軍伝説の名将、白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラルに攻せめ立てられ、一度は城塞は完全に陥かん落らくしたほどだ。そして虜とりことなって処しよ刑けいされることになったハルカを助けたのがリューイだった。

　リューイは眠ねむっていた自らの龍仙具アトリビユート、〝龍帝珠リユウテイジユ〟を覚かく醒せいさせ、サーラルを撃げき退たいし、ハルカの命を救ったのだ。

　そのとき、リューイとハルカは一つの約束をした。そのときは冗談めかして〝罰ばつゲーム〟と呼んでいたが、それは、彼女の初めての行こう為い──そう、ファーストキスをリューイに捧ささげるというものだった。

　諸問題があって、残念ながらその行為はまだ完かん遂すいされていない。

　しかしあの出来事を通じ、リューイとハルカの心は固く密接に触ふれ合い、共鳴した。

　だけど──。

　リューイは目の前で微笑む愛いとしの女性を見て思う。

　彼女はオルンに生まれた少女。そして自分は現実世界リアルの住人。

　そして彼女は帝てい王おうの血を引くやんごとない姫ひめ。そして自分は単なる高校生。

　たとえ二人が願おうと、その身分の違ちがいは埋うめられない深い溝みぞなのだ──。

「どうしました？　リューイさん？」

　リューイを心配そうに覗のぞきこむハルカ。その目は淡たん水すい湖このように碧あおく澄んでいる。

「い、いや、なんでもない！」

　リューイが必死に弁明しているところに兵士たちの一団がやってきた。

「ここにいらしたのですか、殿でん下か！」

　突然の声に二人が振ふり返ると、そこには従者をつれた青年が歩いてくるところだった。

「メスロン将軍」

　ハルカが深くお辞じ儀ぎをする。青年もそれに慇いん懃ぎんに応こたえた。

　青年はメスロンだった。先の式典でハルカと共に調印台に登とう壇だんしたパルミア解放軍のリーダーだ。柔和で整った顔立ちは、美青年の部類に入るだろう。

　彼は式典後、庶しよ務むのため彼女に同道し、龍哭塞に客かく将しようとして滞たい在ざいしているところだった。

「殿下、こちらへ。そろそろ公務の時間です」

　メスロンの脇わきに立っていた兵士がハルカに寄より添い、彼女の手を取る。

　兵士は隻せき眼がんの女戦士アルディエルだった。

　ハルカの親衛隊長で、龍哭塞一の剣けんの使い手である。

「これよりメスロン将軍閣下と会食を行い、折を見て同盟に関する綱こう領りように目を通して頂きます。その後、パルミア各かく荘しよう園えんを治める諸しよ侯こうとの謁えつ見けんの予定を確かく認にん、及および投降した禁軍二万の再編案の確認。それとクシャーニア国境緩かん衝しよう地帯の軍備における──」

「あ～、はいはい、わかりました。用件は後で聞きます。アルディエル！」

　ハルカがうんざりした様子で答える。そしてイタズラっぽくリューイにだけ分かるように舌を出して笑って見せた。その仕草が可笑おかしくて、リューイは思わずプッと吹ふき出す。

「すいません、リューイさん、私はここで──」

「うん、がんばって……」

　ハルカがリューイに挨あい拶さつをする。そして彼女は少し寂さびしそうな顔になり、後ろ髪がみを引かれる様子でメスロンとともに衆議塔とうにある執しつ務む室へと去っていく。

　リューイはいつまでもハルカの背中を見やり、彼女を見送った。

「悪いな〝役立たず〟──」

　ふと、リューイを呼ぶ声がした。それはアルディエルだった。

　アルディエルは眉まゆを顰ひそめ、苦く笑しようしてリューイを見つめている。

「悪いって……なにがだい？」

「おまえの殿下に対する想おもいは知っている。そして殿下の胸中も──」

　そう言ってアルディエルがふと、寂しげな顔をする。

「…………」

　リューイは彼女の言葉にあえて答えなかった。アルディエルが再び小さく苦笑する。

「殿下はおまえ一人のものではないのだ。いや、もはや龍哭塞のものでもない。殿下の御おん身みはこのパルミア──いや、この統とう国こくすべての民たみのものだ。もはや私人として愛だの恋こいだのにかまけている時間はない。殿下は万ばん民みんの希望の星となる天命を以もつて生まれたお方だ」

「……わかってる」

　リューイがグッと拳こぶしを握にぎる。そう、ハルカは統国公主──たった一人、この大だい帝てい国こくの万ばん世せい一系たる支配者の血を引く正統にして高貴な後こう継けい者しやなのだ。

「……おまえも辛つらいだろうが、殿下の心中を察してくれ」

　そう言うとアルディエルは踵きびすを返し、ハルカの後を追って去っていく。

「わかってるよ……」

　リューイはもう一度、そう呟いた。

　ゴウゴウと龍哭塞の城じよう壁へきに西風が吹きつけ、まさしく龍の哭なくような音が木こ霊だました。
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「ちょっとコラ～、まて～ッ！」

　突とつ然ぜん、城壁の下で声がした。リューイが覗きこむと、中庭に数人の兵士たちが集まっていた。何やら揉もめ事が起きているようだ。

「なんだ？　お嬢じようちゃん」

　去っていこうとした兵士が振りかえって、声をあげた張本人に向きなおる。

　兵士たちは合計五人。その兵装は龍哭塞軍のものではなかった。恐おそらくパルミア解放軍の連中だ。きっとメスロンの護衛としてやってきた連中だろう。

「あんた今、お尻しり触さわっただろっ！」

　声を張りあげる渦か中ちゆうの人物。その声は可愛かわいらしい女性の声だった。

「あれは──」

　スカーフと覆ふく面めん。間ま違ちがいない。〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の新メンバー、リンだった。

「すまねェな～、柔やわらかそうで、あんまりいいケツだったからよ～」

　パルミア解放軍の男が一いつ斉せいに下げ卑びた笑い声をあげる。粗そ野やな傭よう兵へい風の身なり同様、その態度もすこぶる悪い。まるで荒あらくれた山さん賊ぞくのようだ。

「すまねェじゃないわよ！　あやまんなさいよっ！」

　リンは物もの怖おじすることなく男たちにつっかかる。

　男たちは顔を見合わせて笑った。少女相手に明らかに見下した態度だった。

「おめェ龍仙士ドレイクなんだよな？　龍仙士ドレイクってのは鬼き神しんの如ごとく強えェ伝説の神しん仙せんだって聞いてたが、まさかこんなションベン臭くせェガキだとは思わなかったぜ」

「おまえ、果報者だな。なんせ仙せん女によ様のケツ触らせてもらったんだからな」

　そう言って、男たちが冗じよう談だんを言い合いゲヘゲヘと笑う。リンの顔が怒いかりに紅潮した。

「ぶっとばすっ！」

　リンがにわかにファイティングポーズをとる。その態度に男たちの顔が変わった。

「お、やんのか!?　ガキィ！」

　その瞬しゆん間かん、男たちがリン目がけて殺さつ到とうした。丸太のような腕うでを振りあげ襲おそい来る。

　刹せつ那な、チリン、と小さな鈴の音が鳴り響ひびいた。

　その鈴はリンの左耳にイヤリングのようにぶら下がっていた。

「あッ──！」

　次の瞬間、リューイは思わず声をあげていた。

　リンの姿が消失したのだ。そして一いつ瞬しゆんにしてリンは男たちの背後へと出現した。

「絶影鈴ゼツエイリンッ！」

　そう叫さけび、リンが無防備になった男の臀でん部ぶめがけ、思いっきり蹴けりをいれる。

「がはっ！」

　男はたまらず前のめりになって倒たおれこんだ。そしてしたたか地面にキスをする。

「ふふ～ん、おかえしよっ！　あんたのお尻しりは汚きたないから、蹴らせてもらったケドっ！」

　そう言うとリンは再び消失し、そしてすぐに別の男の死角に出現する。それを何度も連続で行い、襲い来る相手をコテンパンにうちのめした。

「ち、ちくしょォ～～ッ！　憶おぼえてろッ!!」

　月並みな捨てゼリフを吐はいて、男たちが逃にげ出す。

　リンは「正義は勝つッ！」とガッツポーズをした。

　リューイは彼女の姿を見やり、小さく感かん嘆たんのため息をつく。

　リンの龍仙具アトリビユート──〝絶影鈴〟。

　そのイヤリング状の鈴は、それが鳴らされるたび、術者の体を〝瞬間移動〟させることができるのだ。サクやジュノの龍仙具アトリビユートのように物理的威い力りよくは持たないものの、その力は別の意味で驚きよう異い的だった。

　頼たのもしい仲間ができたものだ──。

　リューイはそう感嘆しつつ、眼前の塔へと足を向けた。




　龍哭塞北東の塔は〝龍仙士ドレイクの塔〟と呼ばれている。召しよう喚かんされた龍仙士ドレイクたちが利用する寄宿場所だ。もっとも、龍仙士ドレイクは寝ねない（すでに寝ているから当たり前だが）し、食事を摂とることもないので、塔には特に生活するための施し設せつは備わってない。ただ、月曜から日曜までの七つの当直部隊の控ひかえ室として、各おの々おの七つの部屋があてがわれている。

　リューイは〝ログアウト〟──現実世界に起きるため、自身の所属する火曜隊チーム・サラマンダーの部屋に戻もどるところだった。

　明日は一時間目から数学の小テストが控えていた。少し早く起きて予習をしておかないと、また赤点をとって補習になってしまう。

　そんなことを考えながらリューイは部屋のドアを開けた。

「!!」

　ドアを開けた瞬間、リューイの目に、白く輝かがやくものが飛びこんできた。

　それが、女性の裸ら体たいだと気づくまでに、リューイは少しの時間がかかった。

　部屋の中には、肌はだも露あらわな少女が立っていたのだ。

　少女も突然の来訪者に気づいたらしく、しばし呆ぼう然ぜんとしてリューイの顔を見ている。

「いやあああああああああああああああッ!!」

　次の瞬間、少女は悲鳴をあげた。

「ご、ご。ごごごご……ごめんっっっ!!」

　リューイはとっさに背後を振り返り、彼女の裸体から視界を外す。

　しかしその目にはしっかりと、少女の艶なまめかしい裸体が焼きついていた。

　少女は──リンだった。

「あ、あ、あれ？　き、君は……中庭にいたはずじゃ……!?」

　言いながらリューイはハッと気づく。そうだ、この娘この能力は──瞬間移動！

「こっちみないでよねーっ！　すけべーっ！　えっちーっ！」

　リンは喚わめきながら、慌あわてて近くにあった服を摑つかみ、いそいそと着き替がえを始める。

　慌てた拍ひよう子しに、リューイの足元にヒラヒラと一枚の布が落ちてきた。

　それはリンの覆面だった。彼女は素す顔がおだったのだ。

「あ！　それっ、返してっ！」

　リンが慌ててリューイに向かって言う。

　リューイはその言葉に反射的に振り返った。悪意はない。反射的なものだった。

　彼の視界に、リンの顔がバッチリと大写しになる。

　大きな瞳ひとみの美少女だった。

「い、いやーっ！　見ないでーっ！」

　少女が顔を覆おおって床ゆかに座りこんだ。よほど素顔を見られるのが嫌いやなのだろう。

「あ、あれ？　き、君は……」

　しかし素顔を見たリューイも、激しく動どう揺ようする。

　少女の顔に見覚えがあったのだ。

　リューイは彼女と出会った記き憶おくを呼び起こす。たしか、逍しよう遥よう館高校の屋上と渡わたり廊ろう下か──。

「もしかして……君……姫小路さん？」

　意を決して、リューイは顔を覆う少女に向かい、その名前を呼びかけた。
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　放課後。リューイは学生寮りようの近くにあるコーヒーショップにいた。

　テーブルでラテを飲みながら時計を見る。そろそろ待ち合わせの時間だった。

「リューイ……先せん輩ぱい……」

　時間通りに、リューイの席の背後から声がした。リューイが驚おどろいて振ふり向くと、そこには彼と同じ逍遥館の制服を着た女生徒が立っていた。

　野や暮ぼったい眼鏡姿の少女──生徒会所属の一年生、姫小路だ。

「あの……姫小路……凛りん音ねといいます……よろしくおねがいします……」

　姫小路は俯うつむきながら蚊かの鳴くような声で自己紹しよう介かいをして、ガバッと頭を下げる。

　リューイは彼女の態度に戸と惑まどいながら、「こちらこそ……よろしく」と挨あい拶さつした。

「あ、あの、失礼します……」

　テーブルの向かいに座る姫小路の顔を凝ぎよう視しし、リューイは目をパチクリする。

　確かに彼女は〝リン〟に間違いなかった。しかしその態度や物もの腰ごしはまるで別人だ。

　龍哭塞にいたときの〝リン〟は、もっと明朗闊かつ達たつなハイテンション娘だった。しかしここにいる姫小路はこの前会ったときと同じく、根暗で地味な少女だ。

「なんというか……ずいぶんと違ちがうね。あっちの世界と雰ふん囲い気きが……」

　リューイが乾かわいた声で笑う。姫小路は下を向いたまま黙だまっていた。気まずい空気が漂ただよう。

「……お願いです、センパイ」

　俯きながら、姫小路がポツリと呟つぶやいた。

「はい？」

　リューイが聞き返そうとすると、不意に姫小路がガバッと顔をあげた。

「お願いです！　私の……私の正体、誰だれにも言わないでください！」

　姫小路は泣きそうな顔で訴うつたえる。

「あんなこと、みんなに知られたら……私、恥はずかしくて学校にいけなくなっちゃう！」

　姫小路が叫び、テーブルから身を乗り出す。その声があまりに必死で大きかったので、近くの客たちが一斉に訝いぶかしい顔でリューイたちのテーブルを見た。

「お願いです、先輩！　なんでも言うこときくから！　先輩のしたいこと、なんでも！」

「あ、ちょ、わ、わかった！　わかったから落ち着いてっ!!　紛まぎらわしいってば!!」

　慌てて彼女を宥なだめる。会話の内容が内容なだけに、ヒヤヒヤするリューイ。

「それにしても……なんでまた、覆面を？」

　姫小路を落ち着かせてから、リューイは声のトーンを落として彼女に聞く。

　その質問に姫小路はにわかに赤面する。そして小さく言葉を紡つむいだ。

「私、子供のころからこんな性格で……根暗で引っこみ思案で……人前に立つと緊きん張ちようで上手うまく喋しやべれないし……友達もあまりいないですし……テレビとかマンガばかり見てました」

　確かに彼女は地味な少女だった。女好きのサクでさえノーチェックなほどだ。

　リューイは俯く彼女の顔をまじまじと見る。確かに化け粧しようっ気はなく、髪かみ型がたもイケてないが、よく見るとかなり可愛い。間違いなく美少女の部類に入るだろう。

「だから私……学生寮に入ってオルンに召喚されたとき、嬉うれしかったんです。もしかして、ここでまったく違う自分が晒さらけ出せるんじゃないか？　って……だから、その……〝デビュー〟しちゃったんです……」

「デビュー!?　なんの？」

「〝ヒーローデビュー〟です！」

「ヒ、ヒーロー!?」

　リューイは啞あ然ぜんとして目を白黒させる。

　姫小路は自らの告白に「言っちゃった！　恥ずかしいい～！」と赤面して身み悶もだえした。

「な、内ない緒しよですよ！　先輩！　絶対！　絶対ですからね！　いやああああ～！」

　なんだか逆に楽しそうな様子にも見えないでもない彼女のリアクション。そんな彼女の様子に戸惑いながらも、リューイははにかんで頷うなずく。

「な、なるほど、それで覆ふく面めんをつけてるんだね……」

　その返事に姫小路が突とつ然ぜん、リューイの顔を覗のぞきこんで言った。

「夢だったんです……子供の頃ころからの……」

〝夢〟という単語が出た瞬間、その言葉が小さくリューイの胸を打った。

　彼女の瞳には、偽いつわりのない真しん摯しな色が宿っていた。リューイは「ああ」と納なつ得とくする。

　そう、彼女は本気なのだ──本気で〝ヒーロー〟になりたいんだ──。

「そうか、わかったよ」

　リューイは彼女に向かってニコリとやさしく笑ってみせる。

「じゃあ、先輩!?」

　姫小路の顔がパッと明るくなった。リューイは「うん」と強く頷く。

「もちろん秘密にするよ。だってヒーローは誰にも正体を知られちゃいけないもんな」

　姫小路は頷き、嬉しさに我を忘れて身を乗り出し、リューイに思いっきり抱だきついた。

「リューイ先輩……だ～い好きっ！」

「ち、ちょっと、ひ、姫小路さんっ……!?」

　周囲の客の視線に慌てふためき、リューイは必死に彼女の体を引きはがす。

　まったくこの娘こは……。

　ポジティブなんだかネガティブなんだか、まったく分からないキャラクターだ。

「と、ところで……姫小路さん……」

「はい、なんですか？」

　リューイはちょっと戸惑うように視線を逸そらし、ある一つの質問をする。

「あのさ、前、屋上で会ったよね？　その……僕とぶつかったとき」

　姫小路は「う～ん」と記憶を辿たどり、「あ、ありましたね」と思い出す。

「あのとき、君、屋上で何してたの？」

　姫小路は「それは……」と言葉を濁にごし、モジモジと恥ずかしそうにリューイを見やる。

「……あの、その……必殺技の練習……です……」

　消え入るような声で、姫小路は恥じらいとともにそう呟いた。
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「なんだか、人それぞれなんだな……〝夢〟って」

　リューイはそう独り言ごちながら、夕方の路地を歩いていた。

　学生寮のある方向とは反対。高層ビルの建ち並ぶベイエリア。リューイはそのビル街の一角にある、立派なインテリジェント・ビルの敷しき地ち内へと入っていった。

〝江こう南なん大学付属病院〟──ビルは大きな総合病院だった。

　リューイの向かう個室病びよう棟とうのベッドの上には、一人の男性が眠ねむっていた。

「ただいま、兄さん」

　リューイはそう言いながら、寝ている患かん者じやの顔を覗きこむ。

　酸素マスクのつけられたその顔はリューイと似た面おも影かげがあった。しかしリューイよりもずっと大人っぽく、整った顔立ちをしている。

　昏こん睡すい状態にあるリューイの実じつ兄けい、遠えん藤どう雪ゆき虎とらだ。

　二年前のある日、彼はとある事件によって意識不明となった。そして今でもその容体は変わらない。ベッドに寝ねる彼は二度と目を覚ますことのない魂たましいを失った抜ぬけ殻がらだった。

「兄さん、久しぶりだね。龍哭塞で会って以来か──」

　リューイはそう言って、兄の顔を見やる。もちろん返事はない。

　──殿でん下かを死なすなよ……

　ふとリューイは兄の横顔を眺ながめながら、つい二十日前、彼と交わした言葉を回想する。

「兄さん──」

　眠る雪虎を〝魂を失った抜け殻〟といった表現は決して比ひ喩ゆではない。

　彼、遠藤雪虎の魂は現実世界を離はなれ、今も彷徨っているのだ。

　異世界オルンで〝白琥将軍サーラル〟という名で──。




　不意に物音がしてリューイは振り向いた。病室のドアが開いた音だった。

　雪虎の元にやってくる見み舞まい客きやくはそう多くない。リューイは相手が誰かを理解していた。

「ヨギ──」

　黒いストレートの長ちよう髪はつと白い肌はだ、そして眼鏡。彼の予想通り少女はヨギだった。

　ヨギはリューイに挨拶もせず、相変わらずの無表情で室内へと歩いてくる。

「君は毎日、ここにきてるの？」

「…………」

　リューイの質問には返答せず、チラリと眼鏡の奥から流し目を向けるヨギ。

　そしてベッドサイドの花か瓶びんに生けられた、枯かれかけた花を片づけ始める。

　その甲か斐い甲が斐いしい雪虎への介かい護ごに、リューイはヨギの瞳の奥に隠かくれた真意を想像する。

　今から四年前。リューイがまだ田舎いなかの中学に通っていたころ。上京した雪虎は逍遥館高校に通い、今のリューイと同様、学生寮に寄宿していた。そしてその時期にヨギも（中等部寄宿生として）学生寮にすでに在ざい籍せきしていたのだ。

　つまり二人の関係は、四年前から続いていることになる。

　そして当時も今と同様、逍遥館高校の学生寮には秘密があった。

　彼らは──雪虎もヨギも、当時の寮りよう生せいも皆みな、龍仙士ドレイクとして異世界に召喚よばれたのだ。

　異世界の時間は、現実の五倍のスピードで流れる。だから四年前はオルンの二十年に相当する。よって当時の召喚者はハルカではない。雪虎たちを召喚んだのは、ハルカの実父であり先代統国統とう帝てい。後に〝鞍あん上じよう帝てい〟と諡おくりなされる、ジャルカと呼ばれる男であった。

　当時の龍仙士ドレイクは〝パルミア戦せん役えき〟と呼ばれる戦乱に与くみし、鞍上帝ジャルカとともに北方異民族との熾し烈れつな戦いを生き抜き勝利した。そして龍仙士ドレイクの名は広く統国国民に広まり、無敵の神しん仙せんとして、もはや信しん仰こうや伝説に近い存在となっている。

　そしてその戦役で、特に飛び抜けた戦功を収めた龍仙士ドレイクがいた。

　五色の将しよう帥すい旗を下か賜しされた精せい鋭えい〝統とう天てん旗き幟し兵へい団だん〟を率いる五人の将軍。〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟。

　白びやく天てん旗幟兵団長〝白琥将軍サーラル〟──こと、遠藤雪虎。

　そして、軍の機密を司つかさどる紫し天てん旗幟兵団長〝大軍師〟ヴァルシャナ──こと、ヨギ。

　そう、二人はかつての戦友なのだ。

　そして残りの三人は、紅こう天てん旗幟兵団長〝紅こう凰おう将軍〟エルデネ。

　黄おう天てん旗幟兵団長であり、最強の剣けん聖せい、フレン。

　最後の一人は、黒こく天てん旗幟兵団長〝黒猊将軍〟クジャルク──。

「クジャルク……？」

　ふとそこまで思い出して、リューイは思わず声を出して呟いていた。

　そうだ──それは前に聞いたことのある名前だった。

　リューイの頭の中で点と点が線でつながる。

　式典を襲おそった謎なぞの龍仙士ドレイクが持っていた黒い獅し子しの紋もん章しよう──。

　そしてそれを見たとき、ヨギが呟つぶやいたセリフ──。

〝黒猊将軍〟クジャルク。

　それは〝統天五旗将〟の一いち翼よくを担になう将軍じゃないか！　雪虎やヨギと同じ！

　気づいた瞬しゆん間かん、リューイはハッと顔をあげ、目の前にいた少女を見やる。

「ヨギ、君はいったい、何を知っているんだ──!?」

　その質問にヨギはリューイの目を真っ直すぐに見返した。

「……恐おそらく、あなたと戦った龍仙士ドレイクは、かつて鞍上帝に召喚ばれた私たちの先せん輩ぱい」

　ヨギがポツリと呟く。

「〝黒猊将軍〟クジャルクに従い、二年前に鞍上帝を暗殺した一団……」

「なんだって!?」

　リューイの唇くちびるがワナワナと震ふるえる。

「話は聞いたわ！」

　そのとき病室の廊ろう下かで声がした。リューイは驚おどろいて声のする方を見る。

　開いたドアの向こうに、水差しを持って立つ少女がいた。ジュノだった。

　ジュノはヨギに同道し、雪虎の見み舞まいにきていたのだ。

「つまり、式典テロの真犯人は、そのクジャルクって奴やつなのね!?」

　ジュノの質問に、ヨギがコクリと頷く。

「じゃあ、オルンに魂だけが取り残された者が、まだ他ほかにもいるってことか!?」

　リューイが寝ている兄の顔を見て言う。

「兄さんみたいに──」

　そう、異世界に召しよう喚かんされた龍仙士ドレイクには、あるルールがある。

　龍仙士ドレイクは異世界で死ぬと〝夢〟を見なくなる。ジュノのように。

　しかし彼らを召喚びだした張本人が死ぬと、今度は逆に〝夢〟から醒さめなくなるのだ。

　雪虎は、その非情なルールの犠ぎ牲せい者しやだった。

　召喚者──鞍上帝の死によって、雪虎は現実世界へと帰ることができなくなり、二度と醒めぬ夢の虜とりことなったのだ。魂の抜け殻を現実世界に残したまま。

「ヨギ、奴らの目的は何なの!?　龍哭塞を攻こう撃げきする目的は!?」

　ジュノの詰きつ問もんに、ヨギがゆっくりと首を振ふる。

「……わからない」

　ヨギの口調は断定的だった。リューイははぁとため息をつく。

「わからないなら、調べるまでね」

　ジュノが腕うでを組み、低い声で呟く。そしてリューイの目を見て言った。

「彼らも鞍上帝に召喚ばれた龍仙士ドレイクなんでしょ？　だったら君のお兄さんと同じはず」

　ジュノは思考を巡めぐらせ、論理を整理しつつ喋しやべる。

「つまりこの現実世界のどこかに、雪虎先せん輩ぱいと同様、植物状態で寝ているってことよね」

　確かにそういうことになる。彼らも雪虎同様、〝夢〟から醒めなくなった当事者なのだ。

「まず彼らの素す性じようを調べる。そうすれば何か分かるかも知れない。少なくとも私たちに敵対する龍仙士ドレイクがあと何人いるか、その人数が分かれば戦いが多少なりとも有利になるわ」

　ジュノが一気に捲まくし立て、そしてリューイとヨギを交こう互ごに見て言った。

「私にやらせて」

「危なくないかな……」

　リューイが心配そうにジュノに言う。

「やりたいの」

　ジュノの目には決意の色が宿っていた。リューイは反対しようとしたが、諦あきらめた。

　ジュノは一度決めたことは絶対にやり通す。その意志の強さと行動的な性格を、リューイは充じゆう分ぶんすぎるほど知っていたのだ。

「あっちの世界にいけない分、こっちの世界で出来ることをやらなくちゃね」

　ジュノは笑い、自信満々の笑え顔がおで「ムンッ」と力ちから瘤こぶを作って見せる。

「じゃあ、僕も協力するよ！」

「ふふ、〝火曜隊チーム・サラマンダー〟特別探たん偵てい部隊結成ってとこね！　よろしく、ワトソン君！」

　ジュノがそう言って、リューイに握あく手しゆを求めた。




　　＊　＊　＊




　闇やみ夜よに無数の灯ひが瞬またたいていた。それは兵士の灯ともした篝かがり火びだった。

　統国北部辺境パルミア、ハルカのいる龍哭塞やカラバリクから東南五十里。辺境を横断する大河、ティルク河がビクス湾わんに流れこみ、河か川せんと海流が混じる場所、ビルサーク丘きゆう陵りよう。

　そこでは、一万余の大軍が駐ちゆう留りゆうし、野営していた。

　無数に並ぶ兵士達のテントの群の中央にある、とびきり大きく豪ごう華かな幕屋ゲル。

　今、その幕屋ゲルの中に、数人の男が並び、膝ひざを突ついて傅かしずいている。

「封ほう王おう即そく位いの慶けい事じ、まことにおめでたい限りに存じます」

　男の一人が恭うやうやしく礼をする。男達は皆、豪華な貴族の姿をしていた。

　パルミア東方に所領を持つ地方貴族たちである。彼らの傅く前には、椅い子すに座った一人の男がいた。男の背後には、大きな紋章の描えがかれた軍旗が飾かざってある。

　赤く染められた下地に白いカワウソの紋章──アヴァール侯こう家の紋章だ。

　ビルサーク丘陵は、パルミアと隣りん国ごくアヴァールの国境線近くにある緩かん衝しよう地帯だった。

「ビスキス閣下……いえ、陛下とお呼びすればよろしいですかな？」

　貴族が男を見あげて言う。椅子に座った男は並んだ貴族をゆっくりと見回した。

「では、諸君らはパルミアの庇ひ護ごを離れ、我がアヴァールの幕下に降くだるというのだな？」

　男──ビスキスと呼ばれた男が言う。冷たくよく通る声だった。

「左様の所存でございます。ことは我ら統国貴族の沽こ券けんと矜きよう持じに関かかわることですので」

　彼らはかつてドルジフに仕えていた門もん閥ばつ貴族だった。パルミア解放軍の台頭により、カラバリクを這ほう々ほうの体ていで逃にげ出した貴族たちは、庶しよ民みんとハルカの新政府の統治を良しとせず、対立する隣国アヴァールに泣きついたのだ。

「代都を乗っ取った平民どもなどに、我らが先祖代々治めていた荘しよう園えんの勝手を指図されるつもりは毛頭ありません」

「平民か──この俺も元は平民だがな」

　不意に椅子の上の男が呟いた。その言葉に一いつ瞬しゆん、パルミア貴族たちの顔に狼ろう狽ばいが灯る。

　ガランと音がして、男の足あし下もとに置いてあったバケツに、ゴミが捨てられた。

　ゴミは固い牡蠣かきの殻からだった。男は食事中だったのだ。ビクス湾で採れる牡蠣は貴族でもめったに食べることのできない最高級の贅ぜい沢たく品ひんだ。

「平民に仕えるのはそんなに嫌いやか？」

「……めっそうもございません！　ビスキス閣下……いえ、陛下！」

　男──ビスキスは二つ目の牡蠣の殻にナイフを入れ、冷ややかな目線で貴族を見やった。

　アヴァール封王ビスキスは若く美しい容姿をした男だった。その物もの腰ごしは柔やわらかく、まるで男だん娼しようのように妖よう艶えんで涼すずしげな目の奥には、冷れい酷こくで狡こう猾かつな光が宿っている。

「まぁいい。そもそも俺は諸君に忠誠など求めてはいない。諸君に求めることは一つだけ。戦いくさになったとき、パルミアを裏切り我らアヴァールに従う。しごく単純なことだ」

「は、必ずや……」

　頭を下げて、貴族が立ちあがる。そしていそいそと幕屋を出て行った。

「フン、醜しゆう悪あくな豚ぶたどもが。俺に頭を下げにくるとは、いよいよ焼きが回ったか」

　貴族の去ったあと、ビスキスは辛しん辣らつな言葉を呟く。しかしその口調はどこか楽しげだ。

　ビスキスはパルミア東南に位置するアヴァール大侯領の領りよう袖しゆうだった。アヴァールはドルクルス統国を形勢する五つの大侯領の一角である。その支配圏けんは統国で最も豊かとされる東方および北海沿岸に及およんでいる。そして領主ビスキスもまた、パルミアのドルジフと並び戦国乱世に覇はを唱えるべく自らを〝封王〟と称しようし即位した〝五封王〟の一人だった。

「陛下、今年の新酒でございます」

　従者の一人が、ビスキスに高たか杯つきを差し出した。アヴァール産の良質な氷葡萄酒アイスワインだ。

　ビスキスは牡蠣を口に流しこみ杯さかずきを受けとる。そして杯の縁ふちを赤い唇に押し当てた。

「…………」

　ふと、ビスキスは従者に流し目を向ける。凍こおるような冷たい目線だった。

「飲んでみろ」

「……は？」

　突とつ然ぜん、ビスキスが従者に高杯を差し返した。従者は戸と惑まどって聞き返す。

「いいから飲め。美味うまいぞ」

　従者はビスキスから押しつけられた氷葡萄酒に目を落とす。その手が微かすかに震えていた。

「匪ひ王おうめッ──!!」

　突然、従者が罵ば声せいをあげた。そして覚かく悟ごとともに氷葡萄酒を飲み干す。

　そのとたん、グハッと従者の口から夥おびただしい量の血が吹ふき出た。従者はドサリと床ゆかに倒たおれこむ。そしてそのまま息を引き取った。氷葡萄酒に混入していた薬が胃液と化合し、猛もう毒どくになって従者の体を蝕むしばんだのだ。

「フン、月並みだな」

　ビスキスは立ちあがり、断だん末まつ魔まの形相で事切れた従者の骸むくろを冷ややかに見下ろす。

　その顔には憐れん憫びんや同情の色は一いつ切さいなかった。そして一いつ片ぺんの恐きよう怖ふや動どう揺ようもない。

「犯人は大おお叔父おじの一味か、はたまた王おう妹まいリュシーダの一党か──まったく親しん戚せき縁えん者じやよってたかって俺を亡なき者にしようとは、つくづく嫌きらわれたもんだぜ」

　ビスキスが冷たく笑う。

　ビスキスはアヴァール大侯家の当主でありながら、その出自は侯家に縁も所縁ゆかりもない平民だった。彼は持ち前の美び貌ぼうと狡こう知ちを武器に、当時未亡人となっていた大侯家後こう継けい者であるミュラルダ御ご寮りよう人にんの愛人の座を勝ち取ったのだ。すでに齢よわい五十を超こえていたミュラルダは、ビスキスの若く淫いん蕩とうな体と甘言にたちまち骨ほね抜ぬきにされ、やがて政務を含ふくめた大侯領のすべての権限を彼に委ゆだねることになる。

　かくして、アヴァールを支配したビスキスは、立志伝中の人物となったのである。

「ふん、〝匪王〟か──良く言ったもんだ」

　ビスキスは再び椅子に腰こしを沈しずめ、牡蠣の殻を摑つかんでナイフを入れる。

　ビスキスはアヴァールの貴族たちに蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われている。しかし彼はその逆境を覆くつがえすほどの卓たく越えつした才覚を持っていた。そして権けん謀ぼう術じゆつ数すうを駆く使しし、彼は並いる宮中の政敵を次々に失しつ脚きやくさせ、闇へと葬ほうむり去った。そして今やアヴァールは隣国パルミアやクシャーニアを押さえ、天下を狙ねらうのに最も近い勢力を誇ほこっている。

　そしてついた渾あだ名なこそ〝アヴァールの匪王〟──。

「俺にとっては、光栄な名だ──」

　ビスキスが牡蠣を食す。赤い唇くちびるの中に流しこまれた牡蠣はジュルリと猥わい雑ざつな音を出した。

　隣国パルミアは封王ドルジフが死に、混乱の渦か中ちゆうにある。パルミア解放軍を名乗る急場しのぎの平民軍と、たった千人足らずの龍哭塞軍。しかも両軍の同盟は脆ぜい弱じやくかつ不安定。

　パルミアを獲えるに、今、まさに好機──。

「龍哭塞にいる統国公主ハルカとやら、待っていろよ──」

　ビスキスは赤い唇を妖艶に歪ゆがめ、小さくほくそ笑む。

「統とう帝ていの血を引くやんごとなき女の肌はだがどれだけ美しいか、しかとこの目で見てやろう」

　そう言ってビスキスは牡蠣の殻をバケツへと投げ入れた。




　翌朝、ビスキス率いるアヴァール軍は国境を越こえ、パルミアへと侵しん攻こうを開始した。

　北辺に飛び火し、以降五年にもわたる大戦乱──後世に言われる〝第二次パルミア戦せん役えき〟の、まさに端たん緒しよとなるべき事件の幕開けだった。








　第三章　特殊ニンムは暗中模索!?







「よっし！　準備オッケー」

　旅の荷物を鞍くらに括くくりつけ、サクが愛馬のたてがみを撫なでながら言った。

　龍りゆう哭こく塞さいの城門前。再び城内はにわかに物々しい雰ふん囲い気きに包まれていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　サク──」

　隣となりに立つリューイが、心配そうに武装した少年へと話しかける。

「おまえ、誰だれに口きいてんだよ。俺は最強の龍仙士ドレイク、サク様だぞ!?」

　サクはそう言って自信満々にリューイを挑ちよう発はつする笑え顔がおを向ける。

　龍哭塞軍三百の遠えん征せい軍は城内に整列し、出しゆつ征せいの最終確かく認にんの点呼を行っていた。

　二日前、龍哭塞に衝しよう撃げき的なニュースが届けられた。アヴァール軍がティルク河を越え、パルミア国境を侵しん犯ぱんしたというのだ。彼らの目的は一いち目もく瞭りよう然ぜん、パルミアの政権交代の混乱に乗じて、その所領を掠かすめ取ろうというものだ。

　龍哭塞に滞たい在ざいしていたメスロンの要よう請せいにより、ハルカは速すみやかにアヴァールに対たい抗こうすべく遠征軍の出しゆつ陣じんを決めた。そして城内の選えりすぐりの精せい鋭えい三百を編制したのである。

　カラバリクで解放軍主力部隊五千と合流し、アヴァール一万五千に対抗する。それは龍哭塞にとって初めての遠征であり、龍哭塞と解放軍の連合軍による共同作戦であった。

「今までは城を守ってばっかだったからな。たまにはこっちから攻せめるのも悪くないぜ」

　サクは自信満々に言って、「うっし、いっちょやったるか！」と気合いを入れる。

　龍哭塞遠征に際し、龍仙士ドレイクたちは話し合い、それぞれの曜日当直部隊の中から代表者一名を選せん抜ばつし、遠征に加わることを決定した。つまり龍仙士ドレイクが七人、遠征軍に従軍することになる。サクはその一人。〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の代表者ということだ。

「それにしても、こんな大作戦は初めてだぜ。なんせ今回はかなりの長旅だからな～」

　サクがリューイの肩かたを叩たたいて笑う。

「遠征の日数はおよそ一ヶ月。現実リアルでは六日間だ。その間、俺は現実リアルに〝ログアウト〟できなくなる。ま、しばらくお別れってとこか～？」

　サクが指を折って数える。龍仙士ドレイクがオルンへと〝ログイン〟および〝ログアウト〟するには、オルンにて学生寮と繫つながった場所──龍哭塞の周辺にいなくてはならない。つまり遠征によって龍哭塞を遠く離はなれるサクはその間、現実世界に戻もどれなくなるのだ。

「あ～、現実リアルで六日間の寝ねたきりになるのか～、体が痛くなりそうだな」

　サクがあっけらかんと言う。

「大丈夫なのか？　サク。六日間、学校を無断欠席することになるんだろ？」

　心配するリューイの質問を、サクがヘラヘラと一いつ笑しように付す。

「平気だって。なんせ俺たちには、天下の生徒会長様がいるもんな！」

　サクが後ろを振ふり返る。そこには葦あし毛げの軍馬に荷物を積む女性の姿があった。

〝金曜隊チーム・バハムート〟の代表者として、サクとともに遠征に参加する生徒会長、トモエだった。

「会長がいろいろ学校側に手を回して、俺たちの欠席を誤ご魔ま化かしてくれるみたいだぜ。いやはや、さすがは生徒会長！　安心の人望と実績！」

　サクがトモエの姿を見やりながら言う。

「つーわけでリューイ。学生寮りようの俺の体、頼たのんだぜ」

「ああ。何かトラブルがあったら、ヨギの〝幻王印ゲンノウイン〟で連れん絡らくするから心配いらない」

「ちょっとーっ！　何でよーっ！」

　そのとき不意に甲かん高だかい声がして、二人は同時に振り返った。

　リューイの背後に、覆ふく面めんの少女リンが立っていた。瞬しゆん間かん移動でやってきたのだ。

「なんで遠征軍がサクなのよ～!?　アタシも行きたいー！」

　リンは口を尖とがらせ抗こう議ぎする。

　どうやら〝火曜隊チーム・サラマンダー〟の遠征軍代表者がサクに決まったことが気にいらないらしい。

「サクなんかより、アタシの方が強いもん！」

「コラ！　おまえ一年だろ!?　〝さん〟をつけろよ、デコ助すけ野や郎ろう！」

　サクが怒おこってリンの額にデコピンをする。

「いてっ！　やったな！　バカサク～！」

「先せん輩ぱいに向かってバカとは何だ！　この変態オタク女！」

「へ、変態!?　誰がヘンタイよ!?」

　リンがサクに食ってかかる。

「はっきり言っておまえの覆面、ヘンだからな！　何だよ。赤い彗すい星せい気取りか!?」

「うっさい！　おまえの顔の方がヘンだよーだ！　アホサク！」

　にわかに罵倒し合い、いがみ合うサクとリン。

　リューイは「まぁまぁ」と間に割って入り、二人を宥なだめた。

　ジュノがいなくなってしばらくの間、火曜隊チーム・サラマンダーにはしんみりとしたムードが漂ただよっていた。しかしリンが加わったことによって、どうやら元通りの賑にぎやかさを取り戻したらしい。

　サクとリンは、あれから会うと必ず口くち喧げん嘩かをしているが、リューイが見る限り、どうやら意外と馬が合っているようだ。〝喧嘩するほど仲がいい〟と言うが、きっとサクもジュノに代わる喧嘩相手ができて、内心嬉うれしいに違ちがいない。

「けッ！　まったく、飛んだ補充要員だぜ！」

　サクがそう言ってペッと唾つばを吐はく。そんな彼の態度にリューイは苦笑いをした。

「あ、ヨギ先輩！」

　そのときリンがサクを無視し、指をさした。

　見ると中庭にやってくる軍師の姿があった。ヨギだ。ヨギは兵士達数人を引き連れている。兵士達は何やらたくさんの荷物を馬車に積んでいた。

「やぁ、ヨギ──」

　リューイが手を振る。しかしいつもの如く、ヨギは無表情で彼の挨あい拶さつを受け流した。

「オイ、これ何だ？」

　サクがヨギの持ってきた大量の荷物を覗のぞきこみ、彼女に聞く。

「……新兵器」

　ヨギが小さく呟つぶやいた。

「わぁ！　これ、テッポーじゃん！」

　リンが勝手に荷物の中の物を一つ取り出し、手に持って皆みなに見せつける。

　それは、ずしりと重い鉄の筒つつだった。それを見てリューイはピンとくる。それは歴史の教科書に載のっていた火ひ縄なわ銃じゆうと同じ形状をしているのだ。

「うお！　すげえ！　これ全部銃かよ!?　おまえが作ったのか!?　ヨギ！」

「……単発先込めの火打ち石式フリントロツクマスケット銃。全部で二百丁ある」

　ヨギが抑よく揚ようのない声で、自らの設計した武器のスペックを説明する。

「……カラバリクの工こう房ぼうに発注したものが間に合った」

　オルンにはまだ重火器は完全に普ふ及きゆうしていない。まさしく銃はオーバーテクノロジーのとっておきの新兵器だ。これがあれば今回の戦いをかなり有利に進められるだろう。

「いいな！　アタシも欲しい！　新兵器！」

　リンが子供のように声をあげ、ヨギの袖そでにすがる。

「……これ」

　ヨギはまるでリンのおねだりを予期していたかのように、一丁の銃を取り出した。

　それは、他ほかの銃より短く半分に切り詰つめた短筒だった。しかも銃じゆう身しんが加工され剣けん刃じんがついている。銃と短刀が一体になった不思議な形状の武器だった。

「うお！　チョーカッコイイ！　銃剣ガンブレイドじゃないすか！　ヒーローっぽい！」

　にわかにリンのテンションがあがる。それはヨギの作ったリン専用オーダーメイド武器だった。リンの龍仙具アトリビユート〝絶影鈴ゼツエイリン〟の能力は瞬間移動。だから丈たけの長い剣けんや銃より、小回りが利きく短刀や拳けん銃じゆうの方が勝手がいい。使用者の適性に合わせたヨギの配はい慮りよだった。

「へん、俺はそんなオモチャいらねェぜ！　なんてったってこれがあるからな！」

　サクがリンを小こ馬ば鹿かにするように笑い、両手の〝錬光環レンコウカン〟を見せつける。

「準備万ばん端たんってとこだな、サク──」

「ああ。ちょっくら行って、アヴァールの王様とやらをとっちめてくるわ」

　リューイの呼びかけに、サクがフフンと不敵に笑い、鼻をすする。

「ジュノから聞いたぜ、リューイ。なんでも現実リアルで探たん偵ていの真似まね事ごとするらしいな」

「ああ」

「俺はオルン、おまえらは現実リアルで。いよいよ火曜隊チーム・サラマンダーの新任務開始！ってとこか」

「死ぬなよ、サク」

　二人は頷うなずき合い、グッと拳こぶしと拳をぶつけ合わした。

「ちょっと！　アタシを忘れてないすかー!?」

　二人の間にリンが顔をつっこみ、プクッと頰ほおを膨ふくらませて抗議した。
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「ありました！　ジュノ先輩！　リューイ先輩！」

　逍しよう遥よう館かん高こう校こうの図書館に大きな声が響ひびいた。

　読書中や自習中だった生徒たちが一いつ斉せいに声の方を睨にらむ。その批難の視線にハッと気づき、少女──姫小路凛音リンは、にわかに赤面して「す、すいません……」と頭を下げた。

　リンがテーブルに持ってきた資料を置く。皆はその文書の山に顔を見合わせた。

「逍遥館高校の生徒の名めい簿ぼです」

　リンがそういいながら、席について資料をパラパラと繰くっていく。

　龍哭塞を襲おそった謎なぞの龍仙士ドレイクは、かつて学生寮に住んでいた先輩たちだった。つまりそのメンバーを知るには、過去の在校を調べるのが一番だ。

　放課後、ジュノとリューイは申し合わせ、図書館へと足を向けた。するといつの間にか話を聞きつけたリンが「アタシも協力しますっ！」と無む理り矢や理り仲間に参加したのだ。

「鞍あん上じよう帝ていが暗殺されたのはオルンの時間で十年前。つまり現実世界で二年前よ」

　ジュノがパラパラと名簿を繰りながら呟く。

「つまり二年前、学生寮に住んでいた生徒を洗い出すの」

　その説明にリューイも頷き、目の前にある名簿を開いた。

「あ、兄さん──」

　ふと、リューイは名簿の中に良く知る名前を見つけ、ページを捲めくる手を止めた。

　遠えん藤どう雪ゆき虎とら──高校二年の寮りよう生せいの中に、彼の兄の名前があったのだ。

「うわ、先輩のお兄さん、超ちようイケメンじゃないすか～」

　リンが横から顔を出して、名簿に載っている雪虎の顔写真を眺ながめる。

「こいつは……!?」

　ふとリューイは兄、雪虎の隣となりに載っている写真を見て、小さく息を吞のんだ。

　ジュノが「どうしたの？」と覗きこむ。リューイはその顔写真をジュノたちに見せた。

「この人、式典を襲った龍仙士ドレイクだ……」

　リューイの言葉に、皆の顔色が変わる。リンは食い入るように名簿に目を凝こらす。

「ホントだ……」

　そう、そこに写されていた顔写真の高校生は、先日、式典を襲ったテロリストだった。〝爆砕箭バクサイセン〟と呼ばれる龍仙具アトリビユートを操あやつる、謎の龍仙士ドレイク。

　その人相はかなり凶きよう悪あくに変へん貌ぼうしてしまっていたが、間ま違ちがいない。本人だった。

「名前は弓ゆみ川かわ桐とう矢や……兄さんと同学年だ」

「やっぱり。これで証明されたわね。ヨギの言ってた通り」

　ジュノが確信に満ちた目でリューイとリンを交こう互ごに見る。

「私たちに敵対する謎の龍仙士ドレイクは、やはりかつて鞍上帝に召喚よばれた先輩──」

「と、とにかく、当時の学生寮に住んでいた生徒を洗い出すんだ！」

　俄が然ぜん必死になり、三人は名簿の山と向かい合った。そしてそこに記き載さいされた名前を一つ一つ照合し、学生寮に住んでいた証しよう拠こがあるものをピックアップしていく。

　三十分もしないうち、そのリストは出そろった。

　高校生は全部で三十五人。中等部ながら特例で寄宿していたヨギを含ふくめると三十六人。

　それが二年前の当時、学生寮に住んでいた生徒の総数だった。

「三十人以上もいるのか……」

　リューイがそのリストに載る生徒数を見て逡しゆん巡じゆんする。結構な数だ。

「でも、全員が敵対する龍仙士ドレイクだとは限らないわ」

　ジュノがリューイを見やって言う。

「オルンに魂たましいが取り残された龍仙士ドレイクは、鞍上帝の暗殺の瞬間、あっちの世界に召しよう喚かんされていた者だけよ。ヨギのようにたまたま現実リアルに戻もどっていた人は、難を逃のがれたはず」

　ジュノは頭の中で言いたいことを整理しつつ、丁てい寧ねいに推理を紡つむぎだす。

「それに取り残された生徒全員が、クジャルクって奴やつの仲間だとも限らない。リューイのお兄さんみたいな例もあるし──」

　ジュノがチラリとリューイを見た。リューイはコクリと頷く。

　リューイの兄、雪虎もこのリストに名を連ねていた。しかし彼はクジャルクの一味ではない。雪虎は白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラルとなり、孤こ高こうの一いつ匹ぴき狼おおかみとしてオルンで活動していたのだ。

　つまり龍仙士ドレイクの全員が、クジャルクの傘さん下かにあるわけではないということだ。

「じゃあ結局、正確な敵の人数は分からずじまいか……」

　リューイはフゥとため息をつき、椅い子すに深く座って背中を預け、天を仰あおいだ。

　三十数人までに絞しぼりこんだものの、そこから先は、図書館にあるこれらの資料から導き出すことはできそうになかった。

「とりあえず、全員の名前をネットで検けん索さくしてみましょう！」

　リンがポケットから携けい帯たい電でん話わをとりだす。それは最新のスマートフォンだった。

　そして名簿の名前を検索サイトのフォームに入力していく。

　しかし結果はあまり芳かんばしくなかった。

　検索件数はほぼゼロに近かった。しかも明らかに同どう姓せい同名の別人や、関係のないキーワードも拾ってきている。いろいろ精査すると、本人に関かかわる情報はほぼ皆かい無むだった。

「やっぱり、一いつ般ぱん人の情報を探し出すのは厳しいか～」

　アテが外れて残念そうにため息をつくリン。

「最近は個人情報の管理も厳しいもんね。そう簡単には分からないわよ」

　ジュノが首を振ふる。こうなったら一件一件、地道に足を使って調べていくしか方法はなさそうだ。まずは当時からこの高校にいた先生を当たって、それから本人を知る同級生の友達や後こう輩はいを捜さがして現在の身元の情報を得る──それは気の遠くなるような労力だった。

「あれ？　これは……」

　諦あきらめムードを醸かもしていた中、ふとリンが声をあげた。

「どうしたの？」

　ジュノがリンに尋たずねる。リンは名簿の中の一つの名前を指差し、ジュノに答えた。

「この人の名前だけ、検索ヒット件数……い、一万件んんん!?」

「なんだって!?」

　リューイとジュノが同時に身を乗り出した。




　その生徒の名前は〝御み園その将しよう太た〟。当時高校二年生。現在は十九歳。

　現実世界にいるということは、鞍上帝暗殺による悲劇を免まぬかれた側の人間ということだ。

「この人、つい数週間前、〝祭り〟の張本人になったみたいです」

「祭り!?」

　リューイとジュノはお互たがい顔を見合わせ、頭の上に〝？〟マークを浮うかべる。

　そんな二人に分かるようにリンが説明を始める。つい先日、この〝御園将太〟という人物は、自分の運営するＳＮＳに一枚の画像とつぶやきをアップしたらしい。

　それは合コンで賑にぎわう宴えん会かい風景を写したスナップショットだった。

　しかしその写真には、なんと飲酒・喫きつ煙えんをしている彼の姿がバッチリと写っており、なおかつメッセージには「女を無理矢理、お持ちかえり～！」という、犯罪まがいの煽あおり文句まで記載されていたのだ。

　この不ふ謹きん慎しんかつ犯罪的な内容は、大規模掲けい示じ板ばんに出入りする不特定多数のネットユーザーたちに目ざとく見つかり、激しい怒いかりを買った。義ぎ憤ふん（？）に駆かられたユーザーたちは、異常とも言える執しゆう念ねんで彼の身辺を調べ、その個人情報をネット上に晒さらしたのだ。

　それは〝炎えん上じよう〟〝祭り〟といわれるネット現象だった。

「ネットを調べると、この人の本名も住所も家族構成も全部、晒されてます……」

　リンは有志の作った〝御園将太〟炎上事件まとめサイトを閲えつ覧らんしながら、彼の個人情報を読みあげる。今年の春に逍遥館高校を卒業し、今は東京にある私立大学の文学部に籍せきを置いている。某ぼうイベントサークルを主しゆ宰さいし、かなり派手好きな性格らしい。都内一等地の高級マンションに住んでいて、愛車は赤いポルシェ。親はかなりの資産家のようだ。

「怖こわいな……」

　リューイが息をのむ。まとめサイトにはかなり辛しん辣らつな罵ば倒とうが飛び交かっていた。

「とにかく、意外なとこで糸口が見つかったわね……」

　ジュノがそう言って立ちあがる。

「まずはこの〝御園将太〟っていう人に会って話を聞く」

　その言葉に、リューイとリンも立ちあがる。それは賛同の合図だった。

「面おも白しろくなってきたじゃない？」

　ジュノは得意げに笑い、リューイの顔を見て軽くウインクをした。
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　チャイムが鳴り、図書委員が館内に閉館を告げるオルゴール曲を流し始めた。

「あ、リューイ」

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえるリューイの背中に、ふと声がかけられた。

　ジュノだった。ジュノはリューイを見つめ、ニコリと笑え顔がおを作る。

「なに？」

　リューイの返答にジュノは小さく髪かみを揺ゆらし、再び笑顔を作る。

「ううん、なんでもない。一いつ緒しよに帰ろ！」




　高校から学生寮りように続く道。二人にとってはいつもの通学路だ。

　リンは生徒会の雑務が残っているとのことで、帰り道は二人だけになった。

「サクから連れん絡らくあった？」

　ジュノがマウンテンバイクを手押ししながら、リューイの隣を歩きつつ聞く。

「明日、パルミアの国境近くに到とう着ちやくするって言ってた」

　リューイはヨギの〝幻王印〟で受けたサクからの報告を思い出しつつ喋しやべる。

「野営は暇ひまだってさ。携けい帯たいゲームをオルンに持ちこめたらいいのにって嘆なげいてた」

　その言葉に、ジュノがフフフと笑った。いかにもサクらしい発言だと思ったのだろう。

「今度、男子寮に忍しのびこんで、寝ねてるサクにイタズラしてやろうかしら」

「イタズラって……」

「顔にラクガキとか」

「いいね、それ。やろうやろう」

　リューイが同意すると、ジュノはプッと吹ふき出して笑った。リューイもつられて笑う。

　そしてその後、ふと会話が途と切ぎれた。夕方の道をしばし沈ちん黙もくが支配する。

「さて、突とつ然ぜんですがここでクイズです！」

「え？」

　唐とう突とつにジュノがそう言った。リューイは戸と惑まどい、目を白黒させる。

　ジュノはそんなリューイの顔を面白そうに眺めて言う。

「来週の火曜日は何の日でしょうか？」

「何の日って……」

　戸惑うリューイ。頭をグルグルと回転させ、記き憶おくを辿たどる。

「高校の創立記念日？　それともまた龍哭塞のお祭りかな？」

「ブッブ～！」

　ジュノが口をすぼめて言った。その顔が妙みようにおどけた表情で、いつも毅き然ぜんとしているジュノらしくなかったので、リューイは少し逡巡する。

「じゃあヒント。リューイは知らないと思うけど、私にとっては大切な日です」

「知らないんじゃ、答えられないよ」

　リューイは口を尖とがらせジュノに抗こう議ぎする。

　ジュノはカラカラと自転車を押しながら、夕焼けに染まる空を仰ぎ、小さく呟つぶやいた。

「じゃあ答え！　誕生日でした！……私の」

「へぇ、そうなんだ」

　リューイが納なつ得とくするように頷うなずく。

「じゃあ、ジュノの方が僕より年上なんだね」

　リューイが指を折って数える。リューイの誕生日は三ヶ月後。つまりジュノの方が三ヶ月だけお姉さんということになるわけだ。些さ細さいなことだが。

「ねぇ、リューイ、火曜日、空いてる？」

　突然、ジュノが振り返り、リューイの顔を覗のぞきこんだ。

　その顔はキラキラと笑顔に輝かがやいている。彼女はリューイの腕うでを摑つかんで軽くひっぱった。

「たしか火曜日はテストの振り替え休日だったよね？　ちょっと一日付き合ってよ！　夏休みに向けて新しい水着を買いに行きたいんだ！」

　まるで、両親にオモチャをねだる子供のようだ、とリューイは思った。いつもは気き丈じようで毅然としたジュノが、こういう態度で他人にお願いをするのは、正直、意外だった。

「付き合ってくれたら特別に、私の最新水着の試着姿を見せてあげる！」

　そう言って「あはは」と笑うジュノ。リューイは慌あわてて首をブンブンと振った。

「え、でも誕生日なんだろ!?　悪いよ！　大切な日なのに僕なんかと買い物なんて──」

「んもう、鈍にぶいんだから……」

　ジュノがポツリと呟く。

「え──？」

　予想外に悲しそうな彼女の声に、リューイは一いつ瞬しゆん、息を吞のんだ。

　彼女の真意が理解できなくて、表情を読み取るべくその顔を見やる。

　しかし俯うつむいた彼女の顔は影になっていて、よく見えない。

「とにかく約束よ！　んじゃ、またね！」

　ジュノが振り返る。すでにその顔は、いつもの潑はつ剌らつとしたジュノの顔に戻っていた。

「ち、ちょっと！」

　リューイの返事を待たず、ジュノは颯さつ爽そうとマウンテンバイクにまたがる。

　そしていきなりトップスピードで、目の前の坂を駆け下りていった。

「…………」

　夕暮れの路地に一人取り残され、リューイはポカンとした表情のまま、しばし佇たたずんだ。
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　週末は龍哭塞へと〝ログイン〟する生徒がめっきり少なくなる。

　学生は学生なりに、きっと休み前でいろいろと忙いそがしいのだろう。

　あと少しで夏休み。学生寮もなにやらソワソワとした雰ふん囲い気きに満ちていた。

　そんな中、リューイは相変わらず龍哭塞〝ログイン〟皆かい勤きん賞記録を更こう新しんしていた。

　オルンの時刻は深夜。当直の兵士以外は皆みな、寝ている時間帯だ。

　リューイは一人、閑かん散さんとした城じよう塞さい内の廊ろう下かを歩いていた。

　ふと前方にある部屋から、微かすかに明かりが漏もれているのに気づく。

　ハルカの私室だ。リューイはその部屋の前まで行き、中を覗きこんだ。

　ハルカが机に向かっていた。そして黙もく々もくと羽根ペンを走らせ、書類に文字を書いている。

　リューイが部屋を覗きこんだ瞬しゆん間かん、開けっ放しになった扉とびらがギイと軋きしんだ音を立てた。

　その物音に気付いたハルカがふと顔をあげる。

「リューイさん！」

　リューイの姿を見たとたん、ハルカの顔にパッと明るい花が咲さく。

「ご、ごめん。邪じや魔ましちゃったかな？」

　リューイが頭をポリポリと搔かいて謝る。ハルカは寝ね巻まきである薄うす手でのドレスを纏まとっていた。

「いえ、全然。ちょうどそろそろ一休みしようと思っていたところです」

　そう言って彼女は席を立ち、近くにあったリンネルのケープを纏う。そしてランプを手にリューイを部屋へと招き入れた。

「こんな夜中に──当直の部隊員でもないのに、御ご苦く労ろうさまです」

　ハルカがニッコリと笑って言う。

「ハルカに会いにきただけだよ」……なんていう本心は口が裂さけても言えないリューイは、「ははは」と笑って誤ご魔ま化かした。

「ハルカこそ、こんな遅おそくまで仕事？」

　リューイはそう言いながら、何の気なしにハルカのいた机を見やった。そこは夥おびただしい量の書類や巻物の束で溢あふれていた。それは彼女の背せ丈たけを超こえるほど高く積まれ、机に載のりきらない分は周囲の棚たなや床ゆかに、これまた山のように積まれている。

「これ、もしかして……」

　リューイの驚きよう愕がくの予想に、ハルカが「はい」と慎つつましく返事をした。

「今月分の勅ちよく書しよや稟りん議ぎ書しよです」

　そう、それはパルミア中からハルカの元に集まった書類だった。ハルカは先日の同盟式典にて〝統とう国こく代王〟と〝パルミア公〟の称しよう号ごうを承うけたまわった。もちろんこの身分はハルカ自身が望んで得たものではなく、政治を掌しよう握あくした解放軍がパルミア統治の大義名分として提案したものだった。ともかく、ここに晴れて彼女はパルミア一国の領りよう袖しゆうとなったのである。

「パルミア各地から集められた私に対する要望書です。荘しよう園えんの検知証明、橋や街かい道どうの補修、軍備予算、爵しやく位い相続の後見……すべてに目を通し、判と花か押おうを押さなくてはなりません」

「ひゃあああ……」

　リューイが目を回して立ち眩くらむ。その様子にハルカが笑った。しかしその笑いは明らかに力がなかった。よく見ると彼女の大きな目は充じゆう血けつし、目の下には微かに隈くまができている。

「ハルカ、少し休みなよ。体に悪いって！」

　リューイが慌ててハルカを労いたわる。実際、ハルカはこの数日、不ふ眠みん不ふ休きゆうで仕事をしていた。十六歳の少女にとって、その激務はあきらかにオーバーワークだった。

「大だい丈じよう夫ぶです……」

　ハルカが再び笑う。が、やつれた顔のせいで、なんだか痛々しい微笑だった。

「みなさん──リューイさんたち龍仙士ドレイクさんや兵士たちは、それこそ死を覚かく悟ごして戦っているのです。それに比べたら書類に判子を押す仕事なんて、楽すぎるくらいです」

　ハルカが充血した碧あおい瞳ひとみでリューイを見る。その顔は真しん剣けんそのものだった。

　リューイは思う。彼女のこの呆あきれるくらい真面まじ目めで誠実な性格が、きっと龍哭塞はおろかパルミアの領民すべてに愛される所以ゆえんなのだろう。

「さぁ、あと少しです！　夜明けまでにはやっつけちゃいますからねっ！」

　ハルカは腕まくりし「ふんっ！」と鼻息荒あらく再び席に戻もどろうとする。

「あっ──」

　そのとき、不意に彼女の足がふらついた。不ふ眠みんの疲つかれで目め眩まいに襲おそわれたのだ。

「あぶない！」

　倒たおれこむハルカを助けるべく、リューイが身を乗り出す。そして彼女の背中を抱いた。

　バチッ──その瞬間、リューイの右手ににわかに閃せん光こうと衝しよう撃げきが走った。

「つッ！」

　リューイは痛みに顔を歪ゆがめ、思わず手をひっこめる。それはかなり強い静電気のような感覚だった。ハルカはなんとか自力で倒れる体を起こし、驚おどろくリューイの顔を見やった。

「リューイさん。それ、やっぱり……」

　ハルカの顔に、小さな失望が浮うかぶ。

「うん。やっぱり僕は、君に触れられない……みたいだ」

　リューイは「ははは……」と乾かわいた笑いをして、痺しびれが残る右手をハルカに見せる。

　その右掌てのひらには丸い珠たまが塡はまっていた──彼の龍仙具アトリビユート〝龍帝珠リユウテイジユ〟だ。

　普ふ段だんはくすんだ鉛なまり色いろをしているその珠は、ハルカに触れたことで微かな蒼あおい光を宿していた。そう、この〝龍帝珠〟はある条件下でのみ、その能力を発動する特とく殊しゆな龍仙具アトリビユートなのだ。その条件とは、力を発動させる〝発生増幅装置ジエネレーター〟と接せつ触しよくすること。

　つまり、それは──。

「なんとか、ハルカの力を奪うばわずに、この能力が使えないかなぁ……」

　リューイは恨うらめしそうに右手の龍仙具アトリビユートを見て言う。

「そうすれば、僕も〝役立たず〟を返上できるんだけど。それに──」

「それに？　なんですか？」

　言葉を詰つまらせるリューイに、ハルカが不思議そうな顔をして聞く。

（君と〝罰ばつゲーム〟ができるのに）

　リューイはその言葉を生なま唾つばと共にゴクンと飲みこんだ。頰ほおに汗あせがたれる。

「な、なんでもない！　手伝うよ、ハルカ！　二人でやれば早く終わるし！」

　慌ててリューイは踵きびすを返し、書類の束を摑んでパラパラめくる。

　ハルカは「変なリューイさん」と惚とぼけた顔で首を捻ひねり、そして微笑んで机に戻る。

　そして二人は共同戦線を張り、勇んで大量のホームワークに取りかかった。




「あ、そうだ。ハルカ」

　書類を分野ごとに整理し、卓たく上じように並べる作業をしていたリューイが、ふと顔をあげてハルカに聞いた。二人が手分けして仕事を始め、一時間ほどたったころだった。

「ハルカの誕生日はいつだい？」

「誕生日──ですか？」

　判を押していた手を止め、ハルカが不思議そうな顔でリューイを見返す。

　先日、ジュノの誕生日を知ったリューイは、ふと、彼女の誕生日にも興味が湧わいたのだ。

「誕生日って……私の、ですか？」

　意外にもハルカが首を捻った。

「え、知らないの？　自分の生まれた日」

　リューイが慌てて聞き返す。

　しかしハルカはいまいちピンときていないようだった。

「すいません……知りません。あまり関心がないもので……」

　ハルカが申し訳なさそうに言う。

「いや！　気にしないで！」と、リューイは慌ててフォローした。どうやらオルンには現実世界のように、人の誕生日を祝うような概がい念ねんがないらしい。

「仙せん龍りゆう帝ていバータルの生まれた龍りゆう希き節せつなら知っています。あと父上が統とう帝ていに即そく位いした日。収しゆう穫かくと豊ほう穣じようを祈いのる日も大切な日です」

　ハルカは指を折って数える。統国は農耕国家。やはり暦こよみ上の節の祝日が大切らしい。

「そうかぁ、ハルカの誕生日をお祝いしたいと思ってたけど……残念だな」

　リューイはそう言って肩かたを落とす。

「リューイさんの世界では、その〝誕生日〟に、何かお祝い事をやるんですか？」

　にわかにハルカの顔が輝かがやいた。その目はキラキラと好こう奇き心しんの光に満ちている。

　彼女の現実世界に対する興味関心は、前から折り紙付きだ。

「え～と、ケーキを買ってきて……歌を歌ったりするかな。ハッピーバースデーの歌」

「〝はっぴばーすで〟……ですか。リューイさんの世界には色々な挨あい拶さつがありますね！」

　ハルカはふんふんと子供のように頷うなずきながら、リューイの説明を聞く。

「では、その〝ケーキ〟というのは何ですか!?」

「あ、お菓か子しだよ。えーと、スポンジケーキと生クリームで出来てるから……原料は小麦粉と……牛乳かな？　砂糖がいっぱい入っていて甘いんだ」

「美味おいしそうですね！」

　ハルカが子供のようにはしゃぐ。リューイはちょっとだけ得意げになる。

「そこに、蠟ろう燭そくを立てて火をつけ、誕生日の本人がみんなの前で吹ふき消すんだ」

「わざわざ火をつけて、吹き消すんですね……何故なぜですか？」

「あ、いや……わかんない。そういう決まりなんだ」

　ハルカの素そ朴ぼくなツッコミに、しどろもどろになるリューイ。

「そうか！　通過儀ぎ礼れいですね!?　北方のナジュガル高原に住む異民族の若者は、戦いくさで初めて殺した敵の頭ず蓋がい骨こつを盃さかずきにして酒を飲むことで、初めて一人前の戦士として認められるそうです。きっと、そのようなものですね!?」

「う、うん……そ、そのようなもの……かな？　ははは……は」

　リューイが汗を流して頭を搔く。ハルカは心底楽しそうだった。

「ああ、〝ケーキ〟……食べてみたいです」

　ハルカが小さく呟つぶやいた。その言葉にリューイはハッとあるアイデアがひらめく。

「よし！　作ってみよう！」

　リューイが立ちあがって言った。そのリアクションに、ハルカがキョトンとする。

「作れるんですか!?」

　にわかにハルカの顔に驚きと喜びが浮かんだ。リューイは大きく頷く。

「カラバリクから物資がたくさん送られて来たんだ。材料はあるはず！　レシピは……ジュノにでも聞いてみる！　とびきり甘くて美味しいケーキを作ってあげるよ！」

「凄すごく楽しみです！」

　ハルカが手を叩たたいて喜んだ。現実世界でもオルンでも、やはり女の子は根本的にスイーツが好きなんだな。そんなことを考えながら、リューイは彼女の輝く顔を満足げに見やる。

「じゃ、あと一息、がんばりましょう！」

　ハルカが俄が然ぜんはりきりだし、机に向かった。

　──よかった、元気になった。

　リューイも「よぅし！」と気合いを入れ、山と積まれた文書の山へとダイブした。
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　砂混じりの風が、兵士たちの外套マントを打った。

　整然と列を成して行軍する兵は皆みな無言で、長旅による疲ひ弊へいを物語っていた。

　合計八千からなる大軍団は皆、白い装備に身を包んでいた。そして掲かかげられた旗もまた、純白に染めあげられている。

　白びやく天てん旗き幟し兵へい団だん──かつてパルミア王ドルジフに招しよう聘へいされていた軍団である。古くは先の〝パルミア戦せん役えき〟において異民族を震ふるえあがらせた統国最強と謳うたわれた兵団だ。

「サーラル閣下！　邑むらです！」

　副官であり軍参さん謀ぼうを務める若き仕官が声をあげた。

　彼の呼びかける先には、行軍の先頭で軍を指揮する白馬の一騎きがあった。

　白い外套マントと白銀に輝く全身装甲鎧フルプレート・アーマー。そして長なが柄えの槍やりを携たずさえた将軍だった。

　白装の将軍は、兜かぶとの奥から遠く渓けい谷こくの麓ふもとにみえる集落を見やる。

「小休止だ。兵に食事をとらせろ。リュサンデル」

　将軍は副官に小さく命令を飛ばした。

　男は泣く子も黙だまる大将軍、白天旗幟兵団長、白琥将軍サーラルだった。

　三ヶ月前、サーラル率いる白天旗幟兵団はパルミア封ほう王おうドルジフの要よう請せいに応こたえ、ハルカたちの立て籠こもる龍哭塞を攻せめた。彼の卓たく越えつした用兵と計略により、一度は龍哭塞を陥かん落らくさせたものの、その後、彼は兵を退ひき、戦いは痛み分けに終わった。

　その後、ドルジフが死にカラバリクが解放軍によって支配された後も、彼は解放軍勢力に加わることを拒きよ否ひし、こうして彼を慕したう八千の軍を率いて、統国内を放ほう浪ろうしている。

　世は下げ剋こく上じようの戦乱の渦か中ちゆう。彼がその気になれば一国一城の主あるじも夢ではない。いや、統国の覇は権けんをその手に摑つかむことも、決して夢物語ではないはずだ。しかし彼はそれをする意思はなかった。

　彼の放浪の目的は、サーラルの心中のみにあった。




　パルミア南方、クシャーニア領内を抜ぬけた先にある統国の中ちゆう枢すう、統帝領。

　そこは、統国国教であるル神しん教きようの聖地である霊れい峰ほうクミトラ山に抱かれた邑だった。

　邑の名はヒルビア。とり立てて特とく徴ちようもない、小さな集落だ。

　小休止を挟はさみ、軍は邑の中へと馬を進める。

「こ、これは──!?」

　邑に入った瞬しゆん間かん、サーラルと馬を並べる副官リュサンデルが絶句した。

　邑は完全なる静せい寂じやくに包まれていたのだ。

　いや、それは単なる静寂ではなかった。そこは死の邑だった。人はおろか家か畜ちくもいない。まるでそこは時間が止まったように、ただ沈ちん黙もくが支配する静止した世界だった。

「これは……石ですか!?」

　リュサンデルが家屋を見て、唇くちびるを震わす。

　沈黙の正体は、邑のあらゆる場所から見て取れた。

　家も草も木も。そこにあるすべてが、まるで石灰のように白く凝固していたのだ。

　不意に並木道の樹木が馬の蹄ひづめの振しん動どうで崩くずれた。木はまるでガラス細工のように粉々になって風にさらわれ、流されていく。

　それは石だった。そう、邑がまるごと石化していたのだ。

「なんてこった……これが龍仙士ドレイクの能力なのですか？　将軍!?」

「…………」

　リュサンデルの狼ろう狽ばいに、無言の返答をする鎧よろい姿の将軍。

「全軍に厳命。邑の前で待機だ。何なん人ぴとも中に立ち入ることは許さん」

　将軍は短く命令を飛ばすと、自らは馬を下りる。

「し、将軍!?　お一人で!?」

　リュサンデルの心配を受け流し、サーラルは一人石化した邑むらの最奥へと足を踏ふみ入れた。




　サーラルの赴おもむく先には、大きな伽が藍らんが聳そびえていた。

　それはル神教の寺院。邑の目め抜ぬき通どおりにある大きな建物だ。

　本来は木造であるはずのその寺院も、石化によって白くくすんでいる。

　室内は暗かった。サーラルは槍を携たずさえ、ゆっくりと室内へと歩を進める。

「伝説の将軍のお出ましだな」

　声が天てん井じように反はん響きようした。サーラルが顔をあげると、祭さい壇だんに人ひと影かげがあった。

　人影は壇だん上じようからサーラルを見下ろしている。まるで彼の到とう来らいを予期していたようだった。

「ドルジフを暗殺した実行犯は、やはりおまえか」

　サーラルが兜の奥からくぐもった声を漏もらす。

　その言葉を聞いた瞬間、男が笑った。唐突で激しい、狂きよう気きの笑いだった。

「なかなか立派な石像だったろ？」

　男が一歩、前に歩み出た。天窓からの明かりで男の顔が白昼に晒さらされる。

　男は若かった。そして醜みにくかった。彼の顔は酷ひどい火傷やけどによって爛ただれていたのだ。

「しばらく見ないうちに、変わったな。吹ふき石いし──」

「ナシャアと呼べよ。現実リアルのときの名前を呼ぶのはナシだぜ〝逍しよう遥よう館の虎とら〟さんよ！」

　突とつ然ぜん、ナシャアと名乗った男が、右手を振ふりあげた。

　その瞬間、室内ににわかに突とつ風ぷうが巻き起こる。

「むッ!?」

　突風を体に受けたサーラルが、バックジャンプで飛び退のいた。

「これは──！」

　その突風はただの風ではなかった。

　風が当たったサーラルの鎧にピキピキと亀き裂れつが走る。そう、彼の板金製の鎧がみるみるうちに石へと変化していったのだ！

「龍仙具アトリビユート〝石払子シヤクホツス〟！　てめェも石になっちまいな！」

　男が叫さけぶ。彼の手には、白い房ふさのついた払ほつ子すが握にぎられていた。これが彼の能力、振りかざすとあらゆる物質を石のように凝固させる魔ま風ふうを吹かせることができる龍仙具アトリビユートだ。

　刹せつ那な、パリンとサーラルの頭が砕くだけ散ちった。それは彼の頭を覆おおっていた兜だった。

「ちッ！　浅かったか！」

　ナシャアが悔くやしそうに叫ぶ。とっさの回かい避ひにより、サーラルは龍仙具アトリビユートの直ちよく撃げきを免まぬかれていた。石化はサーラルの表面、鎧兜のみに留とどまったらしい。

　兜を失い、彼の流りゆう麗れいな長ちよう髪はつが振り乱みだされた。そしてその顔が露あらわになる。

　サーラルは驚おどろくほど端たん正せいな顔をした美青年だった。しかし過か酷こくな環かん境きようでいくつもの傷を負い、峻しゆん厳げんさを身につけたその顔には、鬼き気き迫せまる表情が浮うかんでいる。

「相変わらずのイケメンだな。うらやましい限りだぜ、遠藤！」

　ナシャアが不敵に笑う。遠藤と呼ばれたサーラルはキッと男を睨にらんだ。

　白琥将軍サーラル──その正体は、リューイの実じつ兄けい、遠藤雪虎に相そう違いなかった。

「おまえに用はない！」

　サーラル──雪虎が叫んだ。そして持っていた長柄の槍を構える。

「悪いがアイツならここにはいないぜ！」

　ナシャアが叫ぶ。〝アイツ〟という言葉に、サーラルの眉まゆがピクリと動く。

「一足遅おそかったな！」

　そう言って、ナシャアは再び払子を振りあげる。そして攻こう撃げきの第二波を仕し掛かけた。

　瞬間、室内に爆ばく音おんが轟とどろいた。

　それは幾いく重えにも連なる稲いな妻ずまの柱だった。激しく逆巻く電でん撃げきは、まるで鎌かま首くびをもたげた多頭龍ヒドラのように壇上のナシャアに殺さつ到とうする。

　ナシャアの体が後方へと吹ふき飛んだ。そして背後の壁かべに背中を激げき突とつさせる。

　謎なぞの電撃は、サーラルの持っていた槍から放たれていた。

「な、なんて力だ……！」

　ぐふっと口から大量の血を吹き出し、ナシャアが絶句する。

　そして彼は霞かすむ目で、バリバリと電撃を放電させるサーラルの槍の先を見やった。

　サーラルもまた、龍仙士ドレイクだったのだ。

　そしてその槍こそ、彼の龍仙具アトリビユート──〝雷霆戟ライテイゲキ〟！

「奴やつはどこだ!?」

　サーラルは壇上へと駆かけあがり、倒たおれこむナシャアの襟えりを摑む。

　ナシャアは虫の息だった。雷霆戟によって受けた傷は致ち命めい傷しようだったのだ。

「……フン、誰だれが……言うかよ」

　グハッと吐と血けつしながら、ナシャアは恨うらめしそうな顔でサーラルを見る。

　拍ひよう子しにナシャアの懐ふところから何かが落ちて床ゆかに転がった。

　それは紋もん章しようの彫ほりこまれたブローチだった。黒く塗ぬられた獅し子しが吼ほえる図案──。

「ありがとよ……遠藤……」

　ナシャアが蒼そう白はくな顔で爛れた唇を醜く歪ゆがめる。それは微笑だった。

「これで……やっと解放される……地じ獄ごくのような……この世界の日々……から……」

　そう言い残し、ナシャアはガクリと頭を垂れた。絶命したのだ。

　サーラルは立ちあがり、頭かぶりを振った。そしてじっと、冷たくなった元同級生を見下ろす。

　天窓から一筋の光が彼の足あし下もとを照らした。

「クジャルク──おまえはこの世界でいったい、何をしようというんだ!?」

　サーラル──遠藤雪虎は天を仰あおぎ、そして小さく唇を嚙かんだ。
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　第四章　センニュウ捜査は大胆不敵!?







　統とう国こく北限の辺境、パルミアの夏は短い。

　高原を渡わたり吹き下ろす風は乾かわき、早くも初秋の匂においが混じっていた。

　サクは埃ほこり臭くさい外套マントの襟を立て、頭にターバンを巻きつつ陣じん幕まくへと歩いていった。

　パルミア東方、アヴァール国境に面した一帯、ラツェッタ県。

　野営駐ちゆう屯とん中の龍りゆう哭こく塞さい遠えん征せい軍三百は、メスロンの編制した解放軍五千や、呼応したパルミア派義勇軍と合流し、その数八千を超こえる大軍勢となっていた。

　陣幕の中では、ちょうど遠征軍指揮官が一堂に会し、軍議の真っ最中だった。

「まずは緒しよ戦せんの勝利に、乾かん杯ぱいといきましょう！」

　解放軍を指揮する将軍が、そう言って高らかに祝しゆく杯はいを掲かかげる。

　居並ぶ指揮官たちは次々に頷うなずき、手に持った白乳酒ツアガシユに口をつけた。

　龍哭塞を出しゆつ陣じんして十日。遠征軍はこの地ラツェッタの支城に陣を張ったアヴァール軍の先せん鋭えい部隊と剣けんを交えた。その結果は快勝。敵軍二千は這ほう々ほうの体ていで退たい却きやくし、解放軍はほぼ無傷で幸さい先さきのいい勝利を飾かざったのだ。

　敵軍が主力から孤こ立りつした遊軍であったこともあるが、なんといっても龍哭塞から派は遣けんされたサクたち龍仙士ドレイクの活かつ躍やくに目覚ましいものがあった。

「気を緩ゆるめてもらっては困るな。戦いくさはまだ終わっていない」

　和なごやかだった会議場に、突然ピシャリと冷たい声が響ひびく。

　声の主は逍しよう遥よう館かん高こう校こう生徒会長であり、サクと同じ龍仙士ドレイクであるトモエだった。

　彼女の飛ばした檄げきに、弛し緩かんしていた場の空気がにわかに引き締しまる。

「敵軍の総数はおよそ一万五千。数の上では我々遠征軍の倍を誇ほこる。些さ末まつな局地的勝利を二三積みあげただけで、楽観できる状じよう況きようではないことは、諸君も承知のはずだ」

　トモエはおよそ高校生らしくない威い風ふう堂どう々どうとした態度で皆みなに戦せん況きようを語る。さすがは学校でも圧あつ倒とう的なカリスマ性をもつ生徒会長。もはやオルンの将軍よりも将軍らしい。

「でもよ、余よ裕ゆうだろ？」

　サクが口を挟はさむ。トモエが冷たい流し目を向ける。サクは肩かたをすくめて首を振った。

「なんてったって、俺たち龍仙士ドレイクがいるんだぜ？　しかも選せん抜ばつされた最強の七人だ。はっきり言って敵なしだろ。たとえ十倍の兵力差だろうが、ひっくり返せるさ」

　サクはそう公言し、両手に嵌はめられた〝錬光環レンコウカン〟を見せつける。

「それに、十日あまりぶっ通しの強行軍だったんだ。ちょっと休んでもいいんじゃね？」

　サクの意見ももっともだった。特に龍哭塞軍は、初めての外がい征せいと慣れない行軍によって兵士全員が疲ひ労ろうのピークに達している。

「甘いな」

　しかしトモエの返答は冷たかった。トモエはテーブルに広げられた地図に目を落とす。

「敵は兵を分けて方々に布ふ陣じんし、深入りした我々を包囲殲せん滅めつするつもりだろう」

　トモエは指で地図の各所を指し示す。それは彼女の予測した敵軍の所在位置だった。

　ラツェッタ県は全域がティルク河下流に位置する広大な湿しつ地ち帯だった。河はまるで龍の爪つめ痕あとのようにいくつもの支流が流れ込み、その間には小高い丘きゆう陵りようや渓けい谷こくが散在している。つまりどこもかしこも迷めい路ろのような地形になっていた。

　伏ふく兵へいや挟きよう撃げきにはもってこい。迎むかえ撃うつに有利、攻せめるに不利の環境と言える。

「それにアヴァール軍を指揮する封ほう王おうビスキスは、権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけた戦上手と聞く。そうやすやすと勝てるとは思えんな」

　トモエの説明に、議場にピリピリと緊きん張ちようが走る。

「だから～、それがどうしたってんだよ！　生徒会長さんよ」

　サクが呆あきれたように声を張りあげる。

「俺たちは最強の龍仙士ドレイクだぜ？　どんな敵だろうが関係ねェ！　ブッ潰つぶすまでさ！」

「おめでたいな。こんな能天気な男と同じ隊で、さぞやジュノは苦労しただろうな──」

　トモエがポツリと呟つぶやく。それは辛しん辣らつな一言だった。

「んだと!?　オイ！」

　サクがヒートアップする。しかしトモエはサクを軽くたしなめて言う。

「ともかく敵の包ほう囲い網もうが完成する前に、我が軍は一刻も早くこの地を離り脱だつする必要がある。このままではまさしく袋ふくろの鼠ねずみだ──碧みどり川かわ」

「んだよ」

　名前を呼ばれたサクが少しクールダウンしつつ、トモエに答える。

「龍哭塞軍の武装をマスケット銃じゆうに変へん更こう、馬の扱あつかいに長けた百騎きを選えりすぐれ。神速を旨むねとする重じゆう突とつ撃げき用の機動龍騎兵団ドラグーンを編制するのだ。人選と部隊の指揮はおまえに任せる」

「おっ、もしかして特とく殊しゆ任務ってヤツ？　待ってました！」

　彼女の指令に、ふてくされていたサクは俄が然ぜんはりきり出し、バシッと両手を叩たたく。

「我が軍の脱だつ出しゆつ経路はここ──」

　そう言ってトモエが地図の一点に指を置いた。そこは隘あい路ろと丘陵に囲まれた地形の中で、唯ゆい一いつ、河口の大平原へと抜ぬけることのできる回かい廊ろうの出口になっていた。

「タシュケルク──恐おそらくこの突とつ破ぱ作戦が、本遠征作戦の最大の正念場となる」

　トモエは指揮官一同の顔を見やり、静かに言い放った。
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「Hello, boy. Come inside?」

　リューイに向かって流りゆう暢ちような英語が投げかけられた。それもそのはず、彼に話しかけてきたのは黒人男性だった。しかも身長二メートル近いスキンヘッドで強面こわもての黒服だ。

「イ、イエス。サンキュー……」

　リューイはすっかり萎い縮しゆくして、しどろもどろになりながら答える。その言葉に黒服は「Ok!」と笑い、リューイに入場許可の半券を手て渡わたした。

　リューイはゴクリと唾つばを飲み、黒服が指さす先の、地下へと延びる階段を見下ろした。

　都会の繁はん華か街がい。その雑居ビルの地下に、そのクラブはあった。

　七〇年代のディスコをコンセプトにしたクラブ〝OUTER HEAVEN〟。

　土曜の夜。不夜城である繁華街の中で、その店は一ひと際きわ煌きらびやかに浮うかびあがっていた。




　ジュノとリンと共同して行っていた〝火曜隊チーム・サラマンダー〟探たん偵てい部隊は、図書館で謎なぞの龍仙士ドレイク集団の手がかりを握にぎる〝御み園その将しよう太た〟という重要人物を捜さがし当てた。

　その後早さつ速そく、御園将太に話を聞くべく、都心にある彼の住所を尋たずねることにした。

　しかし、残念ながら彼の住んでいるはずの高級マンションは、すでにもぬけの殻からだった。やはりネットで個人情報が晒さらされ、連日不特定多数のネットユーザーから嫌いやがらせをうけたのであろう。御園は住居を引っ越こし、晒された電話番号も非通知。解約済みだった。

　つまり結局、御園将太を捜す糸口は途と切ぎれたのだった。

　しかしそんな諦あきらめムードだったリューイたちに、不意にニュースが届けられた。

　それはリンの大おお手て柄がらだった。リンはネットの情報を駆く使しし、御園将太の主しゆ宰さいするイベント・サークルのメンバーＳＮＳから、彼がよく出しゆつ没ぼつする場所を探し当てたのだ。

　その場所こそ、ここ──クラブ〝OUTER HEAVEN〟。

　どうやら御園は、週末は必ずこのクラブを訪おとずれるらしい。

　リューイたちは相談し合い、直接クラブへと乗りこむことにした。




　中に入るやいなや、フルボリュームのウーハー音がリューイの耳をつんざいた。

　室内は暗く、客が山ほど密集している。チカチカと色とりどりのライトが点てん滅めつし、客は皆、激しく刻むリズムに乗って体を激しく揺ゆらしていた。

　噂うわさには聞いていたけど……本当にあったんだ、こんな場所……。

　田舎いなか生まれ田舎育ちのリューイにとって、そこは日常生活と隔かく絶ぜつした異空間だった。

　完全に面めん食くらい、踊おどる客に押し出されるように、ホールを中へと進んでいく。

　腕うで時ど計けいを見ると夜の九時──学生寮りようの門限をブッチぎっている。

　これは今日は朝まで帰れそうにないな……大だい丈じよう夫ぶかなァ……？

　もし無断外がい泊はくがバレたら停学ものだ。リューイは耳をつんざく音楽とライトに頭痛と目め眩まいを感じつつ、客の間を縫ぬってカウンターへとたどりついた。

「リューイ！」

　そのとき、背後で彼を呼ぶ声がした。

　振ふり向くとそこにはジュノがいた。ここで待ち合わせをしていたのだ。

「それにしても、すごい音だね。クラブって初めてきたけど……」

「え？　何？　聞こえない！」

「す・ご・い・お・と！」

　大音量の中でジュノとリューイは声を張りあげ、必死に会話をする。

「それにしても、ジュノ……その格好は……」

　ジュノの姿を間近で見て、リューイが絶句する。

　ジュノはキャミソール姿だった。しかもかなり薄うす手での。肩や胸むな元もとが大だい胆たんに開き、スカート丈たけは下着が見えそうなくらい短い。かなりセクシーな衣装だった。

　普ふ段だんは絶対しないであろう彼女のその姿に、リューイは思わずゴクリと唾を飲みこんだ。

「ジ、ジロジロ見るなッ！」

　リューイの視線に気づいたジュノは、顔を真っ赤にして取り乱す。

「だって、こういうところって、どんな服着てくればいいかわかんなかったんだもん！　普段はジャージとかしか着てないし……」

　ジュノが口を尖とがらせ、必死で胸元と足の付け根を隠かくす。しかし隠してもなお、彼女の健康的なプロポーションはその衣装からはみだし、強きよう烈れつに自己主張していた。

「い、いや。ちょっと意外だっただけだよ。に、似合ってると思うよ！　すごく」

　リューイはしどろもどろになって必死に取り繕つくろう。

「……お世辞が下手へただよね、君」

「お世辞じゃないよ！」

　リューイが慌あわてて両手を振り、ジトッとした目で睨にらむジュノに必死で弁明する。

「うわ～！　ジュノ先せん輩ぱい、ダイタンですね～」

　いつの間にか、二人の背後にリンがいた。

「リン！　ていうかアンタ、ダメでしょ!?　制服で来ちゃ！　未成年入店禁止なのよ!?」

　リンの姿にジュノが呆れてため息をつく。リンは逍遥館高校の制服姿だったのだ。

「それがびっくり。大丈夫でした。女子高生のコスプレだと勘かん違ちがいしたみたいです」

　リンが得意げに「えへへっ」と笑って言う。

　なんだかこの娘こ、予想外に肝きもっ玉が大きいな……意外だ……。

　リューイはこんな状況でも物もの怖おじしないリンの態度を見て、小さく感心をする。

「……で、肝かん心じんの御園はどこ？」

　ジュノが周囲を見わたして言う。

「恐らくＶＩＰルームです」

　リンが答える。御園は学生の分際で毎週クラブのＶＩＰルームを借り切って、乱らん痴ち気き騒さわぎをしているらしいのだ。

「なんか、いけすかない奴やつね～」

「ちょっと見てくる！」

　リューイが席を立つ。そして踊る客を搔かき分け、二階にあるＶＩＰルームを目指した。




　ＶＩＰルームのドアの前には、二人のいかつい黒服の男がいた。

　リューイが恐る恐る覗のぞきこむと、黒服たちが彼の前に立ちはだかり、睨みつけてくる。

「あの……御園さんは、この中でしょうか？」

「なんだ？　このガキ」

　とりつく島がなかった。当然ながらＶＩＰルームは会員専用。許可がないと入れない。

　リューイは強きよう行こう突とつ破ぱを早々に諦め、ジュノに携けい帯たいを入れた。




「ダメみたい……」

　カウンターでリューイからの報告を受け、ジュノがフゥと首を振った。

「やはり、見ず知らずの相手に、簡単には会ってくれないようですね……」

　横に座るリンも頰ほお杖づえをつき、失望のため息をつく。

「何か飲むかい？　お嬢じようちゃんがた」

　カウンターの向かいに立つバーテンダーが、二人に飲み物のオーダーを促うながす。

　二人はとりあえずソフトドリンクを注文した。

「何か、突とつ破ぱ口こうになる策を練らないといけないわね……」

　ジュノはドリンクに口をつけながら、あれこれと思考を巡めぐらす。

「そんなことより～、ジュノ先輩～」

　突とつ然ぜん、リンがジュノの腕うでを肘ひじでつついた。

「ジュノ先輩って～～。モテモテじゃないですか～～、彼氏とかいないんですか～～？」

　唐とう突とつな質問に、ジュノは目を白黒させて隣となりに座るリンを見る。

「な、なによいきなり!?」

　リンはじっとジュノの目を覗きこみ、フフフと怪あやしげな笑いをした。

「ジュノ先輩、リューイ先輩と付き合ってるんですか？」

　ブ～ッと、思わずジュノは口に含ふくんだグレープジュースを噴ふき出した。

「な、な、なに言ってんのよ！　そんなわけないじゃない!!……って」

　ジュノはそのとき、初めてリンの様子がおかしいことに気付いた。

「ちょ、リ、リン！　それお酒じゃない!?」

　ジュノがカウンターの上に置かれたリンのドリンクを見て絶句する。

　それはピンク色をしたカクテルだった。

　リンはソフトドリンクだと勘違いし、思いっきりお酒を飲んでいたのだ。

「ええ～～？　そんなことないですよお～～。ピンクのジュースです～～」

　リンがそう言ってキャハハと笑う。頰ほおが赤く、目がトロンとすわっていた。

　間ま違ちがいない。彼女は完全に酔よっぱらっていた。

「だ、駄だ目めじゃない！　マズいわよ！」

「あ、コラ～～！　誤ご魔ま化かすな～～！」

「何をよ!?」

　まったく嚙かみ合わない会話。そしていきなりリンがジュノにガバッと抱だきついてきた。

「わ～～。ジュノ先輩って～～、おっぱい大きい～～」

「ちょ、やめなさいってば！　どこ触さわってんのよッ！　怒おこるわよ！」

　かなり酒さけ癖ぐせが悪い。ジュノは困り果てて絡からみつくリンを引き剝はがそうと必死になった。

「ジュノ先輩って～～、リューイ先輩のこと、好きなんでしょ～～」

　酔った勢いで、リンはかなり踏ふみこんだ質問をジュノにあびせる。

　ジュノは顔を真っ赤にして、酔ったリンの顔を見た。

「そ、そんなわけないでしょ!?」

「うふふ～～、誤魔化してもダメですよ～～。ちゃんと顔に書いてあ～り～ま～す～～」

　もはや、何を言っても無む駄だだった。蛸たこのように絡みつくリンの抱きつき攻こう撃げきに抵てい抗こうを諦め、ジュノは「はぁ」と大きくため息をついた。

「……好きだけど、好きになっちゃいけないの。だからリューイとは何でもないのよ」

　ジュノは小さく呟つぶやくようにそう言った。その顔には寂せき寥りようの色が浮かんでいる。

「なんでですか～～!?」

「なんでって……リューイには、ハルカがいるから──」

　その言葉にジュノの体をまさぐるリンの手がピタリと止まった。

　ジュノが見やると、リンはいつの間にか真顔に戻もどっていた。

　そしてその瞳ひとみに、ジュノを非難するような光が宿っているのを、彼女は見み逃のがさなかった。

「誰だれが決めたんですか？　そんなこと」

「誰って……リューイよ。それにきっとハルカもリューイのことが好きだし……私の入る余地なんてないのよ。ホラ、あれ。馬に蹴けられて死んじゃえってやつ？」

　ジュノの返答に、リンは納なつ得とくいかないような顔をする。

「そんなの、変です」

「……変？」

「だって、ハルカさんはオルンの人なんですよ!?　アタシたちにとってみれば、夢の世界でしか逢あえない異世界の人なんです。それにリューイ先輩は高校生でハルカさんはお姫ひめ様……どう考えたって、付き合えっこありません！」

　リンが身を乗り出し、ジュノに食ってかかるように熱弁する。まるで自分の事のような切実さだった。ジュノはその熱気にあてられ、少し沈ちん黙もくしながら鼻白んだ。

「そうかもしれない……」

　確かにリューイとハルカは決して結ばれない運命だ。彼が彼女に逢えるのは、学生寮で夢を見ている間だけ。夢から覚めれば二人は異世界へと引き離はなされる。もし仮に結ばれたとしても、高校を卒業すればリューイはもう二度とオルンには行けなくなる。

　二人は永遠に結ばれることのない、ロミオとジュリエットなのだ。

「アタシ、ジュノ先輩とリューイ先輩ってお似合いだと思います！」

　リンがジュノの手をギュッと握にぎって言った。

「リューイ先輩、ちょっと頼たよりないけど、いい人そうだし……アタシ、応おう援えんしてますから！」

「ありがと……」

　ジュノは寂さびしげな顔に無理やり笑え顔がおを作り、リンに答えた。

　胸が痛い──。

　これはきっと恋こいの病なんだ。ジュノは改めてそう自覚した。

　この気持ちはいつからだろう。そうだ、あのとき──〝龍哭塞攻防戦〟の最終局面。ハルカを助けに龍哭塞へと旅立つリューイを見送ったとき以来だ。そのとき彼女はリューイに自分の想おもいの丈たけをぶつけて号ごう泣きゆうした。それは彼女の夢の挫ざ折せつ、その物語の終章だった。

　そのとき、彼はその想いを真っ向から受け止めてくれたのだ。

「私って、けっこう嫌いやな女だよね……」

　ジュノはリンに聞こえないよう、小さく独り言ごつ。

　ハルカを助けたい──あのとき願った想いはまぎれもない事実だった。

　でも今、その感情は微び妙みように変化しつつある。

　オルンで死んで、あちらの世界に行けなくなった瞬しゆん間かんに、ジュノの中でシャボン玉のように何かが弾はじけた。

　それは彼女の心の奥底で無力感と疎そ外がい感から萌ほう芽がし、そして大切な人──リューイをこの世界に繫つなぎとめたいと無意識で願う、嫉しつ妬とにも似た感情として開花していた。

　リューイへの想いが増すとともに、彼女の胸に激しい罪悪感が重くのしかかっていく。

「ごめん……ハルカ……」

　ジュノは小さく、異世界にいる友人に向かって呼びかける。

　クラブの喧けん噪そうが、彼女の耳に遠く響ひびいていた。
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　曲調が変わった。にわかにホールの照明が変化し、踊おどる客たちのステップが緩ゆるまる。

　クラブ内にムーディなリズム・アンド・ブルースが流れる。

　時刻は十一時を過ぎていた。そろそろ終電の時間だ。

「ジュノ先輩！」

　いきなりリンがカウンターから立ちあがり、ジュノの手を引っ張った。

「な、なに？」

　慌てるジュノに、リンは「へへ～～」と笑う。まだ完全にお酒が抜ぬけてないらしい。

「なにって、踊りましょうよ！　せっかく来たんだし！」

　リンはそう言うと無理やりジュノを起立させ、雑ざつ踏とうの中へと連行する。

「ち、ちょっと待ってよ！　無理よ！　そんなことっ！」

　珍めずらしくジュノが慌てていた。

　リンは抵抗するジュノの手を強ごう引いんに引き、人ごみの中にダイブする。

　絶ぜつ妙みようなタイミングで、ホールの真ん中に、ポッカリとスペースが空いていた。

「あ、ちょっと、押さないでくださいっ！」

　あれよあれよという間に二人は雑踏に押し出され、いつのまにかその中央へと立っていた。

　突然の美少女の乱入に、周囲の客の視線が一いつ斉せいに二人に集まる。

　しばし皆みなのダンスがストップする。刹せつ那な、ダンスフロアに奇き妙みような沈黙が漂ただよった。

「……………どうするのよ、コレ」

　皆の視線を浴び、ジュノが顔を真っ赤にして元げん凶きようであるリンを睨む。

「……あは、あははははは、や、やるしかない、ですね！」

　リンが笑ってごまかす。そしてぎこちない動きで片手を突つき出し、おどけて言った。

「れっつ・ふぃーばー？」




「な、なんだ……!?」

　二階から降りる階段のスロープから、リューイはダンスホールを眺ながめて呆あつ気けにとられた。

　そこは、熱ねつ狂きようの坩堝るつぼになっていたのだ。

　ダンスホールの中心に踊る客が密集している。

　その中央に空いたスペースで踊る二人の少女の姿を目視した瞬間、リューイは口から心臓が飛び出すほどに驚おどろいた。

　そこで踊っていたのは制服を着た女子高生と、セクシーなキャミソール姿の少女──リンとジュノだったのだ。

　二人の美少女のダンスは、ホールの中で飛びぬけて目立っていた。客は突然現れたダンス・クイーンの登場に、テンションが最高潮に達して狂きよう喜き乱らん舞ぶしている。

　リューイは急いで階段を駆かけ下り、人ごみをかき分けて二人の元へ走り寄った。

「な、なにやってるんだよ!?　ジュノ！」

　リューイが踊る美少女に声をかける。

「な、なにって、私もわかんないよおおおお！」

　ジュノは半ベソになっていた。しかしそのダンスは見事としかいいようがなかった。ダンスの経験などないはずなのに、さすがは運動神経抜ばつ群ぐんのジュノである。

　しかし彼女の着ているキャミソールとミニスカートは、激しく動く彼女の肢し体たいを充じゆう分ぶんに隠かくす面積を持ち合わせていなかった。つまり、彼女のダンスはかなり扇せん情じよう的だったのである。

「うえええ、もうヤダ！　恥はずかしいよおおおお！」
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　ジュノに泣きが入る。成り行き上、ひっこみがつかなくなっていた。しかしジュノは衆しゆう人じん環かん視しの下、セクシーなダンスを披ひ露ろうする羞しゆう恥ち心しんに、もはや耐たえられなくなっていた。

「あっ、リューイ先せん輩ぱい！」

　横で踊るリンが、リューイの存在に気づいて声をかけてきた。

「一いつ緒しよに踊りましょう！　楽しいですよっ！」

　ジュノと反対に、リンはノリノリでステップを踏み、思いっきりダンスを楽しんでいる。

　改めて、普ふ段だんは根暗な少女の意外な度胸に、リューイは舌を巻く。

　しばらくして曲が終わり、ダンスから解放されてぐったりするジュノ。

「お、おつかれさま……」

　リューイはひきつった笑いをしながら、手を団扇うちわにしてジュノに風を送った。

「ちょっといいか？」

　そのとき、不意に三人に声をかける人ひと影かげがあった。

　リューイが振ふり向くと、そこにいかつい黒服の男が立っていた。

　見覚えがある。先ほどＶＩＰルームのドアの前でリューイを門もん前ぜん払ばらいしたガードマンだ。

「得意先からお呼びがかかった。ちょっと来てくれないか？」

　黒服は強面こわもての表情で、クイッと顎あごをしゃくる。そして二階のＶＩＰルームを指し示した。

　リューイとジュノが一いつ瞬しゆん、視線を交こう錯さくさせる。

　予期せず御園と会う機会が訪おとずれた。それは絶好のチャンスだった。

「わかったわ、いきましょ、リン」

　ジュノは立ちあがり、努めて平静を装い〝クラブ通いの常連客〟の演技をする。

「は～い、センパイッ！」

　リンもジュノの演技に付き合い、軽けい薄はくそうな女性を装って返事をする。

　了りよう解かいの意思を示したことで、黒服は二人を二階の部屋へと案内する。

「おまえはここでまってろ」

　二人の後をついていこうとしたリューイを、黒服が丸太のような腕うでで制止した。

　どうやら招待客はジュノとリンだけらしい。リューイは奥歯を嚙かんで地じ団だん駄だを踏ふむ。

「ジュノ──気をつけて」

　別れ際ぎわ、リューイは小さくジュノに耳打ちする。

　ジュノは微笑ほほえみ、（わかってる）という意味をこめ、小さくウインクをした。
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　ＶＩＰルームの中は信じられないほど豪ごう華かだった。

　暗い間接照明の中に、革かわ張ばりのソファが並んでいる。そして壁かべ一面に大画面液えき晶しようディスプレイがとりつけてあり、海外アーティストのＰＶが大音量で流されていた。

　黒服によって部屋に通されたジュノとリンは、中にいる男の顔を確かく認にんする。

　ソファにふんぞり返り高級なモルト・ウイスキーを飲んでいるこの男こそ、逍遥館高校ＯＢである御園将太だった。

　茶ちや髪ぱつと日焼けした肌はだ。ニキビの痕あとが残る顔。いかにも陰いん険けんそうな目つきをしている。

「あれ？　どこかで会ったっけ？　何の用？」

　御園が二人に対し、馴なれ馴れしい口調で話しかけてくる。

「え？　呼ばれたから来たんですけど～」

　ジュノはこみあげる嫌けん悪お感かんを必死で隠し、努めて笑顔を作って演技する。

「そっか。いや、こんなにカワイイ子、前に会ってたら忘れるわけないもんな～」

　御園はそう笑ってウイスキーに口をつける。そして濡ぬれた唇くちびるを舐なめながら、ジュノの全身を値ね踏ぶみするようにジロジロと見やった。

「んじゃ、踊れよ」

　唐とう突とつに御園がそう言い放った。そしてソファにふんぞり返り、足を組む。

「は？」

「踊れってんだよ。そのために来たんだろ？」

　御園の態度はこれ以上ないほど横おう柄へいだった。ジュノは瞬間的に怒いかりに頭を沸ふつ騰とうさせる。

　人を何だと思っているのだ。ストリッパーかコールガールとでも思っているのか？

　思わず怒ど鳴なって襲おそいかかろうとするジュノを、後ろのリンが制した。

「ま、まかせてください！　ね、先輩、踊ろ！」

　そしてジュノへと必死にアイコンタクトをする。

　二人は御園の前に立ち、ゆっくりと体をくねらせ、ダンスを披露する。

「お、いいんじゃない？　サイコーよ。君たち」

　御園はヘラヘラ笑いながら、艶なまめかしく踊るジュノの胸や腰こしに視線を釘くぎ付づけにする。

「んじゃ、そろそろ脱ぬげよ」

　御園が、さも当然のごとく二人に命令する。ジュノは思わず絶句した。

「いいから、脱げってんだよ。まずはスカートたくしあげてみろよ」

「そ、それは……」

　ジュノが戸と惑まどうと、御園はあからさまに機き嫌げんが悪くなり、舌打ちをする。

「ンだよ。できねェっての？　やんねェと表で待ってる怖こわいお兄さん呼んじゃうよ？」

「……………」

「なんだ？　裸はだかで踊んの初めてか？　なんなら手取り足取り教えてやってもいいんだぜ」

　その瞬間、リンは隣となりでプツンと何かが切れる音を確かに聞いた。

　それは間ま違ちがいない、ジュノの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おの音だった。

「いいかげんにしろおおおおォォォォッ!!」

　いきなりジュノはソファにいる御園に飛びかかった。そして柔じゆう道どうの襟えり締じめのように彼の首根っこを摑つかみ、力いっぱい絞しめあげる。

「ぐひッ！」

　御園が、音の出る鳥のオモチャのような間ま抜ぬけな悲鳴をあげた。

「じゃあ、たっぷり教えてもらいましょうか！　セ・ン・パ・イ!!」

　ジュノは怒りにまかせ、ギリギリと御園の首を絞めあげる。失神寸前だった。

「ジ、ジュノ先輩、ストップ、ストップ！　死んじゃいますよ！　この人！」

　リンの必死の仲ちゆう裁さいで、ジュノはハッと我に返り、御園を絞める手の力を緩ゆるめる。

「げほげほげほげほッ！」

　御園は激しく咳せきこみ、ぐったりとソファに横になった。

「な、なんなんだ、てめェらは──!?」

　御園が半ベソになりながら、息を整えて二人を睨にらむ。

「アンタに聞きたいことがあってきたの」

「聞きたいことだと？」

　御園が聞く耳を持ったことを確認し、ジュノとリンは静かにソファに腰をおろす。

　ジュノとリンはお互たがい顔を見合わせ、頷うなずいてから御園を見やって言った。

「〝オルン〟のこと、と言えば分かるでしょ？」

「──!!」

　その瞬しゆん間かん、御園の表情が変わった。それは彼がすべてを理解したことを表していた。

「た、た、助けてくれ！　お、俺は何もしてねェ！　何も！」

　御園が声を裏返して泣き叫さけぶ。意外な豹ひよう変へんぶりだった。先ほどの態度とは正反対だ。

「俺はただ、こっちの世界で平和に暮らしているだけだ！　もう関かかわらないでくれ！」

　彼は異常なほど怯おびえていた。その態度に激しい不自然さを感じたジュノは「どういうこと？」と彼を宥なだめるように聞く。

「お、おまえら──龍神会の一味だろ!?　お、俺を殺しに来たんだろッ!?」

「リュウジンカイ？」

　御園の口から出た聞きなれない言葉に、ジュノが眉まゆを顰ひそめる。

　どうやら御園はジュノたちを他ほかの誰だれかと勘かん違ちがいしているらしい。

「安心してください。私たちは──高校生です。逍遥館の」

　リンが言った。御園は怯える目でジュノとリンを交こう互ごに見る。

「高校生？──お、俺に何の用だ？」

　御園の震ふるえが止まったことを確認し、二人は改めて今までの経けい緯いを御園に話して聞かせた。




「悪いが、俺は何も知らねェ」

　御園はウイスキーをグイッと呷あおり、濁にごった目でジュノたちを見て言う。

「知らないってことはないでしょ？　アナタは学生寮りようにいた龍仙士ドレイクだったんだから」

　ジュノが聞く。しかし御園は首を横に振った。

「残念ながら、俺はあまりオルンには行ってなかったんだ。月イチとか、そんな程度」

「でも、当時のことは知ってますよね？　二年前、学生寮に何があったか──？」

　リンが身を乗り出して聞く。

「ああ。あのときのことは今でも忘れねェ……」

　御園はグラスの中の琥こ珀はく色いろの液体を見つめ、頷いた。

「世間じゃ〝高校生集団昏こん倒とう事件〟として、ちょっとだけ話題になったな。ま、あっという間に報道管制が敷しかれて揉もみ消されちまったが」

「〝集団昏倒事件〟!?　それってもしかして──」

　御園の目がキラリと光る。

「おまえらも龍仙士ドレイクなんだろ？　知ってるよな、あっちの世界で龍仙士ドレイクを召喚よんだ当事者が死ぬと、龍仙士ドレイクは現実リアルに戻もどれなくなるって」

　ジュノがうなずく。たとえばリューイの兄、雪ゆき虎とらのようなケースだ。

「俺達の世代の龍仙士ドレイクを召喚したのは、当時の統とう帝ていだった〝鞍あん上じよう帝てい〟ってオッサンだ」

　鞍上帝──それはハルカの実の父親だ。

「あの日──忘れもしない。夏休みの真っ只ただ中なかだった」

　御園が遠い目をする。

「鞍上帝が死んだのさ」

　そう言って御園がフッと笑った。皮肉に塗まみれた醜みにくい自じ嘲ちようだった。

「俺はたまたま現実世界リアルにいたからなんともなかった。しかし鞍上帝の死の瞬間、オルンに〝ログイン〟していた連中は、根こそぎジ・エンドよ。そして学生寮は昏こん睡すい状態になったヤツラで溢あふれ返った」

　御園は当時のことを思いだし、身み震ぶるいする。学生寮に列をなす救急車。そしてマスコミや警察で、現場は一時大混乱に陥おちいった。しかし〝高校生集団昏倒事件〟の真相は結局謎なぞのままだった。当たり前である。〝被ひ害がい者しやは異世界から帰ってこられなくなった〟なんて話を信じる者がどこにいるだろう。

「すべての原因は鞍上帝の死だ──暗殺さ」

「暗殺!?」

　ジュノとリンが同時に声をあげる。

「犯人は〝クジャルク〟って男だ」

　御園が忌いま々いましそうにその名を吐はき出す。そして心底辛つらそうに眉を顰めた。

　しばし訪おとずれる沈ちん黙もく。御園の持つウイスキーのグラスから、カランと氷が溶とける音がした。

「いったい何者なの？　そいつは──」

「…………」

　その質問に御園は口をつぐむ。言いたくても言えない、そんなそぶりだった。

　やがて御園は何かを決断したらしく、ポケットの中をまさぐり出した。そして名めい刺し入れを取り出し、その中のカードを一枚、ジュノに手て渡わたした。

「ホラよ」

　ジュノがそれを手に取る。それは黒いカードだった。どこかの施し設せつの会員証らしい。しかしカードには店名などは一いつ切さいなく、ただ龍の図案だけが記き載さいされていた。

「調べたかったら自分で調べな」

　御園はそう言ってシングルモルトをグッと呷る。

「だが、覚かく悟ごしな。そこじゃ色いろ仕じ掛かけは通用しねェぞ」

　そう言って御園は再度、ジュノとリンを交互に見やる。

　その目にはまるで小動物のような、恐おそれと怯えの色が宿っていた。
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「またどこかのクラブの会員証かな？」

　リューイはジュノから受け取ったカードを眺ながめた。先ほど御園から手渡されたものだ。

　クラブ〝OUTER HEAVEN〟を出て、三人は深夜の路地を歩いていた。

「とにかく、次の手がかりがみつかったってことね」

　ジュノが言い、リューイから返して貰もらったカードをバッグにしまう。

「〝高校生集団昏倒事件〟か──」

　リューイは小さく呟つぶやく。

「その犠ぎ牲せい者しやの中に、兄さんもいたんだな……」

　そう、リューイの兄、雪虎もその鞍上帝暗殺によって現実世界で目覚めなくなった学生の一人だった。当時、リューイは田舎いなかの中学にいたが、そんな事件は聞いたことがなかった。ただ〝兄が意識不明になった〟という情報がもたらされただけだった。

「クジャルク──」

　リューイはジュノから聞いたその名を、小さく口の中で反はん芻すうする。

　黒こく猊げい将しよう軍ぐんとして〝パルミア戦せん役えき〟で活かつ躍やくした英えい雄ゆう。

　自らの召喚者であるハルカの父、鞍上帝を殺した犯人。

　そしてそれはつまりリューイの兄、雪虎を昏睡状態にした張本人でもあるということだ。

　クジャルク──そいつはいったい何者なのだろうか？

　そして彼の目的は──？

「それより、これからどうします？」

　リンが唐とう突とつにリューイとジュノの間に割って入る。

「始発まであと三時間もありますよ。どこかで時間を潰つぶさないと」

　時刻は二時を回っていた。こんな深夜に繁はん華か街がいを徘はい徊かいするのは生まれて初めてだった。

「せっかくだし、三人でラブホテルでもいきますか」

「な、なッ!?」

　リンの提案に、リューイとジュノが同時に絶句する。

「なななな何言ってんのよ！　バカッ！」

「勘違いしないでくださいよ～。別に何もしないですってば。三人だときっとビジネスホテルより安くつきますから。ザコ寝ねするだけですよ」

　リンがキョトンとした顔で、真っ赤な顔をしたジュノを面おも白しろそうに眺める。

「それにちょっと興味ありません？　いったことないでしょ？　ジュノ先せん輩ぱいも」

「あ、当たり前でしょっ!?」

　ジュノが怒ど鳴なる。リューイはとりあえずトボけるフリをして二人の会話を聞き流した。

「ちょっと失礼──」

　そのとき、路地裏の陰かげから三人の元に忍しのび寄る影があった。

　振ふり返ると、そこには長身の男がいた。見たこともない男だ。

　リューイたちは危険を感じ、反射的に体を硬かたくする。繁華街の深夜、ガラの悪い連中は山ほどいる。犯罪に巻きこまれるのだけは勘かん弁べんだった。

「君たち、さっきクラブで御園に会ったよね？」

　男が努めて優やさしそうな声でリューイたちに質問する。

　その顔は暗くてよく見えないが、姿はヨレヨレの黒いスーツだった。

「アナタ……誰ですか？　もしかして……私たちを、つけてきたの？」

　ジュノが警けい戒かいし、怪け訝げんな面おも持もちで言う。

「悪いようにはしない。御園に渡わたされたものを見せてくれないか？」

　そう言って男がジュノににじり寄る。男の声は優しいが、嫌いやと言わせぬ迫はく力りよくがあるように思えた。リューイはゴクリと唾つばを吞のみこんだ。

「逃にげるわよッ！」

　そのとき、ジュノが叫んだ。そして猫ねこのように体を丸めてダッシュする。ジュノは弾だん丸がんのように男の脇わきを猛もうスピードですり抜ぬけた。

「あ、コラ、まてッ！」

　男が叫び、体を反転する。そして手を伸のばし逃げるジュノの手首をガッシリと摑つかんだ。

「くっ！」

「御園といったい何を話した!?」

「ジュノッ！」

　そのとき男の頭にパッと赤い照明が灯ともった。と同時に、バカンと轟とどろく破は壊かい音。

　男の頭にネオンの光る看板が直ちよく撃げきしていた。それはリューイが振りあげて、力任せにぶつけたものだった。近くの閉店したラーメン屋の立て看板だ。

　見事脳天に命中し、さしもの男もひるんだ。膝ひざをつき腕うでの力を緩ゆるめジュノを解放する。

「いまだ！　ジュノ！」

　リューイはジュノの手を引っぱり、ダッシュで戦線離り脱だつする。

「ま、まてッ!!」

　男が叫ぶ。しかしその声は必死に逃げる二人の後方に遠く消えていった。
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「何者だ？　あいつ……」

　閉店したデパートの搬はん入にゆう口近くの路地に入り、リューイとジュノはあがった息を整える。

「わかんない。でも──」

　ジュノは弾はずむ息をそのままに、混乱する頭の中を整理しつつ話す。

「クラブにいるときから、私たちを見張っていた……何か目的があるのは間ま違ちがいないわ」

「まさか……僕たち以外で〝謎の龍仙士ドレイク〟たちを探さぐってる者が？」

　リューイがありえない、という顔でジュノを見る。

　ジュノは天を仰あおぎ、路地の隙すき間まから見える暗い空を見つめた。

「あ、リンは!?」

　リューイが気づく。逃げるのに夢中で忘れていた。ジュノは慌あわてて携けい帯たい電でん話わを出し、リンにコールした。そして電話口でリンと会話をする。

「大だい丈じよう夫ぶみたい。もう少ししたら、駅前ででも待ち合わせしましょう」

　ジュノの言葉にホッと胸を撫なで下ろすリューイ。

　そのとき、ジュノはリューイの足あし下もとを見て声をあげた。

「リューイ、怪け我がしてるじゃない！」

　見るとリューイの膝から血が出ていた。きっと逃げるときにどこかにぶつかって切ったのだろう。リューイも今気づいた。興奮していて、今までまったく痛みを感じていなかった。

「ちょっとまって！」

　ジュノがハンドバッグからハンカチを取り出す。

「だ、大丈夫だよ！」

　リューイは慌てて固辞するが、ジュノは問答無用でハンカチを傷口にあてがう。

「ごめんね、リューイ」

「君が謝ることじゃないだろ？」

　リューイはその場に体育座りをして、ジュノの傷の手当てに付き合った。

　ハンカチを巻いて縛しばり、ジュノが「よし」と頷うなずく。

「リューイにしては頑がん張ばったじゃない。なかなかカッコよかったよ」

　ジュノがそう言って、イタズラっぽい目でリューイを見て笑う。

「〝リューイにしては〟って何だよ！　どうせ僕は〝役立たず〟だよ～」

　リューイは口を尖とがらせて答える。ジュノは「アハハ、ごめんごめん」と笑った。

「お詫わびに何か、してあげるから」

　ジュノがリューイの前にしゃがみこみ、彼の目を見て言う。

「何かって……何だよ」

「何でも。リューイがしたいこと」

　ジュノがそう言って、イタズラっぽく笑って膝に頰ほお杖づえをつき、リューイの顔を覗のぞきこんだ。その拍ひよう子しに、ジュノのキャミソールの間から露あらわになった胸の谷間と、ミニスカートから覗く太ふと股ももの間に小さく空いた隙間が目に飛びこみ、リューイは顔を赤くして目をそらす。

「……じゃあ、お願いがあるんだ」

　リューイはジュノを見返し、意を決して呟く。

「……ケーキの作り方を教えてほしい」

「はぁ？」

　唐突な要望に、ジュノがガクッと頰杖していた腕を外す。

「ジュノ、この前、調理実習で作ったケーキくれたじゃないか。あれすごく美味おいしかったんだ。だからあの作り方を教えてよ」

　リューイの申し出に、ジュノは少々面めん食くらっていたが、やがてウンウンと頷いた。

「……ハルカね？」

「う──」

　図星、といわんばかりにリューイが動どう揺ようする。ジュノは「はぁ～」とため息をついた。

「なんで、女の子へのプレゼントの作り方を他ほかの女の子に聞くかなぁ……？」

　リューイに聞こえないように、ポツリと小さく呟くジュノ。

「しかも、よりにもよって、私……？」

　一いつ瞬しゆん、少女の顔が一いち抹まつの寂さびしさに曇くもった。

　しかしすぐにいつもの笑え顔がおに戻もどり、リューイの肩かたをポンポンと叩たたく。

「よ～し、わかったわ！　教えてしんぜよう！　ジュノちゃんの愛情たっぷりレシピ。ゆっくりたっぷりとね。明日でいい？」

「ありがとう！」

　リューイが晴れ晴れとした笑顔になる。ジュノの心中などまったく理解していない、どこまでも単純で鈍どん感かんなリューイであった。

「そのかわり、誕生日のデート、忘れないでよね！」

「デ、デ、デート!?　デートだったの!?」

　リューイがびっくりした顔でジュノを見る。

「てっきり、買い物に付き合うだけだと……」

　しどろもどろになるリューイを見て、ジュノはひきつった笑顔をしながら思った。

　男って、ホントに、鈍感──!!
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　どしゃぶりの雨が降り注ぎ、天には雷らい鳴めいが轟いていた。

　そこは断だん崖がいの渓けい谷こくに建つ寺院だった。底も見えない絶ぜつ壁ぺきの岩がん壁ぺきにへばりつくように建つ石造りの建物。およそ人の踏ふみいる余地もない僻へき地ちにその寺院──ヴェルナ寺院はあった。

　霊れい峰ほうクミトラ──〝ル神しん教きよう〟の聖地であり、古くから教えを求道する僧そう侶りよたちの修しゆ験げんの場となった霊れい山ざんである。

　ル神教は、初代統とう帝ていであり統国帝家の祖である龍りゆう祖そ・仙せん龍りゆう帝ていバータルと、その祖先で絶対無二の至高神、天主天てん龍りゆうを唯ゆい一いつ神とする宗教で、今や統国万ばん民みんが広く一いつ般ぱん的に信しん仰こうしている国教である。

　霊峰クミトラは統帝の御ご所しよである〝天空宮〟、ル神教総本院があり統国の政治の中心でもある聖都ディサからもほど近く、歴代統帝の陵りよう墓ぼが並ぶ王家の谷〝臥が龍りよう渓けい〟を抱いだく、まさしく統国の心臓部分に位置する要地だった。

　豪ごう雨う降りしきるその日、ヴェルナ寺院の朽くちた門もん扉ぴに二人の男が現れた。

「信じられんな」

　男の一人が小さく呟つぶやく。それは前を歩く男に向かって投げかけた言葉だった。

「パルミアから統帝領まで、馬ならひと月の旅だ。それを一瞬で移動できるとは」

「それが龍仙士ドレイクの能力ってヤツよ！」

　前を歩く男がそう言って低く笑う。そして男を寺院の中へと案内した。

「ボスが中で待ってるぜェ」

「ボス？　貴様ら一派の頭目という意味か？」

　その言葉にフフフと小さく笑い、男はボロボロになった重い門扉をギギギとこじ開けた。




　中は大きな空間になっていた。元々は礼拝堂だったのだろう。

　壁かべはなく吹ふき曝さらしになっており、室内からも断崖の風景がよく見える。

　男は案内されるまま、その大ホールの中央へと歩み寄った。

「良くきた。〝匪ひ王おう〟──」

　不意に声がホールに反はん響きようした。男はびっくりして声の方を見やる。

　雷鳴と稲いな光びかりに照らされるように、礼拝堂の上座には一つのシルエットが佇たたずんでいた。

　この男が──龍仙士ドレイクの〝ボス〟か？

〝匪王〟と呼ばれた男は目を凝こらす。しかし逆光で、相手の顔は見えない。

「口のきき方に気をつけろ。世はアヴァール王だぞ」

　男が答え、雨あま除よけの外套マントのフードを取り去る。

　男はアヴァール王ビスキスだった。彼はつい今しがたまで、パルミア辺境のアヴァール軍を指揮し、陣じん中ちゆうに滞たい在ざいしていた。そこで突とつ然ぜん現れた一人の龍仙士ドレイクを名乗る男に呼び出されたのだ。

「カルマパの能力は〝空間歪わい曲きよく〟──時空を捻じ曲げ、一瞬にしていろいろな場所に自由に行き来できる」

　その声に、ビスキスを案内した男もフードを取って顔を見せる。

　彼の名は龍仙士ドレイクカルマパ。若く瘦やせた小男だ。

「パルミア軍相手に苦戦しているようだな。ビスキス」

　シルエットが言った。低くくぐもった声を出す。

「龍哭塞の龍仙士ドレイクは想像を絶するほど強かろう」

「勇み足で出しゆつ陣じんしたはいいが、敵が怖こわくて立ち往生かい？　まったくとんだ道どう化けだな！」

　男の言葉を継つぐように、カルマパがビスキスに言う。挑ちよう発はつするような口調だった。

「それがどうした」

　ビスキスがカルマパとシルエットの男を交こう互ごに睨にらむ。

　しかし、その言葉は図星だった。

　ビスキス率いるアヴァール軍は、統国最強ともいえる布ふ陣じんをもってパルミア軍に陽動、包囲、確固撃げき破はをかけた。それは兵学の教科書に記き載さいしても申し分ないほどの完かん璧ぺきな軍略だった。戦わずして勝利は十中八九、アヴァール軍の掌しよう中ちゆうにあったはずだ。

　しかし、その戦せん況きようは一変した。

　緒しよ戦せん、そして連続する局地的な包囲戦で、アヴァール軍は想定外の敗北を喫きつしたのだ。

　それもすべては忌いま々いましいあのガキども──龍哭塞からやってきた七人の龍仙士ドレイクが原因だ。

　正直、その強さはビスキスの予想をはるかに超こえていた。

　龍仙士ドレイクはまさに悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとき強さだったのだ。

　その力は少なく見積もっても龍仙士ドレイク一人で、三千の兵力に匹ひつ敵てきする。

　たとえ拮きつ抗こうした戦況でも、戦線に龍仙士ドレイクが一人でも投入されれば、あっというまに戦局は覆くつがえってしまう。戦せん闘とう中、敵の龍仙士ドレイクの一人が「いえ～い！　まさに無む双そう状態！」と意味不明の言葉を叫さけんでいたが、まさしく彼らは天下無双、一いつ騎き当とう千せんの猛者もさだったのだ。

「おやおや、どうしたい？　らしくないぜ、匪王さんよ」

「黙だまれ。そもそも貴様らは何者だ？　どこの軍に所属している!?」

　ビスキスが怒いかりをこめて言い放つ。

「あまり熱くなるなってば。男前が台無しだぞ。ビスキスさんよ」

　カルマパが道化師のような猫ねこなで声で、熱血するビスキスを窘たしなめる。

　そのとき、急にシルエットの男が腕うでを振ふりあげた。

「おまえに天下をくれてやる。ビスキス──」

　その言葉に、ビスキスの目が驚おどろきに裂さけんばかりに開かれる。

「なんだと……!?」

　呆ぼう然ぜんとするビスキスの反応に、沈ちん黙もくをもって反応するシルエットの男。

「カルマパ。バルガを呼べ。おまえが待ち焦こがれた戦いくさの出番だと伝えろ」

　男の命令に、カルマパが「あいよ～」といって引き下がる。

　一方、ビスキスは男の口から出た名前に、顔面を蒼そう白はくにして唇くちびるを震ふるわした。

「バルガ!?　バルガだと!?」

　ビスキスが再び目を見開き、柳りゆう眉びを歪ゆがめて額に玉の汗あせを浮うかべる。

「も、もしや……あの〝辺境の悪鬼〟狂きよう将しようバルガか!?」

　その名前をビスキスは知っていた。いや、およそ統国の民たみで知らない者はいないだろう。

　十数年前、北方異民族の侵しん入にゆうにより巻き起こった戦争〝パルミア戦せん役えき〟。その戦場で、まるで鬼き神しんの如ごとく死体の山を築いた一人の将軍がいた。

　落とした城の数は百を超え、殺した兵の数は万を超える。その戦いは暴ぼう虐ぎやくにして非道。軍事作戦をも無視し、己おのれの快楽と本能のままに虐ぎやく殺さつの限りをつくすその無法の将軍。敵はおろか、味方さえも震えあがる、戦場の生ける伝説──。

　ついた渾あだ名なが〝辺境の悪鬼〟〝北辺の魔ま狼ろう〟──狂将バルガ。

「い、生きていたのか!?」

　ビスキスが興奮冷めやらぬといった口調で男に言う。

　男はビスキスの反応に、満足そうに小さく頷うなずいた。

「おまえは……いったい……何者なんだ!?」

　ビスキスが震える唇で男に聞く。

「黒猊将軍──かつてはそう呼ばれていたこともある」

　そのとき、ビスキスはハッと思い出した。

　かつて何なん人ぴとの命令をも聞かぬ狂将バルガを戦場にて御ぎよし、従わせた男が二人だけいたと。

　一人は、白びやく天てん旗き幟し兵へい団だんを率いる常勝不敗の名将、白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラル。

　そしてもう一人は──。

　男がそう呟いた瞬しゆん間かん、天に稲光が走った。

　ドカンと落らく雷らいの轟ごう音おんが木こ霊だまし、周囲が一瞬、青白い光に照らされる。

　そしてビスキスは見た。その雷らい光こうに浮かびあがった男の全身を。

　男は全身装甲鎧フルプレート・アーマーを着ていた。そう、白琥将軍サーラルと同じ板金の甲かつ冑ちゆうだ。

　しかしその色は黒。闇やみのごとき漆しつ黒こく──。

　そしてその鎧よろいの胸には紋もん章しようが彫ほりこまれていた。紋章の図案は──吼ほえる黒くろ獅じ子し！

「クジャルク!?　馬ば鹿かな！　おまえがあの伝説の将軍だというのか!?」

　ビスキスは、呻うめくようにその名を吐はきだす。

〝パルミア戦役〟伝説の英えい雄ゆう。統とう天てん五ご旗き将しようが一角、黒猊将軍クジャルク──。

　名前を呼ばれた黒装の男は、ビスキスの問いかけに沈黙をもって返答し、そしてガシャンと漆黒の脚きやつ甲こうを鳴らして踵きびすを返した。








　第五章　いきなりジタイは危急存亡!?







「そろそろ潮時だ！　いったん退ひくぞ、サク！」

　疾しつ駆くする少年が手た綱づなを引いて馬首を返し、近くにいた戦友に叫んだ。

「おお？　マジかよ！　もう少しで完全勝利だぜ!?」

　その呼びかけに、その戦友──サクが残念そうに声を張りあげる。

「深追いするな！　俺たちの目的は敵の殲せん滅めつじゃない。あくまで包囲の攪かく乱らんだ！」

　馬上の少年がそう理由を説明すると、サクはチッと小さく舌打ちした。

「わかったよ！　おりゃあああああッ！」

　言葉と同時にサクは両の掌てのひらに〝光〟を錬れん成せいする。そして向かってくる敵軍の雑ざつ踏とうの真っ只ただ中なかに、無造作にその光こう弾だんを投げ入れた。

　激しい爆ばく音おんとともに吹き飛ぶ敵兵たち。

　サクの龍仙具アトリビユート〝錬光環レンコウカン〟の威い力りよくは相変わらず絶大だった。

「いくぞ！　アキラ！」

　サクは先ほどの光弾の一発で、追い立てる敵軍の足が止まったことを確かく認にんし、素す早ばやく馬に飛び乗った。そして隣となりにいる戦友のアキラと並走し、馬を隘あい路ろへと突とつ入にゆうさせる。

　二人はパルミア遠えん征せい軍の別動隊百騎きを率い、その殿しんがりを務めているところだった。

　別動隊は龍りゆう哭こく塞さい軍の中から選えりすぐられた機動龍騎兵団ドラグーンだった。彼らは精せい悍かんな駿しゆん馬めとヨギの開発したマスケット銃じゆうが支給された、まさしくパルミア軍の選せん抜ばつ精せい鋭えい部隊である。そしてその指揮は二人の龍仙士ドレイクが担当している。

「隘路を抜ぬけたら各小隊ごとに散開！　前方の林の先で落ち合おう、サク！」

　脱だつ兎とのごとく敵の包ほう囲い網もうから離り脱だつしつつ、馬上でアキラと呼ばれた龍仙士ドレイクがサクに言う。

　アキラは高校二年の寮りよう生せいで〝水曜隊チーム・サーペント〟に所属する龍仙士ドレイクだ。つまり、サクやトモエと同様、今回の遠征軍に抜ばつ擢てきされた七人の龍仙士ドレイクのうちの一人である。

　サクとアキラは龍哭塞で一二を争う最強の龍仙具アトリビユートを持ち、今回の遠征では何かとコンビで作戦にあたることが多い。

「これだけ叩たたけば、半日──いや丸一日は時間が稼かせげたな！」

　アキラの言葉にサクが頷き「余よ裕ゆうだぜ！」と親指を立てて笑う。

　二人の率いる機動龍騎兵団ドラグーンの今回の任務は、全軍の速すみやかな撤てつ退たい作戦の補ほ佐さにあった。

　五日前、パルミア軍五千余は、着実に形成されつつあるアヴァール軍の包囲網を突とつ破ぱすべくラツェッタからの脱だつ出しゆつを試みた。

　サクとアキラが率いる機動龍騎兵団ドラグーンの任務は、敵の指揮系統を混乱させ、敵包囲網の完成を妨ぼう害がいする時間稼ぎ。そして自軍退たい却きやくのための活路を穿うがつための楔くさびになることだった。

「全員、襲しゆう歩ほだ！　タシュケルクまで休みなしで飛ばすぜ！」

　サクが前方を走る機動龍騎兵団ドラグーン第一小隊の皆みなに命令する。

　現在、パルミア軍本隊はラツェッタ東方の地、タシュケルクにあった。そこは回かい廊ろうの出口にあたる場所だ。そこを越こえれば、自軍は地形的不利な状じよう況きようを打破することができる。

　作戦成功を早く本隊に知らせ、しかるのち速やかな撤退行動によってタシュケルクを離脱すること。そこまで果たされて初めてサクたちの作戦は完かん遂すいされるのだ。

　サクは再びアキラと合流すべく、馬を林の入り口へと向けた。

　瞬間、林の中から一いつ斉せいに何十羽ぱもの鳥が空に飛び立った。

「おい、どうした!?　アキラ！」

　林を抜けてやってくるはずの相棒の龍仙士ドレイクの名を呼び、サクが馬首を返す。

　しかし返事はなかった。

　アキラはおろか、彼に従っていた二十騎の機動龍騎兵団ドラグーン第二小隊の姿も見えない。

「サク殿どの、もしやアキラ殿の小隊に何か不測の事態が──？」

　いつまで経たってもやってこないアキラに痺しびれを切らし、近くの騎き兵へい隊員がサクに言う。

「ああ。様子見てくる。ちょっとまってろ」

　サクがそう言って、馬に拍はく車しやをかけ林の中に立ち入った。

　その瞬間──ドオンと激しい衝しよう撃げき音がサクたち機動龍騎兵団ドラグーン第一小隊の間に駆かけ抜けた。

　地じ震しんか雷らい鳴めいか。サクは一いつ瞬しゆん、それが何なのかまったく理解できなかった。

　しばし茫ぼう然ぜんとする。しかし次の瞬間、林の中でにわかに巻き起こった悲鳴を聞いて、サクはハッと我に返った。

「ど、どうしたッ!?」

　彼が林の中で見た光景は、まさに地じ獄ごく絵え図ずだったのだ。

「うッ──」

　サクはおもわず顔をそむける。そして強きよう烈れつな吐き気に襲おそわれた。人、馬、そこにいたすべての生物が、もはや生前の姿を止とどめていなかった。つい先ほどまでアキラに従っていた機動龍騎兵団ドラグーン第二小隊が、そこには惨むごたらしい死体となって転がっていたのだ。

「サク……」

　小さなうめき声が聞こえた。それは、馬の下した敷じきになって倒たおれているアキラだった。

「アキラ!?　これはいったいッ!?」

　サクが馬から飛び下りアキラの元に駆け寄る。アキラも重体だった。顔は血に塗まみれ、背中には深い傷が残っている。それは致ち命めい傷しようだった。

「どうなってんだ!?　おまえほどの奴やつが──」

　サクがアキラの手を握にぎる。脂あぶら汗あせが全身から噴ふき出し、唇がワナワナと震えた。

　アキラは龍哭塞でも最強の部類に入る龍仙士ドレイク。おそらくサクの〝錬光環〟とやりあっても一歩も引けをとらないだろう。そんな無敵なはずの男が、サクが目を離はなした隙すきに一瞬で屠ほふられるとは──!?

「サク……逃にげろ……早く……」

　アキラが虫の息で呟つぶやき、サクの手を握り返す。その手に力はなかった。

「ば……化け物だ……あいつ……いったい……何者……」

「化け物だと!?」

　アキラの言葉にサクは眉まゆを顰ひそめる。にわかに信じられなかった。

「立てるか……？」

「サ、サク！　俺に構うな！　逃にげろッ!!」

　サクの手を払はらいアキラが叫さけんだ。最後の力を振ふり絞しぼった絶ぜつ叫きようだった。

　逡しゆん巡じゆんするサク。しかし彼の迷いは長くは続かなかった。

「……………!!」

　次の瞬間、サクは戦せん慄りつした。それは激しい殺気だった。喉のどの奥に氷柱つららを突つっこまれたような、背筋も凍こおる激しい殺気──。

　林の奥に、何かがいる──!?

「……やわだな……最近の龍仙士ドレイクは……」

　低くくぐもった声がした。そして雑木の中から浮うかびあがるシルエット。

　それは確かに化け物と形容すべき巨きよ大だいな影かげだった。

「ほぅ、おまえも龍仙士ドレイクか──？」

　その声を聞いた瞬間、サクは反射的に両手に〝錬光環〟の光弾を錬成していた。

「はあああああッ！」

　そして有う無むをいわさず、雑木林の中にその光弾を打ちこむ。

　ドオンと爆ばく発はつがおき、林が吹き飛んだ。周囲の木々がメキメキと薙なぎ倒される。

「い、いくぞッ！」

　サクは思わず声を上ずらせ、すぐさま踵を返して繫つないだ馬の元へと走り去る。

　それは本能的な恐きよう怖ふだった。高校生のサクにとって、林の闇に潜ひそんでいたそれは、今まで出会ったこともないような凶きよう悪あくで邪じや悪あくな存在だった。

　もはや、その正体を確認する余裕さえ、サクにはなかった。

　とにかく攻こう撃げきする。それ以外に彼の戦慄を宥なだめる術すべはなかったのである。

「じ、冗じよう談だんじゃねェ──この俺が尻しつ尾ぽを巻いて逃げるだと!?」

　サクが吐き捨すてるように独り言ごつ。

　しかし、彼は馬に跨またがるその足がガクガクと震ふるえていることに気づき、愕がく然ぜんとなった。

「退却だッ！　逃げんぞ！　早くッ！」

　上ずった声で全軍に退却命令を下す。そして一路、機動龍騎兵団ドラグーンは脱兎のごとく仲間の待つタシュケルクまで逃とう走そうを開始した。

「すまん──アキラ！　仇かたきは……仇はゼッテー討うつからな！」

　馬上で、サクはブツブツと何度も呟く。

　勇んで〝錬光環〟をブチこんだが、手て応ごたえはまるでなかった。仕留めたとは思えない。

「何なんだ!?　いったい、あいつは──」

　手綱を握る手は、恐怖によっていつまでも小刻みに震えていた。
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「アキラが死んだだと!?　バカな──」

　いつもは氷のように冷静なトモエだったが、そのニュースを聞いた瞬しゆん間かん、さすがの彼女も驚おどろきに目を見開き、思わず椅い子すから立ちあがっていた。

　ラツェッタ県東部、タシュケルク。

　作戦先から帰き還かんしたサクのもたらした情報に、パルミア軍は震えあがった。

　一いつ騎き当とう千せんの龍仙士ドレイクをいとも簡単に屠った謎なぞの敵──。

　トモエは立ちあがった状態で何やら深く思案を始める。

「おい、生徒会長？　大だい丈じよう夫ぶなのかよ!?」

　サクがトモエに食ってかかる。トモエは冷ややかな流し目をサクに向けた。

「もしや、敵軍に我々と敵対する龍仙士ドレイクがいるということか……？」

「バ、バカな──マジかよ!?」

　トモエの推理に、サクが驚きに言葉を失う。

　しかしサク自身、実は彼女のその言葉を半ば予想していた。なぜなら彼はその身で確かに経験したのだ。あの恐怖と戦慄──あれは並の人間によるものではない。

　このオルンにモンスターがいないのなら、間ま違ちがいない。アキラを殺した奴は人を超こえた力を持つ者だ。それはすなわち──龍仙士ドレイク。

「この戦い、そうやすやすとは勝たせてはもらえないようだな──」

　トモエが小さく呟く。

　遠征の期日はあと十五日、現実リアルでは三日。それまでに、なんとしてもアヴァール軍に勝利し、一人でも多い兵を生かして龍哭塞に凱がい旋せんする。

　生徒会長である彼女の双そう肩けんに、龍哭塞──いや、パルミアの命運がかかっていた。

「大変です！」

　そのとき、陣じん幕まくに一人の兵士が飛びこんできた。兵士は斥せつ候こうだった。

　トモエ以下、その場に会かいした各部隊の隊長の間に緊きん張ちようが走る。

「どうした!?」

「て、敵軍です。夥おびただしい数のアヴァール軍が方々の丘おかの上に──!!」

　兵は喉を嗄からし火急の報告を伝える。その言葉に一同が騒そう然ぜんとなった。

「遅おそかったか──！」

　トモエが唇くちびるを嚙かむ。サクの攪かく乱らん作戦は水すい泡ほうに帰した。

　こちらの退却に先立ち、アヴァール軍は予想をはるかに上回る神速で、その包囲の布ふ陣じんを完成していたのである。退却の機会は消しよう滅めつした。ここタシュケルクに駐ちゆう屯とんするパルミア軍五千余は、まさに今、アヴァール軍一万五千によって包囲されたのだ。

　地の利を奪うばわれた上に敵は三倍の兵力。パルミア軍はまさに絶体絶命だった。

「アヴァール王ビスキス、たいした男だ。我々の裏をかくとは──〝匪ひ王おう〟の名は伊達だてじゃないということか」

「感心してる場合じゃねェだろ!?」

　サクが慌あわててトモエに抗こう議ぎする。トモエは軍議の場にいる隊長たちを見み渡わたして言った。

「兵士全員に交代で充じゆう分ぶんな食事と睡すい眠みんをとらせよ。明日の払ふつ暁ぎようにはここは戦場となる」

　トモエは全軍に号令を発し、バサリと外套マントを翻ひるがえして、陣幕を後にした。

　遠えん征せいの勝敗を決する天王山の戦いは、すぐ間近に迫せまっていた。
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「できた！」

　リューイはふうと汗あせを拭ぬぐい、目の前にあるものを満足そうに見やった。

　場所は龍哭塞。〝龍仙士ドレイクの塔とう〟にある厨ちゆう房ぼう。時刻は現実世界で月曜の未明。

　そこでリューイは黙もく々もくと、徹てつ夜やである行こう為いに没ぼつ頭とうしていた。

　食料庫を管理する糧りよう秣まつ支し廠しよう隊長から無理を言って分けてもらった砂糖と卵と小麦粉、そして乳。作るものはもちろん、ハルカにプレゼントするケーキだった。

　カラバリクから物資が補給されたとはいえ、龍哭塞に備び蓄ちくされている食しよく糧りようは量も種類もまだまだ少ない。砂糖はテンサイの根から抽ちゆう出しゆつしたものだし、乳は牛ではなく山羊やぎの乳である。その中でリューイはなんとか工く夫ふうをして、ジュノから教えて貰もらったレシピを頼たよりに〝ケーキっぽいもの〟を完成させた。

　なかなか苦難の道だった。なんといっても一番大変だったのは生クリーム製作だ。現実世界ではスーパーマーケットで簡単に手に入るものなのに、こちらの世界では、わざわざ乳に加熱や冷れい却きやくなどのたくさんの工程を施ほどこし精製しなくてはならなかったのだ。もちろん電動のハンドミキサーなんてものもないから、泡あわ立だてのための撹かく拌はんも体力勝負である。

「ちょっと、見た目は悪いけど……」

　リューイは苦く笑しようしながら、完成したそれを眺ながめる。ケーキというにはあまりに歪いびつな出来だった。市し販はんのものとは比べものにならない。

　でも味は保証するぞ！

　そう自分に言い聞かせ、リューイはペロリとクリームを味見する。

「……まぁ、甘いし、大丈夫！」

　リューイはその〝ケーキっぽいもの〟を早さつ速そくハルカに食べさせようと厨房を飛び出した。




　ハルカの私室には今夜もまた、煌こう々こうと灯あかりがともされていた。

　彼女は連日連夜、寝ねずの激務を行っているのだろう。

「リューイさん！」

　リューイの姿を確かく認にんしたハルカは、いつもと変わらぬ笑え顔がおで彼を部屋に招き入れる。

　机に向かう彼女の顔を見て、改めてリューイはギョッと目を開いた。

　一目でわかるほど、彼女は憔しよう悴すいしていた。

　激務はかれこれ半月に及およぶ。さすがに彼女も体力の限界だろう。

「ハルカ、駄だ目めじゃないか！　ちゃんと寝ないと──」

　リューイは彼女の身を案じ、咎とがめるように語気を荒あららげる。

　それに対しハルカは「すいません」と申し訳なさそうに謝った。

「遠征中のサクさんや兵士の皆みなのことを案じると、なかなか寝ね付つけなくて……」

　そう言ってハルカがションボリとした顔になる。

「でも、もし君が倒たおれたりしたら、それこそサクたちが戦う意味がなくなっちゃうよ」

　リューイはハルカの目の前まで歩み寄り、努めてやさしくそう告げた。

「そうですね。自重します」

　ハルカは小さく答え、隈くまのできた大きな目に微笑ほほえみの光を浮かべた。

「ハルカ……これ……」

　リューイは意を決し、手に持っていたものを机の上に置く。

「これは……何ですか？」

　ハルカが、不思議そうな顔でリューイの顔とそれを交こう互ごに見やる。

「この前、言っていたケーキ……一応ね」

　リューイは照れながらそう言った。

「まぁ！」

　ハルカが驚いて目を見開いた。そしてその〝ケーキっぽいもの〟をまじまじと見る。

「もしかして、リューイさんが作ったのですか!?」

　その言葉に、リューイは頭を搔かいて照れながら「うん」と答える。

「すごい!!」

　ハルカが驚きよう愕がくする。そして食い入るように机に置かれたケーキを見つめた。

「あまり美味おいしくないかもだけど。君に食べて欲しくて」

　リューイが照れくささを誤ご魔ま化かしつつ、はにかみ笑いをする。

「……あれ？　ハルカ？」

　ふと、リューイはハルカの様子がいつもと違ちがうことに気づいた。

　彼女が顔を伏ふせ、小刻みに肩かたを小さく震わせていたのだ。

「だ、大丈夫!?　ハルカ──」

「あ、あれ……？　すいません」

　彼女は泣いていた。あまりの感激に、その大きな瞳ひとみからポロポロと珠たまのような涙なみだがこぼれていたのだ。彼女本人も、不意にこみあげた涙に戸と惑まどっているようだった。

「ごめんなさい……つい嬉うれしくて……」

　ハルカは慌てて指先で涙を拭い、リューイに泣き笑いをしてみせる。

「ケーキ、美味しそうです！　とても！」

　そう言ってハルカは笑った。それは疲ひ労ろうした彼女が見せる久しぶりの心からの笑顔だった。リューイも彼女のその表情に、満足そうに頷うなずいてみせる。

　よかった──。

　リューイは素す直なおにそう思った。最近、龍哭塞は対外戦争に明け暮れ、殺さつ伐ばつとした空気が漂ただよっていた。今までのような和わ気き藹あい々あいとした空気はすでにない。

　ハルカも同様だった。激務と重責によって、日が経たつにつれ次し第だいに失われていきつつある彼女の笑顔を、リューイはやっと取り戻もどせたと確信した。

「リューイさん──」

　ふと、ハルカがリューイの顔を覗のぞきこむ。

　その表情に、リューイはドキッと胸をはずませ、唾つばをゴクリと飲みこむ。

　涙と疲労で彼女の目が潤うるんでいた。長い睫まつげは濡ぬれ、碧あおい瞳がキラキラと輝かがやいている。

「……リューイさんは、どうしてそんなに優やさしいのですか？」

　ハルカが小さく、吐と息いき混じりにリューイに呟つぶやく。

「いつも、私のことを気にかけてくれて……私のお願いやわがままを、嫌いやな顔一つせずに何でも聞いてくれて……どうしてそんなに優しいのですか？」

「どうしてって……きまってるじゃないか──」

〝君が好きだから〟

　リューイは頭に浮うかんだ言葉をグッと吞のみこむ。

　その言葉を言えたら苦労はしない。リューイは内心、自らの度胸のなさに辟へき易えきする。

「リューイさん、聞いてくれますか？　私の正直な……気持ち……」

　ふと、ハルカがそう言って目を伏せた。

「正直な気持ち？」

　ハルカは「はい」と返事をして、書類の積まれた机をチラリと見やる。

「正直に言います。私、こんな仕事したくないです。それにパルミアの領土も、爵しやく位いも、地位や名めい誉よなど、別に欲しくなんかありません」

　ハルカは憂うれいをこめた瞳をリューイに向ける。

「私の願いは皆の笑顔。そして万ばん民みんが幸せに暮らせる世を作ること。でも、実は──」

「実は？」

　そのとき、バン！と何を思ったか、ハルカが机を乱暴に強く叩たたいた。

　ビクッと驚おどろいて反応するリューイ。バサバサと机の上の書類が床ゆかへと散乱する。

「そんなの噓うそです。噓なんです！」

　ハルカが叫さけんだ。その言葉、そして乱暴な行動。いつもは温おん厚こうな彼女の突とつ然ぜんの暴挙を、リューイはにわかに信じられなかった。

「私は本心から、そんなものを求めてなんかいない──」

　そう言い放つハルカの頰ほおに、再び涙が零こぼれる。

「私の中にもう一人の自分がいるんです。いやらしく意地悪な自分──その自分が私に言うんです。他人の幸せなど願って何になる？　それは偽ぎ善ぜんに満ちた欺ぎ瞞まんだと」

　ハルカは眉み間けんに皺しわを寄せ、唇を強く嚙む。

「もう……疲つかれました」

　ハルカが小さくそう呟く。その言葉は重く、深い諦てい観かんだった。

「今すぐ逃にげ出したい。この場所から──この世界から──」

「ハルカ──」

　リューイが彼女を気き遣づかい小さく声をかけた瞬しゆん間かん──。

「リューイさん！」

　不意にハルカがリューイへと振ふり向いた。その顔は、いつもの大人しいハルカとは思えないほどの激情に取り憑つかれていた。

「私を異世界につれていってください！　今すぐ！」

　ハルカが声を嗄からして叫ぶ。そして嗚お咽えつした。

　今まで張はり詰つめていた、彼女の中にある緊張の糸がプツリと切れた瞬間だった。

　それは彼女の為い政せい者しやとしての重責、そして強すぎる責任感、そして誰だれよりも真しん摯しで真面まじ目めな性格、彼女の内外に存在するあらゆる呪じゆ縛ばくによって極限まで張り詰めた糸だった。

　今、ハルカはリューイという存在を前に、一人の少女となって泣いた。
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　嗚咽する彼女は、他ほかの誰とも変わらない、か弱く華きや奢しやな、十六歳のただの少女だった。

　パシン──そのとき、リューイの右手に蒼あおい閃せん光こうが走った。

〝龍帝珠リユウテイジユ〟だった。

　ハルカが嗚咽しリューイにすがって抱だきついたことで、彼の龍仙具アトリビユートが反応したのだ。

　その光と衝しよう撃げきにより弾はじかれ、ハルカはハッと我に返る。

「ご、ごめんなさい……リューイさん……」

　ハルカは自らの御ぎよしきれぬ感情の吐と露ろに、激しい自己嫌けん悪おに塗まみれて取り乱す。

「……恥はずかしい……私、どうかしていました……」

「……逃げてもいいと思う」

　ふと、リューイが呟いた。

「えっ？」

　ハルカが目を見開き、リューイの顔を見やる。

「この世界は、君には残ざん酷こくすぎる」

　リューイはそう言ってハァと息を吐はき、天を仰あおいだ。

「約束だ。ハルカ」

　リューイはハルカの瞳をみつめる。その顔には、凛り々りしい決意の色が浮かんでいた。

「いつかきっと、君を現実世界リアルへと招待する。なんとしても。絶対に──」

　冗じよう談だんでも、気休めでもない。その方法は皆かい目もく見当もつかないが、それは彼が決意した〝夢〟だった。彼が命を賭かけてでも果たすべき、大いなる〝夢〟──。

〝夢〟は叶かなえなくては意味がない。

「リューイさん……」

　彼の決意を理解し、ハルカが強く頷いた。その目に涙はもうない。

　そして二人は見つめ合った。永い間、ずっと、ずっと。

　濃のう密みつな夜の闇やみが、二人の視線と体を包み、ゆっくりと夜の闇へと溶とかしていった。




「……食べていいですか？　ケーキ……」

　永い沈ちん黙もくののち、ハルカが呟いた。そして机に置かれたケーキを見やる。

「あ、ああ。もちろん！」

　リューイの顔がにわかに明るくなった。そして慌あわてて彼女に試食を促うながす。

「ど、どうやって食べればいいですか？」

　ハルカが戸惑う。リューイは「しまった！」と小さく舌打ちする。

　そういえばフォークを用意していなかったのだ。

「手て摑づかみで丸まる齧かじりしたらいいよ」

　ハルカは「はい！」と返事し、はりきってケーキを手摑みする。

「いただきます！」

　そして小さな口をめいっぱい広げて、ケーキにパクリと齧りついた。

　その瞬間──。

　ケーキはハルカの口に入ることなく床に落ちた。ベチャッと飛び散る生クリーム。

「あッ──」

　リューイが絶句した。一いつ瞬しゆんの出来事に意味が分からず、しばし茫ぼう然ぜんとなる。

　ハルカの姿が、忽こつ然ぜんと目の前から消えていたのだ。床に落ちたケーキを残して。

「きゃ──ッ!!」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、部屋に悲鳴が木こ霊だました。ハルカの悲鳴だった。

　リューイはハッと我に返り、焦あせって周囲を見回す。

　すると彼の視界にありえない異物が飛びこんできた。

　それは部屋の隅すみに立つ人ひと影かげだった。

　ハルカとリューイ以外に、もう一人。部屋に何者かが侵しん入にゆうしていたのだ！

　い、いつの間に──!?

「リューイさん!!」

　ハルカが叫んだ。彼女は部屋の隅で、その影と共にいた。

「ハルカ!!」

　信じられない。部屋には二人だけだったはすだ。

　しかし忽然と姿を現したその影は、まるで疾しつ風ぷうのように彼女を虜とりこにしたのだ。

「リューイさん!!　助けて──」

　そう言った瞬間、ハルカの顔が苦痛に歪ゆがむ。ハルカは腕うでを後ろ手に回され、影によって締しめあげられていた。少女の細ほそ腕うででは、その力から抜ぬけ出すことはできないだろう。

「ひゃはッ！　チョロイぜ！」

　影が叫んだ。そしてハルカを束そく縛ばくしたまま部屋を飛び出す。

「ま、待てッ！」

　リューイは叫び、全速力でその後を追った。

「ハルカッ！」

　少女を拘こう束そくしながらも、影の逃げ足は恐おそろしく速かった。

　ハルカの私室から暗い廊ろう下かへ。まるで疾風のごとく逃げ去っていく。

「何事だ!?」

　リューイが廊下に出ると、隣となりの部屋に詰めていた兵士たちがにわかに廊下へ躍おどり出す。

　その中にはハルカの護衛隊長、アルディエルの姿もあった。

「ハルカが──」

　リューイが声を嗄らし、叫ぼうとした瞬間、彼とアルディエルの視線が交こう錯さくする。

　そのアイコンタクトによって、アルディエルはすべてを察したようだった。

「追え！　おいこめ！」

　彼女は部下の兵士に檄げきを飛ばし、自身は廊下を走っていく。リューイもそれに続いた。

「西の塔とうだ！　賊ぞくを包囲しろ！」

　そう言いながらアルディエルは腰こしの剣けんを抜き放ち、階段を駆かけあがる。

　ハルカを連れ去った賊は暗い廊下を滑かつ走そうし、そのまま城じよう塞さい西側の塔へと逃げこんだらしかった。そこは出口である城門とは反対方向、袋ふくろ小こう路じだ。

　リューイとアルディエルは並んで、塔の頂上へとつながる螺ら旋せん階段を駆けあがる。

　そして、賊が逃げこんだであろう塔の最上階にある部屋の扉とびらを蹴け破やぶった。

「ハルカ！」

　部屋に躍りこむなり、リューイが叫んだ。

　そこには予想通り、ハルカを拘束した賊がいた。

　賊はリューイとアルディエルの姿を見て、不敵な笑えみを浮かべる。

「リューイさん！」

　腕を後ろ手に捻ねじりあげられ、苦痛に歪んだ顔でハルカが叫ぶ。

　アルディエルとリューイは、賊に襲おそいかかろうと逸はやる身を止とどめ、必死に踏ふみ留とどまる。

「観念しろ！　もう逃げ場はない！」

　アルディエルが叫ぶ。そして手に持った白はく刃じんをキラリと光らせた。

「殿でん下かを解放しろ！　さもなくばこの場で切り捨て、塔から捨て落とす！」

　アルディエルの怒ど声せいには、有う無むを言わせぬ気き迫はくがこもっていた。

　そのままジリジリとにじり寄り、賊を壁かべ際ぎわへと追い詰めるアルディエル。

「ヒャハッ、動くなッ！」

　賊が叫んだ。絶体絶命の状態に拘かかわらず、その口調はおどけたように軽い。

「悪いが、アンタらの思い通りにはいかないんだなァ～、コレが」

　賊が不快な高音で笑う。アルディエルが「何!?」と訝いぶかしげな声をあげた。

　そのとき賊が、不意に懐ふところから何かを取り出した。

　それは筆だった。万年筆のような、小さな鉄製のペンだ。

　何を思ったか、賊はその筆で背後の壁にぐるりと大きな円を描えがき出した。

　予想外の行動にアルディエルとリューイ以下、賊を包囲する兵士たちが一瞬、固まる。

「龍仙具アトリビユート〝異相筆イソウヒツ〟！」

　そう賊が叫さけんだ瞬間、リューイたちは信じられない光景を目まの当たりにした。

　賊が壁に描いた円が、まるで壁に穿うがたれた穴のようにポッカリと口を開けたのだ！

　そう、それは龍仙具アトリビユートの力による異次元へと繫つながる隧道トンネルだった。

「悪わりィな！　姫ひめ様はもらってくぜ！　なんせボスの命令だからな！　ヒャハッ！」

「ボスだと!?」

「リューイさんッ！　助け──キャアアアアッ！」

　ハルカが悲鳴をあげる。しかし悲鳴は小さく搔かき消えていった。賊は抱かかえていたハルカをその穴へと放ほうりこんだのだ。そして続いて自分自身もその穴の中へと身を躍おどらせる。

　それはまさに一瞬の出来事だった。

「ハルカアアアッ！」

　リューイがハッと我に返り、そしていなくなった彼女の名を叫ぶ。しかし時すでに遅おそかった。すでに穴は閉じられ、ハルカと賊はその場から忽然と姿を消していたのだ。

「そ、そんな……」

　リューイはショックでその場にガクリと膝ひざをつく。

　ハルカが──さらわれた──。

　それは突とつ然ぜんの事件だった。しかも安全と思われていた龍哭塞の中で、いとも簡単に！

「おのれえッ！」

　隣でアルディエルが激げき怒どし、剣を地面に叩たたきつける。護衛を任された彼女の一生の不覚だ。悔くやんでも悔やみきれない痛つう恨こんの失態だった。

「ハルカッ！」

　リューイが叫ぶ。そして踵きびすを返し、塔の階段を引き返す。

「どこへ行く!?」

　背中にアルディエルの声が跳はね返る。しかしリューイの耳には届いていなかった。

「ハルカ、ハルカ！　ハルカッ!!」

　リューイはまるで呪じゆ文もんのように彼女の名前を繰くり返し、塔を転がるように駆けおりた。
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　リューイはベッドから飛び起きた。

　そしてＴシャツとショートパンツ姿のままにもかかわらず、自室から廊下へと飛び出した。

「ハルカ──待ってろ！」

　そう叫びながら、全速力で学生寮りようの廊下を駆けていくリューイ。

　外はすっかり夜が明け、朝日が光の筋となって窓から廊下に射さしこんでいる。

　こけつまろびつリューイは男子棟とうを飛び出し、本館をスルーして女子棟へと向かう。

「ヨギがいれば──！」

　リューイの目的は女子寮にいるはずのヨギだった。

　ヨギの龍仙具アトリビユート〝幻王印ゲンノウイン〟は、シールのように人に貼はりつけ、遠えん距きよ離り相そう互ご通信が可能だ。賢けん明めいなヨギはハルカの体に予備の〝幻王印〟を一つ、常時装着させているはずだった。

　だからヨギの力を借りれば、きっとハルカの居場所が分かるはずだ。

　リューイは女子棟の入り口のドアを開け、中へと駆けこむ。

　いつもは男子立ち入り厳禁のその場所だが、今のリューイにはそんなルールはどうでもよかった。リューイは階段を駆けあがり、二階にあるヨギの部屋へと急行する。

「ヨギ！　いるか!?　ヨギ！」

　ダン！　ダン！と、ドアを壊こわさんばかりに強く叩き、ヨギの名前を呼ぶ。

　留守か!?　こんなときに！

「なによ!?　朝からうるさいな～」

　そのとき不意に背後から声が聞こえ、ガチャリとドアが開いた。

　リューイは振ふり向いて、ドアから顔を出す生徒と目を合わせる。

「あ──」

「え？」

　瞬しゆん間かん、リューイは硬こう直ちよくした。

　ドアから顔を出したのはジュノだった。ヨギの部屋の向かいは彼女の部屋だったのだ。

　しかしリューイはジュノと対面したことに驚きよう愕がくしたのではない。

　彼女は半はん裸らだったのだ。

　正確にはバスタオル一枚。髪かみは濡ぬれ、口にはハブラシをくわえている。どうやら風ふ呂ろあがりだったようだ。

「リ、リ、リリリリリューイ!?」

　突然現れたリューイの姿と、今の自分の無防備な体を交こう互ごに見比べ、ジュノの顔が見る見るうちに赤くなっていく。

「ア、アンタ、な、なんでこんなとこにいるのよ!?　女子棟よ!?　ここ！」

　彼女はバタン！と、壊れるほど強くドアを閉めながら叫ぶ。

「ご、ごめん!!」

　顔を真っ赤にして謝るリューイ。

　しかし今は非常事態。リューイにはジュノの裸はだかに躊ちゆう躇ちよしたりする暇ひまはなかった。

「ハルカが！　ハルカがさらわれたんだ!!」

　リューイが叫んだ瞬間、ドアの向こうで喚わめく声がピタリと止まった。

　そしてしばらくののち、ガチャリと扉が開かれる。

　ジュノがドアの隙すき間まから、神しん妙みような顔でリューイの顔を覗のぞきこむ。

「早く！　中に！」

　突然、ジュノはリューイの手をグイッとひっぱり、彼を自分の部屋へと呼びこむ。

「で、でも──」

「いいから！　ここにいるとヤバイから。こっちにきて」

　女子寮に男子生徒が来るのは厳禁。風紀委員や教師に見つかったら停学モノだ。

　リューイはジュノに誘さそわれるがまま、ジュノの部屋へと足を踏み入れた。
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　ジュノの部屋には、風呂あがりの熱気と微かすかな石せつ鹼けんの香かおりが漂ただよっていた。

　ジュノはリューイにベッドの上に座るよう促うながすと、急いで着き替がえを済ませてバスタオルで頭を拭ふきつつ、彼の前に現れた。

「とにかく、落ち着いて」

　ジュノはリューイの尋じん常じようではない態度から、大体の事件の経けい緯いを理解したのだろう。興奮するリューイを宥なだめるように、努めて冷静な口調で言う。

「ヨギは今いないの。今日は早朝から奨しよう励れい会で昇しよう段だん試験があるって言ってたわ」

　ヨギは高校生でありつつ、将来を嘱しよく望ぼうされる天才女性棋き士しの卵なのだ。

　リューイはジュノに「いつ帰ってくるんだ？」と聞く。しかしジュノは首を振った。

「帰りは遅くなるみたい」

「じゃあ、どうすればッ!!」

　リューイが拳こぶしを振りあげ、力いっぱいベッドを叩く。

「いちおうヨギの携けい帯たいにメールいれとく。でも彼女自身が学生寮に戻もどって〝ログイン〟しないと〝幻王印〟でハルカの行方ゆくえは確かく認にんできないけど……」

「そんな……」

　リューイが頭を搔き、全身で憤いきどおりと苛いら立だちを表現する。

「落ち着いて。リューイ！」

　ジュノがリューイの肩かたにそっと手を置く。いつもの彼らしからぬ取り乱しぶりだった。

　自分の目の前で、大切な女性がさらわれた。

　その事実は彼に、激しい自己嫌けん悪おと喪そう失しつ感かんを植えつけていた。

「今日一日、何もできないのか……！」

　リューイは小さく呟つぶやき、大きなため息をつく。

　ふと、ジュノの顔が悲しみに曇くもった。

「そっか、じゃあ今日は……無理みたいだね」

　ジュノの言葉に、リューイがハッと息を吞んでジュノの顔を見やる。

　思い出した。

　今日は火曜日──そう、ジュノの誕生日だったのだ。

　ジュノは悲しい顔で俯うつむき、そして目を部屋の壁に向ける。

　壁には二着の服がハンガーにかけられ、飾かざられていた。

　一つは薄うす手でのキャミソール。先日、クラブに着て行ったセクシーな服。

　そしてもう一つは、それよりもずっとシックだが、可愛かわいく女性らしいワンピース。

　その服はジュノの〝とっておきのとき用〟──つまり今日、リューイと誕生日デートをするために用意したものだった。

「…………」

　リューイは逡巡し、言葉を詰つまらせる。

　それはジュノと交かわしたデートの約束の反ほ故ごを表していた。

　ハルカが連れさられた直後に現実リアルで楽しくデートするなんて、とてもできるはずがない。彼女は今現在も暴漢に捕とらえられ、命の危険に晒さらされているのだ。

　リューイにとってどちらが大事な問題か、火を見るより明らかだった。

「……ごめん」

　リューイは下を向いて、ジュノにポツリと謝る。

「うん、しょうがないよね……」

　ジュノが笑え顔がおを作る。しかしそれは無む理り矢や理り作られた痛々しい微笑だった。

「ハルカを助けなきゃ──」

　ジュノがそう言って、自らの悲しみをリューイに気け取どられないよう、気き丈じように振る舞まう。

「リューイ、早く龍哭塞に戻って──」

「ジュノ先せん輩ぱい～！　ハッピーバースデーです！」

　そのとき、あっけらかんとした声とともに、部屋のドアが開け放たれた。

「すいません～。お風呂貸してく～だ～さ～い～」

　ドアから現れたのは、パジャマ姿のリンだった。寝ね癖ぐせのついた髪のままの無防備な姿だ。

　そして彼女は、そこにいたリューイの姿を見て「あ」と声を詰まらせ、固まる。

「ど、ど、どうしてリューイ先輩がここにッ!?」

「声が大きい！　隣となりに聞かれちゃうでしょッ!?」

　驚おどろいて大声を出すリンに、ジュノは慌あわてて彼女を押さえこみ、黙だまらせる。

「き、君こそ、なんで……!?」

　リューイがリンに聞き返すと、リンは訝いぶかしげな表情で彼をジロジロと見た。

「アタシの部屋のユニットバス、壊れてるんです。朝は大浴場も掃そう除じ中で使用禁止だから、ジュノ先輩の部屋のお風呂を借りようと思って」

「この子、この間のクラブの一件から、妙みようになついちゃって……」

　ジュノが苦く笑しようして言う。リンが「なつくって何ですか！　人をペットみたいに言わないでください！」と抗こう議ぎをした。

「……それにしても」

　リンが落ち着き、リューイとジュノをジロジロと交互に見る。

「どうしてこんな朝早くから、二人一いつ緒しよにいるんですか？……あ！」

「何よ」

　リンが手を叩いて閃ひらめくような仕草をする。その様子にジュノは悪い予感に襲おそわれた。

「もしかして……〝昨夜はお楽しみでしたね〟ってやつですか……？」

「馬ば鹿か!!」

　ジュノの怒ど声せいが飛ぶ。そのあまりの剣けん幕まくにリンは「ひいい」と頭を抱かかえる。

「じ、冗じよう談だんですってば～」

　リンがおどけたそのとき、不意にベッドの上から音がした。携けい帯たい電でん話わの着信音だ。

　ジュノはケイタイを手に取り操作する。メールが一件、着信していた。

「ヨギからよ──」

「えッ!?」

　ジュノの言葉に、リューイが驚いてジュノを見やる。

　ジュノはヨギからのメールの本文をプレビューし、リューイに見せる。




〝恐おそらく、ハルカの居場所は『ヴェルナ寺院』という場所〟




　メールにはたった一文、簡潔にそう書かれていた。

「ヴェルナ寺院!?」

　にわかにリューイが叫さけんだ。

　そこがハルカをさらった〝賊ぞく〟たちのいる場所!?

　どうして〝幻王印〟も使わずヨギがその場所を予測できたのか？　そしてその情報に信しん憑ぴよう性せいはあるのか？──など、リューイの脳のう裏りに色々な疑問が浮うかぶ。

　しかしそんなことはどうでも良かった。

　ただ、五ご里り霧む中ちゆうだったハルカの行方に一いち縷るの光明が見えた。それだけで充じゆう分ぶんだった。

　早さつ速そく、オルンに戻り〝ヴェルナ寺院〟の場所を捜そう索さくする。

　そして今すぐハルカ救出に出発する！

　リューイはドアに手を掛かけ、踵きびすを返して部屋から出て行こうとした。

「死なないでね、リューイ」

　異世界に旅立とうとするリューイの背中に、ジュノが応おう援えんの言葉を呟く。

「……うん」

　リューイは燃えるような決意を胸に、大きく頷うなずいた。

「ちょっとまってくださいッ！」

　そのとき大きな声がした。

　リンだった。リンはリューイの行く手を阻はばむように彼の前に回りこみ、彼の手をドアノブから引きはがす。

「リューイ先輩、あんまりじゃないですか!?　酷ひどすぎます！」

「……酷い？」

　リューイがリンを見やる。彼女の顔は真しん剣けんそのものだった。

　リンはその大きな瞳ひとみに、あらん限りの軽けい蔑べつと批難の色を浮かべ、リューイを見つめる。

「ジュノ先輩の気持ち……考えたことあるんですか？」

「ジュノの──」

　リューイはハッと息をのんで、部屋に立つジュノを見やる。

　ジュノは俯いていて、その表情は見えない。

「先輩は、異世界と現実、どっちが大切なんですか!?」

　リンはなおもリューイに詰め寄り、詰きつ問もんした。

「どっちって……僕はハルカを助けたい……それだけだ……」

　リューイは言葉を詰まらせつつ、小さく反論する。

「ハルカさんは夢の世界の人なんですよ!?」

　しかしリンは彼への攻こう撃げきを止やめない。その態度は自分の事のように真剣そのものだ。

「こんな言い方したくないけど……リューイ先輩」

　リンが眉まゆを顰ひそめ、狼ろう狽ばいするリューイの顔を見つめて言う。

「いつまでも夢ばっかり見てないで、現実を見るべきです！」

　リンの叫びは重く鋭するどい矢となって、リューイの胸を刺さし貫つらぬいた。

　リンは大きく息を吸い、そしてあらん限りの想おもいの丈たけを、リューイへと叩たたきつけた。

「いつかは醒さめる夢なんかより、ジュノ先輩の気持ちをちゃんと受け止めるべきです!!」

「やめて！　リン!!」

　そのとき、リンの言葉をかき消すように、部屋に大声が響ひびいた。

　ジュノだった。

　ジュノは目を潤うるませ、リンの元へと詰め寄る。

「私は……いいの……」

「よくないですよッ!!」

　リンがジュノを叱しつ咤たする。

「なんでですか!?　先輩、いい人過ぎます！　こんなの変です！　おかしいですよ!!」

　リンが声を嗄からして抗議する。彼女も目に涙なみだを溜ためていた。

　リンはヒートアップし、リューイとジュノに向かって大声で叫ぶ。

「もう〝夢〟なんて、いりません!!」

　パシン。

　そのとき、部屋に乾かわいた音が鳴り響いた。

　その音は、ジュノの掌てのひらと、そしてリンの頰ほおから発せられていた。

　ジュノがリンの頰を叩いたのだ。しばし痛みも忘れ、呆あつ気けにとられているリン。

「ごめん、リン……ありがとう。私のために……」

　ジュノが小さく、ポツリと呟いた。その頰には涙が伝っていた。

「でも、分かって。私たちには〝夢〟が必要なの……私も前はそうだった」

　それはリンに向けてではなく、自分自身に向けて放った言葉のようだった。

　リンの頰、ジュノの掌。その何十倍、何百倍も、彼女の胸は痛かった。

「先輩……」

　彼女の必死の訴うつたえに、リンが頰を押さえて茫ぼう然ぜんとしつつ小さく呻うめく。

「リューイ、早く！　ハルカのところへ……！」

「あ、ああ」

　通せんぼしていたリンの抵てい抗こうをかわし、再びドアノブに手を掛けるリューイ。

　そのとき、リューイとジュノの視線が交こう錯さくした。

「ジュノ──」

　リューイは彼女に何か言おうとして、やめた。

「リューイ」

　代わりにジュノが彼へ別れの言葉を紡つむぐ。

「現実世界こつちのことは、私にまかせて。絶対ハルカを助けること。もしハルカに何かあったら──絶対に許さないから」

　ジュノはそう言って泣き腫はらした顔のまま、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を向けた。

「うん」

　リューイは強く頷き、踵を返す。

　そして決意を新たに、女子棟とうから出て行った。
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　暗い部屋の真ん中で、ハルカは目を覚ました。

　頭に疼とう痛つうが走る。その理由を探そうと、少女は必死に記き憶おくをたどろうとした。

　そして思い出した。自分は龍哭塞の自室で、何者かに拉ら致ちされたのだ。

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　ハルカは上体をおこし周囲を見回した。目が慣れ、次し第だいに室内の輪りん郭かくが浮かんでくる。

　そこは廃はい墟きよとなったル神しん教きよう寺院の礼拝堂だった。幾いく重えも柱が建ち並び、テラスから闇やみ夜よの空が見える。今は夜。しかも月もない新月の闇夜だった。

「リューイさん……」

　ハルカは心細くなり、思わずその名を呟つぶやく。

　ハルカは改めて、やすやすと拉致されてしまった自らの不覚と非力さを嘆なげいた。

「目覚めたか、ハルカ──」

　突とつ然ぜん、闇夜に声が響いた。低くくぐもった、しかし若い男の声だった。

　ハルカは目を凝こらした。声のする闇の向こうに大きな男のシルエットが浮かびあがる。

「誰だれです!?」

　しかし影かげは質問には答えず、ゆっくりとハルカに歩み寄る。周囲に金属音が響いた。

「ここはクミトラ。パルミアから迎むかえがくるのは、早くて十日はかかる」

「クミトラ!?」

　そのとき、闇夜に小さく灯あかりが瞬またたいた。部屋を照らす篝かがり火びだった。

　その火の明かりに照らされ、影の男の全ぜん貌ぼうが露あらわになる。

「……あなたは!?」

　その姿を見て、ハルカはハッと息を吞のむ。

　男は黒い全身装甲鎧フルプレート・アーマーを着ていた。胸には獅し子しの紋もん章しよう。

　その顔は漆しつ黒こくの兜かぶとに覆おおわれ、表情は窺うかがい知れない。

「俺を憶おぼえているか？　ハルカ──」

「……幼い記憶です。しかし忘れたくとも忘れられません。その漆黒の鎧よろい姿──」

　そう呟き、ハルカは小さく息をついた。

「黒こく猊げい将しよう軍ぐん、クジャルク──」

　ハルカが気き丈じような視線で黒装の男に向かって言い放つ。その顔には一いつ片ぺんの怯おびえもない。

「さすがは統とう帝ていの娘むすめ。齢よわい十六にして王者の風あり、というやつか」

　クジャルクが兜の下でフフ、と息を漏もらした。どうやら笑ったらしかった。

「月日が流れるのは早いものだ。もう十年か──俺がおまえの父、ジャルカと戦いくさに明け暮れていたころは、まだ年とし端はもいかない子供だったのにな。ハルカ」

　かつて、北方異民族の侵しん入にゆうにより勃ぼつ発ぱつした部族間戦争──〝パルミア戦せん役えき〟。

　その戦場にて、目覚ましい活かつ躍やくをした五人の将軍がいた。通つう称しよう〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟。

　中でも統帝ジャルカの両りよう翼よくを担になって活躍した二人の将軍は〝統天五旗将〟の中で双そう璧へきとも言える活躍をした、まさに救国の英えい雄ゆう、勝利の勲くん功こう者であった。

　一人は純白の鎧を纏まとい、白き兵団を率いる白びやつ琥こ将軍──サーラル。

　そしてもう一人が、漆黒の鎧に身を包んだ黒猊将軍──クジャルク、その人である。

「式典を邪じや魔ましたのは、あなたなのですね？」

「いかにも」

　クジャルクが低く嗤わらって頷く。

　ハルカは戸と惑まどいつつ、意を決して彼に言い放った。

「サーラルが言っていました。我が父を暗殺した犯人──それもあなたなのですね？」

　それは彼女が十年間、ずっと心の奥に溜めこんでいた疑念だった。

　ハルカの父、鞍あん上じよう帝ていジャルカは戦の半ば、無念の戦死を遂とげた。その死には不可解な点が多い。ハルカ自身、その死の真相は今まで知らされていなかったのだ。

「そうだ。おまえの父親を殺したのは、俺だ──」

　男の口が無情で冷れい酷こくな言葉を吐はき出す。

　ついに十年にわたって隠いん蔽ぺいされてきた真相が語られた。

　ハルカは目を見開き、黒装の男を睨にらむ。

「あなたの目的は何です!?　クジャルク！」

　ハルカは立ちあがり、叫さけんだ。

「十年前、父を亡なき者とし、そして今、統とう国こくに再び擾じよう乱らんを巻き起こそうとする目的は!?」

　あらん限りの批難の意志をこめて、ハルカはクジャルクに叫ぶ。

　しかしクジャルクはその怒ど声せいを、まるで微び風ふうのように受け流した。

「今、俺が語らずとも、いずれ近いうちに分かるだろう」

　そう呟くと、黒装の男は不意に踵を返す。

「ハルカ、悪いがおまえにも〝駒こま〟となってもらう」

「〝駒〟!?」

　ハルカが思わず聞き返す。

　しかしクジャルクの返答はフンと小さく笑うだけだった。

「偉い大だいなる計画成じよう就じゆのための貴重な〝駒〟だ。おまえの父と同じ──な」

　外套マントを翻ひるがえし、黒装の男が部屋より退出していく。

「悪いが命はないものと思え。それがおまえの──統帝の血を継ついで生まれた者の運命だ」

　ガシャンガシャンと、脚きやつ甲こうを打ち鳴らす足音が、次第に遠くなっていく。

　ハルカはガクリと膝ひざをつき、窓から覗のぞく夜空を仰あおぐ。

「リューイさん……」

　ハルカは絶望とともに、胸に浮かぶ少年の名を呼んだ。

　未いまだ黎れい明めいは遠かった──。








　第六章　イノチを賭けた乾坤一擲！







　龍りゆう哭こく塞さいの正面牙が龍りよう門もんが開き、一騎きの馬が飛び出した。

　馬に乗っていたのはリューイだった。とにかくひたすら南を目指し、馬に鞭むちを入れる。

　リューイはオルンへと〝ログイン〟するやいなや、旅支じ度たくももどかしく、厩きゆう舎しやの軍馬に跨またがった。そして一路南へ──ヨギに教えてもらった〝ヴェルナ寺院〟へと出発したのだ。

　ヴェルナ寺院はパルミアの南、クシャーニア領を越こえてさらに南下した場所にある統帝領クミトラ山さん麓ろくにある。通常の旅の行程でいったら二十日はかかる距きよ離りだった。

　風雨と砂さ塵じん──初めての一人旅に、リューイは何度も旅先で立ち往生して臍ほぞを嚙かむ。

　正直、甘かった。

　リューイが想像した以上に、この世界の旅は過か酷こくだった。

　途と中ちゆうで馬も力ちから尽つき、仕方なくリューイは徒歩の旅へと切り替かえ、なおも先に進む。

「ハルカ。まっててくれ──」

　何度も挫くじけ、折れそうになる心を、リューイは彼女の名を呟くことで必死に鼓こ舞ぶした。

　そして旅の十日目──ついにリューイは精せい根こんつき果てた。

　路上に大の字に寝ね転ころがり、青い空を見あげる。

　幸い龍仙士ドレイクは食事をしないため、餓が死しする心配はない。しかし彼の体はもはや限界を超こえていた。まさに満まん身しん創そう痍い。体力の限界だった。

　両足ともにパンパンに腫れあがり、靴くつ擦ずれで血が滲にじんでいる。

　ここが僕の旅の終わりなんだろうか──。

　青空を見あげて、リューイは小さく呟く。

　ジュノとの約束を反ほ故ごにし、威い勢せいよく学生寮りようを飛び出したが、結局、自分一人では何もできない。僕はやはり〝役立たず〟だ──。

　悔くやしさが体中へと駆かけ巡めぐり、疲ひ労ろうと苦痛となって四し肢しを重く沈しずませる。

「ハルカ──」

　リューイは青空に少女の笑え顔がおを思い描えがいた。

「あ～、もう、ボロボロじゃないですか。先せん輩ぱい！　無理しちゃって……」

　ふと、耳元で女性の声がした。

　てっきり幻げん聴ちようかと思ったリューイは、その声を聞き流す。しかしその視界に現れた一人の女性の顔を見た瞬しゆん間かん、リューイは驚きよう愕がくに思わず飛び起きた。

「リン!?」

　そこにいたのは、覆ふく面めん姿の龍仙士ドレイク、リンだった。

「まったく、一人で龍哭塞を飛び出すなんて、無む謀ぼうすぎですよ！」

　リンは呆あきれたような顔で、満身創痍のリューイを見て苦く笑しようする。

「リン、どうやってここに──？」

　言いかけてリューイはハッとあることに気づいた。それは彼女の龍仙具アトリビユートの能力──。

「〝絶影鈴ゼツエイリン〟です」

　そう言ってリンは得意げに左耳につけられたイヤリング状の小さい鈴すずを見せつける。

「はい、これ」

　リンは携たずさえた鞄かばんから、一枚の包帯を取り出してリューイの足へとあてがう。

　その包帯は龍仙具アトリビユートだった。巻くとたちどころに傷を治す〝安息布アンソクフ〟と呼ばれるアイテムだ。所有者は〝水曜隊チーム・サーペント〟所属のリンの友人。彼女に頼たのんで少し分けて貰もらってきたのだ。

「ありがとう……」

　ボロボロだった足がまるで噓うそのように癒いえていく。リューイはリンに深く礼をした。

「別に、リューイ先輩のために来たわけじゃないですから」

　リンはバツが悪そうにリューイから顔を背そむけ、口を尖らす。

　二人は街かい道どうの路ろ肩かたにある樹木の下で休きゆう憩けいをとることにした。

「あの後……ジュノ先輩に怒おこられました」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、リンがポツリと呟つぶやいた。リューイがリンの横顔を見やる。

「すげー怖こわかったです。もう泣くかと思いました」

「…………はは」

　リューイは力なく笑う。

「それと──」

　リンが不意に言葉を詰つまらせた。リューイが不可解そうに彼女の顔を覗きこむ。

「アタシ、先輩にどうしても言っておかなくちゃいけないことがあったんです」

「言っておかなくちゃいけないこと？」

　リューイが聞き返すと、リンはおもむろに立ちあがった。

　そしてリューイに背を向け、少し照れたようにモジモジと体を揺ゆらす。

「アタシ、先輩に言いましたよね。〝もう夢なんていらない〟って」

　リンが振ふり返りリューイ正対する。覆面の奥の瞳ひとみが小さく揺れた。

「噓です！　ごめんなさいッ！」

　そう言って、リンはペコリと頭を下げた。リューイは戸惑い、返事に詰まる。

「……アタシも、同じです」

　リンはポツリと呟く。

「前に言いましたよね。アタシ、子供のころから根暗で引っこみ思案な性格だったって。そんな自分が大だい嫌きらいだったんです。ずっと、ずっと──」

　リンの言葉は、リューイに対する言葉というより独白だった。

「アタシ、憧あこがれていたんです。ジュノ先輩みたいに、みんなを楽しくさせるような明るい女性になりたいって。ジュノ先輩のこと、大好き……だから願いを叶かなえてあげたかった」

　リンが顔をあげ、リューイをジッと見み詰つめる。

「でもジュノ先輩に怒られちゃいました。〝余計なお世話だ～！〟って。〝アンタに心配される筋合いはないわ、私はこう見えて結構モテるのよ！〟……だそうです」

「ジュノらしいな……」

　リューイは少し口元を綻ほころばせ、苦笑する。

「ジュノ先輩に言われて、思い出したんです」

　覆面の少女はそこまで言ってふと言葉を詰まらせ、しばらく沈黙する。

　そして意を決してリューイに向かって言いはなった。

「アタシの夢は、なりたい自分になること──」

　突とつ然ぜん、リンが顔を覆おおった覆面を摑つかみ、力いっぱい、むしり取った。

「リン──!?」

　リューイが驚おどろきに目を見開く。

　覆面を取り去り素す顔がおを晒さらしたリンは、間ま違ちがいなく姫ひめ小こう路じ凛りん音ねだった。

「決めました！　自分を隠かくさず、なりたい自分になる。だからこんなものいりません！」

　そう高らかに宣言し、リンは手に摑んだ覆面の布を風に放つ。

　乾かわいた風に煽あおられ、その布は蒼あおい空へと躍おどった。

　それは彼女の決別の儀ぎ式しきだった。

　覆面によって隠していた、彼女のもう一つの自分。

　現実リアルと夢、互たがいに相反していた二つの自分が、今、一つのリンとなって再誕リボーンした。

　それは彼女の成長であり、決意だった。

「ありがとうございます、リューイ先輩。ハルカさんを助けましょう。ゼッタイに」

　素顔のリンが、リューイに詰め寄より、そしてその手を摑んで訴うつたえた。

「ああ」

　リューイが強く頷うなずく。そして二人はガッチリと堅かたい握あく手しゆをした。

「それにしても……ジュノ先輩」

　素顔のリンが、ふと思い出したように呟く。

「スポーツ万ばん能のうで、頭も良くて、美少女で……完かん璧ぺき超ちよう人じんな先輩だけど、一つだけ致ち命めい的てきな欠点がある……と、今まで思ってました」

　リンは腕うでを組み、微笑ほほえましい顔でリューイを見つめる。

「それは好きになる男の趣しゆ味み……」

「はぁ？」

　リューイはリンの言葉の意味を理解できず、素すっ頓とん狂きような声で聞き返す。

　しかしリンはそんなリューイの惚とぼけた表情を見て、満足そうに笑って言った。

「でも、そんなことなかったです！」

　コロコロと明るく笑いながら、リューイの肩かたをバシバシと叩たたくリン。

「な、なんだよ！　いきなり！　い、痛いって！」

　リンの意味不明で不条理な物理攻こう撃げきに当とう惑わくし、リューイが困り果てる。

　そんなリューイの目の前で、リンはとびきりの笑顔と愛いとおしさをこめて言った。

「アタシももっとがんばる！　だから少しは構ってくださいね、センパイッ♥」

　そう言って、リンは彼女の本ほん性しようである積極的で大だい胆たんな態度で、リューイに向かって小さくウインク＆投げキッスをした。




「よっしゃ！　んじゃ、気を取り直して行きますよ～！」

　そう言うとリンは立ち上がり、快活なテンションで服の埃ほこりを叩く。

「目的地は〝ヴェルナ寺院〟でしたっけ？　世界征せい服ふくを企たくらむ悪の秘密結社から、囚とらわれのお姫様を助け出す！　これぞクライマックスの王道パターン！　燃えてきたッ！」

　にわかにリンが奮い立つ。そして再びリューイの手をガッチリと握にぎった。

「息を止めててください！　先輩！」

「ど、どうするんだ？」

　慌あわてるリューイに「ふふふ……」と、不敵な笑みを向けるリン。

「〝絶影鈴〟で瞬間移動します！」

「僕も一いつ緒しよにいけるのか!?」

「基本的に、体に触ふれているものは一緒に連れて行くことができます。だってそうしないと裸はだかで移動しなくちゃいけなくなっちゃうでしょ？」

「あ、そうか……」

「といっても限度があるけど……恐おそらく先輩一人くらいの容積なら大だい丈じよう夫ぶです」

「ちょっと待って。行き先は分かるのか？　〝ヴェルナ寺院〟の場所は？」

　リューイの問いに、リンはニコリと笑って自信満々に「全然！」と答える。

「私の〝絶影鈴〟の移動範はん囲いは、目的地を肉眼で目視できる場所に限られます。だからイキナリ目的地にはいけないんです」

「じゃあ、どうすればいいんだ？」

　質問するリューイに「ふふん」と微笑み、リンは青空の広がる天を仰あおぐ。

「もちろん捜さがすんです。今日は晴れてるから、見晴らしは最高ですよ！」

「は？」

　リューイがポカンと口を開けた次の瞬間、にわかに彼を摑むリンの腕に力が入った。

「こうするんです！」

　刹せつ那な、チリンとリンの耳の鈴が小さく鳴った。

　リューイが瞬まばたきをした次の瞬間、彼の体が浮ふ遊ゆう感かんに包まれる。

「え？　ひ、ひゃああああああああああああ！」

　全身に激しい違い和わ感かんがしてリューイが目を見開く。足あし下もとから地面が消失していた。

　そこは、空だった。

　恐らく地上数百メートル以上の上空。リンは瞬間移動ではるか上空にワープしたのだ。

「お、お、落ちるううううううううううううう!!」

　高所恐きよう怖ふ症しようのリューイは泣きながら喚わめき、大パニックに陥おちいる。

「手を離はなさないでください!!　ホントに落っこちますよ！」

　リンが叫さけぶ。二人はまるでスカイダイビングのように自由落下していった。

「ちゃんと地形を見て目的地を確かく認にんしてください！　次の地点に移動しますから！」

　混乱するリューイを抱かかえ、上空からはるか南の地平線を見やるリン。

「いきますよ！　先せん輩ぱい！」

　得意げにそう呟き、少女は小さく耳に揺れる鈴をチリンと鳴らした。
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　着慣れたジャージのジッパーをあげ、ジュノは学生寮りようの玄げん関かんで運うん動どう靴ぐつを履はいた。

　今日はテストの振り替かえ休日で学校は休み。リューイとのデートがドタキャンとなり、ポッカリと予定の空いた誕生日を、一人で過ごすつもりだ。

「まったく。こんなに可愛かわいい子が誕生日に一人っきりなんて、ありえないっつーの！」

　そう独り言を呟き、ジュノは小さく頰ほおを膨ふくらませる。

　無論、リューイを心から批難するつもりはない。ただ、胸にこみあげる切なさを紛まぎらわすには、自分を慰なぐさめる軽口の一つでも叩かずにはいられなかった。

「リューイのやつ。あとでたっぷり埋うめ合わせさせてやるから……」

　小さく毒づき、ジュノは学生寮から最も寄より駅へと愛用のマウンテンバイクを走らせた。




　実はジュノには目的があった。

　ターミナルビルにつくと、ジュノは携けい帯たい電でん話わのメモ機能を開いた。

〝宗教法人『龍りゆう神じん会』　東京道場〟

　そこにはそう書かれたメモと、都内某ぼう所しよにある住所が書かれていた。

　実はジュノは事前にこの住所を調べていたのだ。

　あのとき──クラブ〝OUTER HEAVEN〟で御み園そのを詰きつ問もんしたとき、彼が不可解な言葉を発していたのをジュノは聞き逃のがさなかった。

〝お、おまえら──リュウジンカイの一味だろ!?〟

　そう、御園は何者かに怯おびえていた。そしてジュノたちをその相手と勘かん違ちがいしたのだ。

　そしてもう一つ、ジュノには、彼の言動でひっかかることがあった。

　確か御園は二年前に学生寮で起きた事件を〝高校生集団昏こん倒とう事件〟と呼んでいた。

　そしてその事件は、マスコミに報道されることなく、あっという間に報道管制が敷しかれて揉み消されたと言っていたのだ。

　揉み消された？　いったい、誰だれが？　何のために？

　その二つの事象フアクターが、ふとジュノの中で結びついたのはつい昨夜のことである。

　事件を揉み消すには、組織的な力が必要になる。

　もしかして、その力っていうのは……。

　ジュノは携帯電話を見詰め、ゴクリと唾つばを吞のむ。

　胸にモヤモヤと広がるその疑ぎ惑わくの答えが、この住所にいけば分かるかもしれない……。

　御園の言っていた〝リュウジンカイ〟を検けん索さくし、ヒットした結果が、この〝宗教法人『龍神会』〟だった。

　ジュノはまったく知らなかったが、最近、都内を中心に信者を増やしている新興宗教団体らしい。新興宗教団体と聞くと、無む理り矢や理り信者を勧かん誘ゆうしたり、怪あやしげな霊れい感かん商法で信者を騙だましたりと、ネガティブなイメージもあるが、調べた限りでは、少なくともこの『龍神会』は、そんな不ふ祥しよう事じは起こしていないようだ。

「とりあえず正面突とつ破ぱ、してみるか！」

　ジュノはそう独り言ごち、携けい帯たいをスカートのポケットに押しこんだ。




「ここらへん……のはずだけどなぁ」

　ジュノは携帯のナビ機能で確認しつつ、メモに書かれた住所の場所を尋たずねる。

　そこは閑かん静せいな住宅街だった。まさに都心の一等地、立派な門構えが連なっている。

「すごい家……」

　ジュノが高く聳そびえる壁かべを見あげ、思わず声をあげる。

　住所の場所にあった建物は、そんな高級住宅地の中でも一ひと際きわ大きな豪ごう邸ていだった。

　敷しき地ちの広さは軽く千坪つぼはあるだろうか。その周囲にはぐるりと高い塀へいと柵さくが張はり巡めぐらされ、中の様子を窺うかがい知ることはできない。そこはとても宗教団体の施し設せつとは思えない。まるで一流企き業ぎようの保養施設のようだった。

　ジュノはぐるりと建物の周囲を一周する。

　そして勝手口を見つけ、インターホンを押してみた。しかし返事はない。

　業ごうを煮にやし、数回連続で押すも、やはり返事はない。

　ふと、ジュノはインターホンの隣となりに、扉とびらを開ける電でん子し錠じようがついているのに気づいた。

　電子錠は鉄製の扉に付ふ随ずいし、細いスリット状の穴が空いていた。

　それを見たジュノの頭にピンと何かが閃ひらめいた。そして懐ふところから財さい布ふを取り出す。

　財布の中には一枚のカードがあった。

　龍りゆうの図案の描かれた黒いカード──それは先週末、クラブのＶＩＰルームで御園に手て渡わたされたカードだった。

「もしかして……」

　ジュノは恐る恐る、そのカードを電子錠のスリットに挿そう入にゆうする。

　するとピーッと音がして、点灯していた赤いランプが緑に変わった。

「やっぱり……」

　ジュノが確信したと同時に、ガチャッと扉の裏で重い金属音がする。解かい錠じようされたのだ。

「うわ……大丈夫かな？」

　ジュノは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、意を決してドアノブに手を掛かける。

　不法侵しん入にゆう──そんな後ろめたさがジュノの脳のう裏りを掠かすめたが、好こう奇き心しんには勝てなかった。

「おじゃま……します……」

　誰にも見られていないことを確認し、ジュノは恐る恐る中へと足を踏ふみ入れた。




　中は立派な庭園となっていた。日本式や英国式、すべてに手入れが行き届いている。宗教施設と聞くと独特な建築様式を思い描えがくが、そんな雰ふん囲い気きはまったくない。まるで入場料が必要な国立公園のようだ。

　そしてジュノの目の前に、ガラスばりの大きな建物が現れた。

　かなり大きい。学生寮の数倍はあろうか。外観はモダンな近代美術館のようだ。

　ジュノは建物の中へと入っていった。

　不思議なことに、これだけ大きな建物にもかかわらず人の気配がなかった。

　建物の内部は照明が点つけられておらず、光源は外からの自然光だけだ。だから建物の内部に入れば入るほど周囲はだんだんと薄うす暗ぐらくなっていった。

「病院みたい」

　暗い廊ろう下かを忍しのび足で歩きながら、ジュノは小さく呟つぶやく。

　壁は白い大理石、床ゆかはピカピカのリノリウム。確かに豪ごう華かだが、まるで装そう飾しよく性がない。壁には絵の一枚も飾かざっていないし、何より人が暮らしている生活感がまったくないのだ。

　ジュノは廊下を歩き、何度も角を曲がって施設内を奥へと進む。そしてついに突つき当たりに下へと降りる階段をみつけた。

「ライトとかもってくればよかったなぁ……」

　ジュノは暗い階段を降りていく。地下は明かりが点いておらず、驚おどろくほど真っ暗だ。ジュノは携帯電話を掲かかげ、待ち受け画面の液えき晶しようライトを懐かい中ちゆう電灯の代わりにした。

　青白い光にぼんやりと浮うかびあがる廊下。ジュノは明かりを頼たよりに奥へと歩いていく。

　突き当たりに、大きな扉があった。

　扉は少しだけ開いていた。そしてその隙すき間まから、微かすかな光が漏もれている。

　今まで暗黒の中にいたジュノは、初めて感じる人工的な明かりにホッと胸を撫なで下ろす。

　ジュノは忍び足で扉の前に近づくと、恐おそる恐る室内を覗のぞきこんだ。

　室内は意外なほど広かった。大きな会議室のようなだだっぴろい空間だ。やはり調度品はほとんどなく、天てん井じようにつけられた蛍けい光こう灯とうの青白い光が、室内をぼんやり照らしている。

　まるで死体安置場みたい……。

　彼女のその不ふ吉きつな第一印象を裏付けたのは、部屋の真ん中に置かれた簡易ベッドだった。

　ベッドにはパーティションなどはなく、整然と横一列に並んでいる。まるで野戦病院のようだ。ジュノは部屋の中に歩を進め、そのベッドサイドへと近づいた。

「これは──!?」

　ベッドサイドに立ったとき、ジュノは思わず驚きよう愕がくの声をあげた。

　そこには、人が寝ねていたのだ。

　最初は死体かと思った。しかし寝ている人間は微かな呼吸音を漏らし、そしてベッドサイドにある計器からは小さい機械音が鳴り続いている。それは生命維い持じ装置だった。

　まるで、コールドスリープをしているかのように並んで寝ている昏こん睡すい状態の人間たち。

　その光景にジュノはふと、とある記き憶おくを呼び起こした。それはリューイの兄、雪ゆき虎とらの病室だった。この状じよう況きようはまさに雪虎と同じシチュエーションだ。

「この人たち……もしかして……」

　ジュノの胸に、焦しよう燥そうにも似た予感がよぎる。

　ジュノは慌あわてて並んだベッドの数を数えた。

　合計五台。そしてそこには三人の人間が寝ている。残りの二台は無人となっていた。

〝謎なぞの龍仙士ドレイク〟

〝鞍あん上じよう帝ていの暗殺事件〟

　そして、揉み消された〝高校生集団昏倒事件〟──。

　ジュノの頭の中で、バラバラだったジグソーパズルのピースが次し第だいに組みあがっていく。

　彼らが式典を妨ぼう害がいし、ハルカを連れ去った一連の事件の黒幕──謎の龍仙士ドレイク!?

　ジュノは顔面蒼そう白はくになり、ベッドに眠ねむる男たちの顔を覗きこむ。

　一人は小男、もう一人は大男、そして最後の一人は端たん正せいな顔をした美青年だった。

「でも、どうしてこんなところに……？」

　リューイの兄、サーラルは〝高校生集団昏倒事件〟の犠ぎ牲せい者しやとなったあと、しかるべき病院に入院して治ち療りようを受けている。しかしここにいる三人は違ちがう。ここは宗教法人の施設。つまりきっとこの三人はこの宗教団体に匿われているのだ。

　何故なぜ？　誰が、何のために……!?

　そのとき不意に背後でガタッと音がして、ジュノはビクッと肩かたを揺ゆらした。

　慌てて振り向く。するとジュノが入ってきた扉が小さく音を立てて軋きしんだ。

「誰ッ!?」

　ジュノが叫さけぶ。施設に潜せん入にゆうして初めての人の気配だった。

　ギギギと扉が悲鳴のような音を立てて、ゆっくりと開いていく。

　ジュノは反射的に身構えた。相手が少人数だったら体当たりをして逃にげるつもりだった。

　扉が開かれ、奥からゆっくりと人ひと影かげが現れる。ジュノは目を凝こらしその人影を注視した。

「…………」

　人影が部屋へと侵入した。蛍光灯に照らされ、露あらわになるその顔。

「──!!」

　その顔を見た瞬しゆん間かん、ジュノは今までにないほどの驚愕に襲おそわれた。

　その顔は、ジュノのよく知っている顔だったのだ。

「……ついに、ここまでたどりついたのね。ジュノ……」

　人影が小さく口を開いた。感情のこもっていないクールな口調。その声を体現するかのような無表情の白い顔。そして長く流りゆう麗れいな髪かみと眼鏡。

　間ま違ちがいない──。

　そこにいたのは、ジュノの同級生。学生寮りようの仲間。

　そして〝火曜隊チーム・サラマンダー〟のチームメイト。

「アナタは……ヨギ──!?」

　ジュノは目め尻じりが切れんばかりに目を見開き、震ふるえる声でその友達の名前を呼んだ。

　その呼びかけにヨギは小さく頷うなずき、侵入者であるジュノを冷ややかに見やった。
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「あそこだ！」

　上空にて、眼下に広がる雄ゆう大だいな渓けい谷こくを見下ろしながら、リューイが叫んだ。

　打ち捨てられ廃はい墟きよになった寺院──ヴェルナ寺院。

「あそこに降ります！」

　リンがリューイの耳元で叫び、彼の腕うでを強く握にぎって念じる。

　次の瞬間、二人の体はその寺院の中庭、地面スレスレの場所へと瞬間移動していた。

　なんとか着地し、久しぶりの地面の感かん触しよくを実感するリューイ。

　ついに二人は目的地であるヴェルナ寺院へと到とう着ちやくしたのだ。

　リューイは中庭から階段を駆かけあがり、寺院内へと侵入しようとする。

「リューイ先せん輩ぱい……ちょっと、タンマ」

　背後でリンが小さく吐と息いきを漏らす。振り返ると彼女は膝ひざをつき、肩で息をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶか!?　リン！」

「ちょっと連続して力を使い過ぎちゃったみたいです……」

　どうやら〝絶影鈴〟による長ちよう距きよ離りの連続瞬間移動はかなり体力を消しよう耗もうするらしい。リンは疲ひ労ろうにより顔面蒼白になっている。

「先に行ってください。後から向かいます」

「わかった」

　息を整えるリンに小さく頷き、リューイは踵きびすを返して寺院の中へと入っていった。




　寺院は予想以上に広く、中はまるで迷めい宮きゆうのようになっていた。

　走るリューイは、やがて回かい廊ろうの突き当たりに大きな礼拝堂へと通じる通路を発見した。

「ハルカ！」

　リューイは叫び、礼拝堂へと躍おどりこむ。

「リューイさん!?」

　礼拝堂壇だん上じようの床にペタリと腰こしを下ろすハルカがいた。

　よかった──。

　リューイの胸に安あん堵どが広がる。彼女は無傷だった。

「ハルカ！　まってろ！　今助ける！」

「駄だ目めです！　リューイさん、来ちゃダメッ！」

　ハルカが叫ぶ。その必死の叫びに、逸はやる足が石いし畳だたみの床を蹴けり留とどまった。

　ハルカの背後に、一人の男が立っていた。

　男は漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうをつけていた。リューイはその禍まが々まがしい出いで立ちに、逡しゆん巡じゆんして息を吞のむ。

「おまえが──おまえがハルカをさらった犯人かッ!?」

　リューイが叫ぶ。男はゆっくりと首を回し、突とつ然ぜん現れた闖ちん入にゆう者を見やった。

「龍哭塞の龍仙士ドレイクか。よくぞこの短期間でここまでこられたものだ」

　男が漆黒の兜かぶとの下からフッと小さく息を吐はく。どうやら微かに笑ったらしい。

「ハルカを返せ！」

　リューイが喉のどを嗄からして叫ぶ。しかし男は動じることなく、ガシャッと鎧よろいを鳴らしてハルカの前へと歩み出て、リューイと正対した。

「悪いが、俺はおまえを待っていたわけではない」

　男が呟き小さく顔をあげる。

　兜に空いたスリットの奥の瞳ひとみは、遠くリューイの背後へと向けられていた。

　リューイはハッとなって振り向いた。背後に人の気配を感じたのだ。

　振り向いた先──礼拝堂の入り口にこちらへ向かって歩いてくる一人の男の姿があった。

　ガシャンと、石畳の床に金属音が木こ霊だまする。それは足音だった。

　リューイは再び驚愕した。

　そこに現れたのは、純白の全身装甲鎧フルプレート・アーマーをつけ、長ちよう槍そうを携たずさえた長身の男だったのだ。

「まっていたぞ。サーラル」

「に、兄さん!?」

　漆黒の鎧男とリューイが、ほぼ同時にやってきた男に向かって口を開いた。

　純白の鎧に身を包んだ男は、どちらの呼びかけにも応こたえず、ゆっくりと礼拝堂の中央へと歩みを進める。

　それは、白びやく天てん旗き幟し兵へい団だん長、白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラルだった。

「捜さがしたぞ、クジャルク」

　サーラルが小さく呟つぶやく。露わになった端正な顔には、深い決意の色が浮うかんでいる。

「逃げていたわけではない。おまえと違って俺にはこの世界でやり残したことがあるのだ」

　クジャルクと呼ばれた黒装の男が、クックックと低い笑いを漏もらす。

　二人は知り合いのようだった。

　いや、単なる知り合いではない。まさに積年の因果で結ばれた宿命の関係だった。

「兄さん、何故、ここへ!?」

　リューイは狼ろう狽ばいし、サーラル──実じつ兄けいである雪虎の名を呼ぶ。

　実にオルンにおいて三ヶ月ぶりの兄弟の再会だった。かつて敵同士として熾し烈れつな戦いを演じた〝第三次龍哭塞攻防戦〟のとき以来だ。

「どいていろ、リューイ」

　サーラル──雪虎が小さく流し目でリューイを退ける。

　そしておもむろに手に持った長槍〝雷霆戟ライテイゲキ〟を構え、クジャルクにつきつけた。

「そうか、そいつはおまえの弟か。雪虎」

　クジャルクが面おも白しろそうな様子で言う。サーラルはキッと壇上の黒装の男を睨にらんだ。

「俺たちの戦いには関係のない話だ。獅郎シロウ」

　獅郎──？

　リューイはその名を聞いて、ハッと息を吞んでクジャルクを見やった。

　黒装の男は再びクックックとくぐもった笑い声をあげる。

「懐なつかしい名前だ。よもやこの世界で、その名を口にする者がまだいようとは」

「十年だ」

　サーラルがそう言い放ち、クジャルクの笑いを制する。

「おまえを捜してこの世界を放ほう浪ろうし十年になる。そろそろ決着をつけてもいいころだ」

「そうだな」

　クジャルクがサーラルの呼びかけに応えるように前へと歩み出る。

　二人の間合いは、いつでも襲おそいかかれる必殺の距きよ離りへと近づいていった。

「だ、駄目です！　サーラル！　クジャルク！　いけません！」

　ハルカが叫んだ。そして睨み合う白と黒、二人の鎧姿の男の間に割って入る。

「何故です!?　あなたたちはかつて、父上とともに戦った友だったはずです！　何故にその二人が今さら殺し合う必要があるのです!?」

　ハルカの悲痛な叫びは、白と黒の鎧へと空むなしく跳はね返る。

「お許しください。殿でん下か」

　サーラルが視線をクジャルクに釘くぎ付けたまま、ハルカに対し呟く。

「これが宿命なのです、我々の──」

　サーラルのこの言葉を受け、クジャルクが高らかに笑い声をあげる。

「宿命だと!?　都合のいい言葉だな、雪虎！」

「獅郎、目的は何だ？」

　サーラルが眉み間けんに皺しわを刻み、キッと憎にくき宿敵ライバルを睨みつける。

「目的？　貴様も知ってるだろう？　忘れたとはいわさんぞ！」

「ああ。しかし絵空事だな──まさに夢物語だ」

「夢物語だと!?」

　クジャルクの兜の下の瞳が、怪あやしく光った。

「果たして夢物語かどうか、それは貴様を殺した後に証明してみせるさ！」

　瞬間、クジャルクが動いた。外套マントがバサリと舞まう。

「ハルカ、危ないッ！」

　危険を察知し、リューイがダッシュした。そしてハルカを抱かかえ、反転して向かい合う二人の攻こう撃げき範はん囲いから急速離り脱だつする。

　リューイのその行動が、高らかに鳴る二人の雌し雄ゆうを決する対決のゴングになった。

　次の瞬間、礼拝堂に青白い稲いな妻ずまが迸ほとばしった。

　それは違たがわず、サーラルの長槍から発せられた衝しよう撃げきだった。

　雷を纏まとい、相手を撃うつ、最強の龍仙具アトリビユート──〝雷霆戟〟！

　バリバリと爆ばく音おんを轟とどろかせ、幾いく重えにも放たれた稲妻の筋が、まるでピンポイント爆ばく撃げきのようにクジャルクの体めがけ殺さつ到とうする。

　ドオン！と激しい衝撃音がして、黒装の鎧が宙に舞った。

　軽く数十メートル後方に吹ふき飛ばされ、ガシャンと鎧が床ゆかに叩たたきつけられる金属音が周囲に鳴り響ひびく。サーラルの先せん攻こうは見事にクジャルクに命中していた。

　背中をしたたか打ちつけ、クジャルクは小さく兜の下でうめき声をあげる。

　あっけない幕切れだった。

　いや、それを言うのはあまりにクジャルクに酷こくであろう。

　敵を一いつ瞬しゆんで屠ほふるほど、サーラルの龍仙具アトリビユートの威い力りよくは絶大だったのだ。

「立て！　獅郎！　黒こく猊げい将軍の力はそんなものではないはずだ！」

　サーラルが一いつ喝かつする。どうやら戦いは終わっていないらしい。

　床に倒たおれたクジャルクは、ゆっくりと両手を回し、ふらつきながらも立ちあがる。

「まだだ！　おまえに食くらわす一いち撃げきは、こんなものでは足りん！」

　サーラルが叫さけび、再び電でん撃げきの第二波を〝雷霆戟〟の槍先に充じゆう塡てんする。

「はあああああああああああッ!!」

　激しい怒ど号ごうが礼拝堂に響いた。

　瞬またたく閃せん光こう。逆巻く霹へき靂れき──。

　今まで拡散していた稲妻を一点に集中して放つ。

　サーラルの第二撃は〝雷霆戟〟最大出力マツクス・パワー、まさに渾こん身しんの大だい必ひつ殺さつ技わざだった。

　その衝撃にリューイはハルカを抱え、思わず蹲うずくまった。気を抜ぬくと自らもその電気と磁気の嵐あらしに体が吹き飛ばされそうになる。

　礼拝堂の柱が崩くずれ、壁かべや天てん井じようが崩ほう壊かいしていく。おそらく寺院全体を吹き飛ばすことも容易であろうその大電撃波は、その全ベクトルをクジャルクの心臓一点に集中し、放たれた。

　ドオンと今まで以上の爆音が轟き、世界が閃光の中にフラッシュアウトしていく。

　その威力を目まの当たりにして、リューイはクジャルクの死を確信した。

　パン──そのとき、まるでヒューズが飛ぶような音が響いた。

　次の瞬しゆん間かん、あれだけ激しく雲うん霞かを巻いていた稲妻が、噓うそのように消失する。

「──!?」

　刹せつ那な、サーラルの顔に狼狽の色が走った。

　電撃が、搔かき消えた──!?

　苦く渋じゆうに歪ゆがんだ顔が、正面に立つ黒装の男を見やる。

　クジャルクが悠ゆう然ぜんとサーラルを見つめ、直立不動で佇たたずんでいたのだ。

「き、吸収しただと!?」

　サーラルがワナワナと口を震ふるわせる。

「効かんぞ、雪虎！　貴様、十年間何をしてきた!?」

　クジャルクが小さく笑い声を漏らした。

　サーラル渾身の必殺技は、クジャルクにかすり傷さえ与あたえていなかった。

　いや、そもそも攻こう撃げき自体が無効化されたのだ！

「こ、この力は──」

　サーラルが額に汗あせを流し、厳しい顔でクジャルクを睨む。

「まさか──!!」

　その後ろで、リューイが小さく呻うめいた。

　そしてクジャルクの突つきだした左手にあるモノを見た瞬間、リューイは驚きよう愕がくに思わず声をあげた。

　クジャルクの掌てのひらに、赤く光る石が嵌はめられていた。

　その力にリューイは憶おぼえがあった。

　間ま違ちがいない。それはリューイも持つ力──彼の右手の掌にある〝龍仙具アトリビユート〟とまったく同じ効果を発揮していたのだ！

「忘れたか、雪虎。我が力──我が龍仙具アトリビユートを！」

「そ、それは──」

　クジャルクの声に、サーラルが動どう揺ようする。

「もはや俺はかつての〝役立たず〟ではない。今や最強の龍仙具アトリビユートを手に入れたのだ！」

　クジャルクはそう言って、左手に光る赤い秘石を掲かかげる。

　石は輝かがやく赤い光を振ふりまき、周囲を血の色に染めあげた。

「龍仙具アトリビユート──〝龍皇石リユウコウセキ〟！」

　間違いない！

　リューイは確信した。その形状、その能力、クジャルクの持つ龍仙具アトリビユートは、自分の持つ〝龍帝珠リユウテイジユ〟とまったく同じ──そっくり違たがわぬ力を有するのだ。

　その能力はすなわち、〝他ほかの龍仙具アトリビユートの力を吸収し、倍加させて自分の力にする〟！

　しかし……そんな……そんなことがありえるのか!?

　まったく同じ龍仙具アトリビユート──。

　まったく同じ能力──。

　そしてその力を操あやつるのは、敵対する最強の龍仙士ドレイクだなんて──！

「そんな馬ば鹿かな……!?」

　思わずリューイは叫んでいた。同じ力を持つ能力者として、どうしても腑ふに落ちないところがあった。リューイの〝龍帝珠〟はその絶大な能力ゆえ、他の龍仙具アトリビユートと違い、ある特別な制約が存在する。それは能力の発動に関するルールだ。〝龍帝珠〟は〝発生増幅装置ジエネレーター〟と接せつ触しよくし、その力を利用しない限り、ただの石のままなのだ。

〝発生増幅装置ジエネレーター〟とは、それすなわち──〝召しよう喚かん者〟の生命力！

「……そ、その力は……召喚者の力を吸収しないと発動しないはず……！」

「ほぅ、よく知っているな、ガキ」

　ふとクジャルクがリューイを見やり、小さく感かん嘆たんの声をあげて嗤わらった。

「もちろん、かつては俺もそうだった。召喚よばれた龍仙士ドレイク唯ゆい一いつの無能力者として、先の戦いくさではずいぶんと苦く汁じゆうを嘗なめたこともあった。しかし今や、その召喚者はこの世にはいない」

　そして左手の〝龍皇石〟をリューイに向かって見せつける。

「俺は召喚者の力をも我が物としたのだ──その命とともにな！」

「──そんな！」

　ハルカが小さく嗚お咽えつを漏もらした。見ると彼女は泣いていた。

　召喚者──それはとりもなおさず、彼女の父、鞍上帝ジャルカのことだった。

「おまえが鞍上帝を殺した理由はそれなのか!?　完全な能力を手に入れるためだと!?」

　サーラルが叫び、クジャルクを指さす。

　深い霧きりによって閉とざされた真相が見えてきた。

　十年前の鞍上帝暗殺の真相、そしてその動機が暴あばかれていく。

〝発生増幅装置ジエネレーター〟の発動には召喚者の生命力が必要不可欠だ。

　召喚者はリューイの場合には、ハルカ。

　そしてクジャルクの場合には──ハルカの父、鞍上帝ジャルカ。

　クジャルクの能力は召喚者の能力を〝吸収〟し、一体となることで初めて完成される。つまり召喚者の死は〝発生増幅装置ジエネレーター〟を自らに取りこむ行こう為いとイコールなのだ。

　この男──鞍上帝を暗殺した真犯人であるクジャルクは、自らの龍仙具アトリビユートの能力の完成のため、召喚者の命を生いけ贄にえにしたのだ！

「その通りだ！」

　クジャルクも叫んだ。サーラルの怒ど声せいをかき消すような大声だった。

「すべては大いなる目的のため!!」

　そしてクジャルクは左手を構え、振りあげた。

　瞬間、先ほど消失した衝撃が再び礼拝堂に轟いた。

　今度の閃光は血の色のように赤かった──赤い稲妻だ。

「ぐあああああああああああああッ!!」

　サーラルが絶ぜつ叫きようした。彼の全身に、幾いく重えもの電撃が貫かん通つうする。

「兄さんんんんんッ!!」

　リューイは叫んでいた。

　電撃を受けたサーラルは、まるで糸の切れたマリオネットのように床を転がっていく。　リューイは駆かけ出した。そして吹き飛ばされるサーラルを受け止めようと彼の元に走る。

　礼拝堂に壁はなく吹き曝さらしとなっている。その縁ふちは谷底へ落ちる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきとなっていた。

　無む為いに転がるサーラルの体は絶ぜつ壁ぺきの縁まで飛ばされ、そして宙に浮うく。

「兄さん！」

　リューイは必死に手を伸のばし、兄の手を摑つかんだ。

　間かん一いつ髪ぱつ。リューイによって、サーラルの体は絶壁の崖がけにその身を留とどまらせた。

「リ、リューイ……」

　満まん身しん創そう痍いとなり薄うすれゆく意識の中、サーラルは自らを摑む弟の名を呼ぶ。

「兄さん！　しっかり……！」

　しかしサーラルの体重は、リューイの腕一本で支えるにはあまりにも重すぎた。

　腕が痺しびれ、汗で緩ゆるみ、やがて兄弟の繫つないだ手と手がゆっくりと滑すべり離はなれていく。

　眼下には何百メートルはあろうかという深い谷が口を開けていた。

「ぎぎぎぎぎぎぎ……!!」

　リューイはもはや死力を尽つくし、歯を食いしばり兄の手を摑んで踏ふん張ばった。

「さらばだ、雪虎」

　リューイの背後でクジャルクが呟つぶやく。

　それはかつての親友、そして宿敵ライバルに向けた最後のたむけの言葉だった。

「兄さんッ!!」

　リューイは声を嗄からして叫さけんだ。

「リューイ……すまん……」

　雪虎が小さく呟く。そして愛する弟に対し、小さく別れの言葉を吐はいた。

「強く……生きろ……」

　刹那、兄弟を繫ぐ手が、離れた。

　サーラル──遠えん藤どう雪虎の体が、断崖の宙に舞まう。

「兄さああああああああああああああああん!!」

　リューイは声を嗄らして絶叫した。

　雪虎の体はあっという間に谷底の闇やみの彼方かなたへと消えていく。

　リューイは兄の名を呼び続けた。いつまでも、いつまでも。

　その魂たましいの嘆なげきは、廃はい墟きよとなった寺院に、いつまでも轟とどろいていた。
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「リューイ先せん輩ぱい!?」

　リンが疲つかれた体に鞭むち打うち、礼拝堂へとやってきたのは、雪虎の死の直後だった。

　いままでの経けい緯いを知らない彼女でさえ、そこで起きた悲劇を瞬しゆん時じに理解し、肌はだで感じることができた。それほど、礼拝堂には風雲急を告げる張はり詰つめた空気が漂ただよっていたのだ。

「まてッ！」

　外套マントを翻ひるがえし、退出しようとするクジャルクの漆しつ黒こくの鎧よろいに、怒声が跳はね返かえった。

　リューイは絶壁の縁から振り返り、ゆっくりと憎にくき兄の仇かたきの姿を睨にらむ。

「先輩……」

　彼の顔は、憎ぞう悪おによってリンが驚おどろくほどに変へん貌ぼうしていた。髪かみは怒いかりに逆立っている。

「クジャルク……！　よくも……兄さんを……!!」

　リューイは低く唸うなると、ゆっくり礼拝堂を横断し、クジャルクの前へと立ちはだかる。

「弟、まだいたか。貴様にはもう用はない。尻しつ尾ぽを巻いて龍哭塞に帰るがいい」

　クジャルクがフンと兜かぶとの奥で鼻白む吐と息いきを漏らす。

　その馬鹿にしたような態度が、リューイの逆げき鱗りんに触ふれた。

「許さない！　貴様だけは──絶対に！」

　リューイは奥歯を嚙かみしめ、右手を握にぎりしめる。

　そしてその掌にある、小さな秘石の感かん触しよくを確かめた。

　リューイは小さく目配せをして、礼拝堂の隅すみに横たわる少女を見やる。

「くっ──」

　刹せつ那な、礼拝堂の脇わきで小さい悲鳴があがった。

「ハルカさん!?」

　それはハルカの悲鳴だった。リンは驚いて彼女に駆け寄り、その体を介かい抱ほうする。

「大だい丈じよう夫ぶです──リューイさん！」

　ハルカは泣き腫はらし、憂うれいをこめた目でリューイを呼ぶ。リューイも彼女を見やった。

「ハルカ……苦しい思いをさせてごめん。君の力をほんの少しだけ貸してくれ……！」

　リューイの顔にある強い決意を理解し、ハルカは頷うなずき、そしてゆっくりと立ちあがる。

「喜んで──」

「ハルカさん、駄だ目め！」

　しかしハルカはリンの制止を振り払はらい、リューイへと歩み寄る。

　そして二人はそっと手と手を取り合った。

「むっ!?」

　そのときだった。二人の繫いだ手から、激しい閃せん光こうが巻き起こった。

　それは絶大な蒼あおい光だった。光は二人を包み、礼拝堂にハレーションをおこす。

「ああああああああ！」

　ハルカが叫んだ。それは苦痛の叫びだった。全身から力が抜ぬけていく。彼女は自らの生命力の一部を、リューイの〝龍帝珠〟へと送りこんだのだ。

　彼女の体から放出した光が、リューイの右手へと吸収されていく。

「これは──！」

　クジャルクが驚きよう愕がくの声をあげる。

　そのとき、パツンと何かが弾はじける音がして、クジャルクの体が後方へと吹ふき飛んだ。

　ガシャンと、礼拝堂に板金鎧が石いし畳だたみに叩たたきつけられる音が響ひびく。

「なんだと!?」

　上体をおこし、クジャルクが驚きの色を浮かべる。

　そして改めてリューイを見やった瞬しゆん間かん、兜の奥に光る目が初めて狼狽の色に染まった。

　リューイの姿が変貌していた。

　逆立つ銀色の髪と碧あおい瞳ひとみ──かつて〝龍哭塞攻防戦〟にて、雪虎を打だ倒とうしたその力。

　ハルカという〝発生増幅装置ジエネレーター〟を呼び水にして発動した、最強の龍仙具アトリビユート〝龍帝珠〟──その満を持しての発動！

「覚かく悟ごしろ！　クジャルクううううッ!!」

　リューイが吠ほえた。そして憎き兄の仇の息の根を止めるべく、ゆっくりと歩を進める。

「ふ、ふはははははは！」

　そのとき、まるで破は裂れつするような勢いで、兜の下から笑い声が響いた。

　目の前に現れた超ちよう絶ぜつ能力者を、彼は恐きよう怖ふではなく興味をもって迎むかえたのである。

「すばらしい！　まさか俺と同じ力を持つ者が、龍哭塞の龍仙士ドレイクにいたとは！」

　クジャルクがそう言って、左手を掲かかげる。

「雪虎！　皮肉だな！　俺たちの目的を遂げる者が、おまえの弟だったとは！」

「うるさいッ!!　意味の分からないことを言うなッ!!」

　クジャルクの笑い声をリューイは怒りの叫びで搔かき消す。

「おまえはここで死ねッ!!」

　リューイは怒りに駆り立てられ、その視界には憎き兄の仇しか見えなくなっていた。

　彼は燦さん々さんと輝かがやく右手の〝龍帝珠〟を掲げ、クジャルクめがけ、放出する。

「消えてなくなれええええええええええッ！」

　龍仙具アトリビユート〝龍帝珠〟！

　その蒼い光が、閃光となって火を噴ふいた。

「こざかしいッ!!」

　クジャルクはその攻こう撃げきを避さけようとはしなかった。

　彼も左手をつきだし、そこにある赤い秘石を完全解放する。

「〝龍皇石〟ッ!!」

　クジャルクの左手から、にわかに赤い光が放出された。

　赤と青──二つの絶大な光が、激しい熱量と光量をもって正面から激げき突とつする。

「いああああああああッ！」

　ハルカが叫んだ。そして激しい光の中にその姿が消えていく。ハルカだけではない。礼拝堂すべてが、その圧あつ倒とう的な光の中に消失した。

　寺院を揺ゆるがすその龍仙具アトリビユート同士の激突は、まさに矛ほこと盾たて。互たがいに最強を自負する絶大な力の拮きつ抗こうだった。

　次の瞬間、世界が弾けた。

　まるで世界の全すべてが割れ砕くだけ、崩ほう壊かいするように、激しい破裂音が周囲に轟く。

「うああああああああああッ!!」

　そして響く絶叫。

　その絶叫を発したのは──リューイだった。

「効かんんッ!!」

　クジャルクが叫ぶ。そして勝利の雄お叫たけびをあげた。

「ぐっ!!」

　リューイは後方に吹き飛ばされ、そして背中をしたたかに打ちつける。

　刹那、息が止まり、不意にリューイは意識を消失させる。朦もう朧ろうとする中でリューイは自分の全身全ぜん霊れいを懸かけた攻撃が、クジャルクに跳ね返されたことを悟さとった。

「リューイ先輩！　ハルカさん!?」

　リンが叫ぶ。そしてぐったりとして動かなくなったハルカの元へと駆かけ寄る。

　リューイの〝龍帝珠〟に力を吸われて衰すい弱じやくしていたが、なんとか無事のようだ。

　しかし、勝負の結果はクジャルクの完勝だった。

　拮抗した龍仙具アトリビユートの戦いを制したのは赤い光だったのだ。

「力を出し惜おしみするようでは、俺には勝てん！」

　クジャルクが息を切らしつつも、吐き捨すてるように言い放つ。

　そのとき初めて、リューイは自分の敗北の理由を悟った。

　それは、お互いの〝力〟の出力量にあった。リューイの〝龍帝珠〟の力の源は、召しよう喚かん者のハルカの生命力。つまり彼女を生かすためには、その力の全てを引き出すことはできない。一方、クジャルクは死を以もつて奪うばい取った鞍上帝の力をその身に内包している。まるで力を生み出す内燃能力を備えた永久機関のように。だから彼は何の躊ちゆう躇ちよをすることなく、その力を百パーセント引き出せるのだ。

　同じ能力、同じ威い力りよくであれば、引き出す〝発生増幅装置ジエネレーター〟の差が、勝敗を分ける決定的な要因となる。

「そ、そんな……」

　リューイは薄れゆく意識の中で、血が滲にじむほどに唇くちびるを嚙みしめた。

　クジャルクに対たい抗こうする力を得るためには、〝発生増幅装置ジエネレーター〟の力を完全に引き出すしかない──しかしそれはすなわち、ハルカの命を犠ぎ牲せいにするということだ。

　そんなことは間ま違ちがってもできない。

　つまり結論として〝龍帝珠〟は、クジャルクの〝龍皇石〟には絶対に勝てないのだ。

「失うものがあるかないか──それがすべての結果だ」

　クジャルクは冷れい徹てつにそう言い放ち、這はいつくばるリューイへと歩み寄る。

「俺を殺すつもりなら、貴様にもそれ相当の代だい償しようが必要ということだ」

　そんな──。

　リューイは涙なみだを滲ませる。そんなことは無理だ。ハルカを失ったら、自分は生きる意味を失う。そんな犠牲を払うことなどできない──。

　八方ふさがり。それは、彼の完全なる敗北だった。

　圧倒的な敵に対し、もはや自分に何もできることはない。リューイは生まれて初めて、惨みじめな敗者の気分と、死に等しい絶望を味わった。

　涙が流れていた。

　今まで、リューイはずっと〝役立たず〟と言われ、馬ば鹿かにされていた。

　確かに己おのれの非力に落ちこんだこともある。嘆いたことも数知れない。

　でもそれは彼にとって、案外心地ここちよい環かん境きようでもあった。

〝役立たず〟と期待されていない分、彼は奮起発奮し、捨て身で事にあたることができる。彼のそんなポジティブな態度と気き質しつは、今までハルカたち龍哭塞に少なからず幸運をもたらしてきた。

　しかし──そんな上っ面つらの感覚は、もうすでに吹き飛んでいた。

　リューイは初めて、真の〝役立たず〟の意味を知った。

　それは、戻もどることのできない深しん淵えんにある、真の絶望だった。

「ハルカ……ごめん……」

　リューイが呟つぶやく。その目には死を覚悟した諦てい観かんがあった。

　自分はここで死ぬんだ。

　兄の仇によって。

　復ふく讐しゆうも叶かなわず、犬死にする──。

「リューイさん……」

　彼の視線の先に、憔しよう悴すいしたハルカの顔があった。

　泣き腫らし青ざめた顔をした彼女は、深く慈じ愛あいに満ちた目で彼を見つめていた。

「ごめん……」

　リューイはもう一度、彼女にそう言った。

　それは彼の、大好きな少女に対する最後の言葉だった──。

「むッ!?」

　そのときだった。

　リューイの霞かすむ目の前、眼前に迫せまるクジャルクとの間に、影かげが躍おどった。

「とあああッ!!」

　影は何もない中空に突とつ然ぜん出現し、クジャルクの頭上から彼へと飛来する。

　それはリンだった。

　龍仙具アトリビユート〝絶影鈴〟の瞬間移動！

　彼女はその能力を発揮し、起死回生、一発逆転の奇き襲しゆうへと打って出たのだ。

「暗殺なんてヒーローらしくないけど、この際、しょーがない！」

　リンが腰こしに下げた短刀を抜き放はなつ。それはヨギから託たくされた銃剣ガンブレイドだった。

「龍仙具アトリビユートの力が効かないっていうなら、鉛なまりの弾たまはどうよ!?」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　リンは銃じゆう口こうと一体となった剣つるぎの切っ先を、クジャルクの兜かぶとの鼻先につきつける。

「!?」

　クジャルクの兜の奥、スリットから見える瞳がギラリと光を放った。

　その刹せつ那な、リンのガンブレイドが火を噴いた。
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　乾かわいた破裂音とともに、銃口からのゼロ距きよ離り射しや撃げきが、クジャルクの眉み間けんに炸さく裂れつする。

　リンは確信した。外すはずがない。

　クジャルクの兜の装そう甲こうがどんなに厚くとも、この距離ならたやすく貫かん通つうするだろう。

　鉛の弾だん丸がんが頭を貫通し、男の頭がスイカのように破裂する。それは確実な手て応ごたえだった。

「なッ──!?」

　しかしその結果は、リンの予想を大きく覆くつがえすものだった。

　クジャルクは無傷だったのだ。

　そして彼の兜、銃じゆう弾だんを命中させた場所を見やり、リンは改めて驚愕の声をあげた。

　兜にポッカリと黒い穴が空いていた。

　それはリンの開けた弾だん痕こんではない。

　兜には最初から穴が空いていたのだ。そしてその穴の奥は漆しつ黒こくの闇やみへと繫つながっている！

「命拾いをしたぞ。カルマパ」

　クジャルクがそう言って、くぐもった笑いをあげる。

「お安いご用でさぁ、ボス！」

　そのとき突然礼拝堂の隅すみに隠かくれていた小男が、クジャルクの呼びかけに答えた。

　男は、クジャルクの部下で龍仙士ドレイクのカルマパだった。

　次の瞬間、リンは自分の奇襲作戦の失敗を本能的に悟った。

　クジャルクの兜にはあらかじめ細工がされていたのだ。それはカルマパの龍仙具アトリビユート〝異相筆イソウヒツ〟──描えがいた円が異空間へと繫がる〝穴〟を作る能力。

　ハルカを拉ら致ちしたときの隧道トンネルほど大きくはない。ほんの小さな〝穴〟だった。しかしカルマパはその〝穴〟によって、リンの弾丸を別空間へと転送させたのだ！

　リンの奇襲よりクジャルクの方が一枚上手だった。彼女は暗殺の失敗を嚙かみしめる。

　リンの持つガンブレイドは単発式。弾数は一発きりだ。再び弾をこめる猶ゆう予よはもうない。

　次の瞬間、ブゥンとクジャルクの腕うでが旋せん回かいした。

　それは彼が腰に携たずさえた剣を抜ばつ刀とうした風切り音だった。

　横一文字に振ふり抜ぬいた白はく刃じんが、至近距離にいる無防備なリンを襲おそう。

「くッ！」

　切っ先が彼女の首を落とす直前に、彼女は反射的に後方へと〝瞬間移動〟した。

　しかしとっさの判断だったので、その移動距離はわずか数十センチに留とどまる。

　クジャルクの兇きよう刃じん、その切っ先が、必死で身を引いた彼女の肩かたを掠かすめた。

「ぐっ──！」

　鮮せん血けつが周囲に飛び散った。リンの顔が苦痛に歪ゆがみ、地面へと崩くずれ落ちる。

「リン！」

「リンさん！」

　リューイとハルカが同時が叫さけんだ。しかしどうすることもできない。

　二人とも、先ほどの龍仙具アトリビユートの真っ向対決で、すべての気力と体力を使い果たしていたのだ。満まん身しん創そう痍い。三人はまさしく一歩も動けない完全敗北を味わった。

「こざかしい奴やつらだ。これで終わりか？」

　クジャルクは悠ゆう然ぜんと立ち、目の前に這いつくばる三人の負け犬を見下ろす。

　そしてその視線に、彼を憎ぞう悪おの形相で睨にらむ少年を捉とらえた。

　クジャルクが腕を伸のばし、抵てい抗こうもできぬリューイの首をグイッと摑つかむ。

　そしてその膂りよ力りよくを駆って、彼の体を自分の目の高さへと持ちあげた。

「グッ！　は、はな……せ……！」

　首を絞しめあげられ、息ができずに激しくもがき苦しむリューイ。だが復讐の炎ほのおはまだ潰ついえていなかった。動かない両りよう腕うでを必死に動かし、クジャルクの束そく縛ばくに必死に抗あらがう。

「無む駄だだ」

　クジャルクはそんなリューイの抵抗をあざ笑うかのように、彼を摑む腕に力をこめた。

「う、うああああああッ！」

　痛みに悲鳴をあげるリューイ。涙と洟はなと汗あせが彼の顔から一いつ斉せいに噴ふき出す。

「おまえ、リューイと言ったか。雪虎の弟よ──」

　ふとクジャルクがリューイの名を呼んだ。

「貴様に力を与えてやろう」

　刹那、リューイは見た。漆黒の兜の隙すき間まから、自分を睨む鋭するどい眼光を──。

　次の瞬間、クジャルクのリューイを摑む左ひだり腕うでから、赤い光が放れた。

「うああああああああああああああああああああッ！」

　それはリューイを包みこみ、彼の周囲に赤く逆巻く電流を放電させる。

　バリバリバリバリバリ──激しく対流する赤い光の渦うずは、まるでリューイの体に蓄ちく電でんされていくかのように、彼の右腕に吸いこまれていく。

「リューイさん!!」

　ハルカが叫んだ。光が止やんだのち、クジャルクは左手の力を緩ゆるめてリューイを解放する。

　気を失い、ドサリと床ゆかに落ちるリューイ。その体はボロボロの雑ぞう巾きんのようになっていた。

「先せん輩ぱいの体に──何をしたの!?」

　肩の傷に顔を歪め、リンがクジャルクに叫ぶ。黒装の男はフッと小さく嗤わらって頷うなずいた。

「これは実験だ。こいつが俺の片かた腕うでとして、我が野望に必要となりうる男かどうか──」

　そう言い残しクジャルクはクルリと踵きびすを返す。ガチャリと脚きやつ甲こうが石の床を叩たたいた。

「カルマパ」

「はいな！」

　クジャルクの声が飛び、カルマパは鼠ねずみのような俊しゆん敏びんさで走り出す。

「は、離はなして！」

　そして彼はハルカの背後へと回りこみ、無力な彼女を拘こう束そくした。

「ハ、ハルカさん！」

　リンが叫ぶ。しかし満身創痍の体では、もはや拉致されるハルカを助けることはできない。カルマパは〝異相筆〟で再び壁かべに大きく円を描えがき、異空間のトンネルを出現させた。

「さらばだ。新世代の龍仙士ドレイクよ──」

　クジャルクはそう言い残し、異空間に繫がる穴へと歩を進める。

「……ま……て…………」

　声がした。蚊かの鳴くような声だ。それはボロボロになって横たわるリューイだった。

「リューイさん！」

　ハルカが絶ぜつ叫きようし彼の名を呼ぶ。しかしリューイにはそれに応こたえるだけの力はもうない。

「ハルカはもう少しの間、預からせてもらう」

　クジャルクがそう言って、這はいつくばるリューイを見下ろす。

「追ってこいリューイ。そして俺を殺しに来い」

　そしてクジャルクは笑った。高らかな勝利の笑いだった。

「ハルカ……ハルカッ……」

　クジャルク、カルマパ、そしてハルカは、異空間の穴の闇へと消えていく。

「リューイさん！　リューイさんんんんんッ!!」

　ハルカの叫びはやがて遠くなり、そして穴の消失とともに完全に消しよう滅めつした。
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「アナタは……ヨギ──!?」

　ジュノの言葉に答えるように、目の前に立つ少女──ヨギは俯うつむき、小さく頷いた。

　ジュノの潜せん入にゆうした謎なぞの宗教施し設せつ。その地下にある広大な部屋の中で、ジュノは予想外の人物と対面していた。他ほかでもない、寮りよう生せいであり友人のヨギである。

「どうしてアナタがここに……ここはいったい何なの？」

　ジュノは動転し、頭に浮うかんだ疑問を立て続けに目の前にいる少女にぶつけた。

　その質問にヨギは無表情のまま、彼女の横を通り過ぎる。

「…………」

　ヨギは、部屋の中央に並んだベッドの元へと歩み寄る。

　そしてそこに寝ねている三人の患かん者じやを冷ややかな目線で見下ろした。

「……やはり……ここにいたのね」

　ヨギが呟つぶやいた。ジュノもヨギの元へと駆かけ寄り、ベッドに寝ている青年たちを見やる。

「この人たち、やっぱり……」

　ジュノが恐おそる恐る呟いた。彼女の中に、求める答えが青写真のようにぼんやりと浮かぶ。

「龍哭塞を襲った龍仙士ドレイクたちなのね？」

　その言葉にヨギが小さく頷いた。

　そしてゆっくり死んだように眠ねむる三人の顔を順番に見る。

「患者番号一番……道みち重しげ文ふ美み彦ひこ……オルンでの名前は……〝カルマパ〟」

　ヨギは、一番手前に寝ている患者を見て言った。背の低い小さな男だった。

「患者番号二番……鬼き童どう凱ガイ……オルンでの名前は……〝バルガ〟」

　続いて示したのは巨きよ軀くの男だった。厳いかつい顔で筋骨隆りゆう々りゆうな体つきをしている。

「彼はかつて逍しよう遥よう館かん最強と呼ばれた不良だった。数多くの暴走族を壊かい滅めつしてきた男よ」

　ヨギがジュノをチラリと見る。そして再び並んだベッドに目を移す。

「患者番号三番と四番はもういない……二人ともつい最近、死んだわ」

「死んだ!?」

　ジュノがハッと息を吞のむ。

「オルンに彷徨さまよう魂たましいが消失したの。帰れない魂はもう現実リアルの体に戻もどることはない……」

「それって……〝あっちの世界で死んだ〟ってこと……？」

　ヨギがゆっくり頷く。

「一人は、弓ゆみ川かわ桐とう矢や。この間のパルミア同盟式典を妨ぼう害がいしたテロリストよ。そしてもう一人は吹ふき石いし巌いわお。ドルジフを暗殺した実行犯……」

　ジュノが不在となった空のベッドを見み詰つめる。

「そして患者番号五番……」

　ふとヨギが顔をあげ、一番奥のベッドに寝ている青年に視線をうつす。

　そしてそこに寝ている青年を見詰めた。

「彼こそが龍仙士ドレイクたちのボス。そしてハルカの父、鞍上帝ジャルカを暗殺した真犯人」

「なんですって!?」

　ジュノは叫んでいた。そしてベッドサイドに駆け寄り、その男の顔をまじまじと見る。

　寝ている男は端たん正せいな顔をしていた。

　きつく閉じられた切れ長の目、女のように線が細く白い肌はだ──。

「黒猊将軍クジャルク……本名は……〝黒くろ神がみ獅郎シロウ〟」

「〝黒神獅郎〟!?」

　ジュノがその名前をヨギへと聞き返す。

　この男が──すべての事件の元げん凶きよう──。

　ジュノは背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

　ハルカを拉致し、龍哭塞を滅ほろぼす計画を立てた黒幕。

　そしてオルンの世界で十年前、主君であり召しよう喚かん者であるハルカの父を殺した犯人──。

「ヨギ、この施設は何なの？　どうして龍仙士ドレイクたちがここにいるの!?」

　ジュノは血相を変えてヨギに食ってかかった。

　ここはどう見ても病院ではない。リューイの兄、雪虎のようにちゃんとした医い療りよう施し設せつで治ち療りようを受けているのとは訳が違ちがう。ジュノはある疑念に取り憑つかれていた。そう、ここは隠かくれ家がなのだ。世間から隔かく離りされ、ひっそりと彼ら龍仙士ドレイクの体が隠いん蔽ぺいされている場所。

　そこにはジュノの想像を絶する大きな陰いん謀ぼうや黒い意思が働いているように見えた。

「あなたの持つ……それ……」

　ふと、ヨギがジュノに指をさした。その指先はジュノのジャージのポケットを示す。

　ジュノはあわててポケットをまさぐった。そこにはカードがあった。

　黒いカード。この施設の扉とびらを開けたカードキーだ。

　ジュノはカードを取り出し、それをヨギに見せた。

「その紋もん様ように……見覚えはない？」

　そう言われてジュノは改めてカードを見た。

　黒いカードには、二匹の龍が互たがいに巴ともえになって交わる図案が描えがかれている。

〝龍〟──〝龍の神様〟──オルンで龍は神の遣つかいと言われている──。

　そしてこの施設は、〝宗教法人『龍りゆう神じん会』〟──。

「ま、まさか──!!」

　ジュノはハッと顔をあげた。

　その顔を見たヨギがゆっくりと頷く。

「それは〝ル神しん教きよう〟の紋もん章しよう……オルンの世界で統とう国こく国教となっている宗教よ……」

「そんな!?」

　ジュノが目を見開く。信じられなかった。

　ここは現実世界。現代の日本だ。

　オルンは異世界、どうして異世界の事象が現実世界に存在するのか──。

　ジュノは目め眩まいを感じ小さくふらつく。まるで悪夢のようだった。

　それは〝夢〟が〝現実〟を侵しん食しよくしていくような、恐きよう怖ふにも似た感覚──。

「どうして……？」

　ジュノが呟いた瞬しゆん間かん、にわかに部屋が騒そう然ぜんとなった。

　ジリリリリリリ、と警報装置が鳴り響ひびいたのだ。

「…………見つかった」

　ヨギが小さく舌打ちをする。

　同時に部屋の扉が乱暴に開け放たれた。

「法ほう眼げん君！」

　扉から一人の男が部屋へ転がりこんできた。男はヨギを名字で呼ぶ。

「等々力とどろきさん……」

　ヨギが男へと振ふり返って言う。男はヨレヨレのスーツを着た青年だった。

「アナタは!?」

　ジュノは等々力と呼ばれた男を見て思わず声をあげた。その顔に見覚えがあったのだ。

　間ま違ちがいない。その男は先週末、クラブ〝OUTER HEAVEN〟を出たあと、夜の路地で彼女とリューイの前に現れた謎の男だったのだ。

「憶おぼえていてくれたとは光栄だね。火ひ野の宮みや寿乃ジユノさん」

　等々力が頭を搔きながら、ジュノの名前を呼ぶ。

「あのときの一いち撃げきは効いたよ～！　いや、高校生だと思って油断したよ」

　そう言ってニコリと笑う等々力。愛あい嬌きようのある笑え顔がおだった。

「っておッと！　悠ゆう長ちように会話してる場合じゃない！　逃にげるぞ、二人とも！」

　等々力は言うやいなや、出てきた扉へと引き返す。そしてヨギとジュノに手招きをした。

　ジュノは意味が分からず、男の後についていく。そしてヨギとともに廊ろう下かを走った。

　今までの静せい寂じやくが噓うそのように、施設は雑然とした緊きん張ちように包まれていた。

　鳴り響く警報器。そしてあちこちでバタバタと走る集団の足音が聞こえる。

「そっちはダメだ！　こっちこっち！」

　等々力が叫さけぶ。足音の集団は追っ手だ。施設にいる数十人の謎の人物が、ジュノたち三人を捕ほ獲かくしようと包ほう囲い網もうを張っている。

　いきなりの急展開にジュノは混乱したまま、廊下を全速力で走った。

　そして息を切らしつつ、隣となりを走るヨギに叫ぶ。

「どういうこと？　どうなってるの!?」

「……アナタを尾び行こうしてたの……」

　ヨギが走りながら呟く。

「僕は等々力という者だ。職業は……一応、フリージャーナリストってことになってる」

　前を走る等々力が、少し振り返りつつジュノに自己紹しよう介かいをする。

「なんとかこの施設に潜入できないか、前から機会を窺うかがっていたんだが……まさか御園が君に手て渡わたしたカードが、この施設に入る鍵かぎだったとはね！」

　等々力がそう言ってアハハと笑う。逃とう走そう中の緊きん急きゆう事態ながら、その口調には余よ裕ゆうがあった。元々こういうあっけらかんとした性格なのだろう。

「ヨギ、つまりアナタたちは──」

　ジュノは等々力の言葉を受け、ヨギへと質問の矛ほこ先さきを変える。

「私たちも〝謎の龍仙士ドレイク〟を探さぐっていたの……」

　ヨギが答えた。そしてその無表情で、ジュノの顔をチラリと見る。

「これは、私たちの戦いでもあるから……」

「そのとおり！」

　等々力が叫んだ。その瞬間、彼らの前、廊下の曲がり角で、数人の追っ手と出くわした。

　男たちの数は四人。いずれも貫かん頭とう衣いのような黒い布を身につけている。それは、現実世界には似つかわしくない、なにか黒くろ魔ま術じゆつの儀ぎ式しきのときに着るような禍まが々まがしい衣装だった。

「どいたどいたッ！」

　等々力が走るスピードを駆って、男たちの中に飛び蹴げりを食くらわした。

　その軽けい妙みような口調に反して、等々力は驚おどろくほど強かった。ジュノも少し格かく闘とう技ぎの素養があるから分かる。空手か合気道か、とにかく等々力はかなりの達人だ。

「もう少しで出口だ！　早く！」

　あっというまに四人の男を殴なぐり倒たおし、等々力は二人に先を促うながす。

「こいつら……何者なの!?」

　ジュノが気絶して床ゆかに転がる男達を見て叫ぶ。

「〝虚無衆キヨムシユウ〟……ル神教の教条原理主義の一派……」

「えっ!?」

「宗教法人『龍神会』……それは表向きの顔……本当はやつらがこの世界への侵しん攻こうのために作りあげた前線基地となる秘密結社よ……」

　ジュノは「えっ!?」と言葉を詰つまらせた。

　そのときだった。

　にわかに、廊下に激しい機械音が轟とどろいた。

「あッ!!」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。先行していた等々力とヨギが同時に背後を振り返る。

　ジュノと二人の間に、隔かく壁へきが下ろされていた。

　それは、頭上から落ちてきた格こう子し状のシャッターだった。

　ガシャンと音を立て、シャッターは無情にも二人とジュノを隔かく絶ぜつする。

「しまった！」

　等々力が叫んだ。しかし時すでに遅おそし。ジュノは施し設せつ内へと閉じこめられたのだ。

「ジュノ──！」

　冷静沈ちん着ちやくだったヨギの顔に、初めて驚きよう愕がくと苦く渋じゆうの色が浮うかぶ。

　バタバタとジュノの背後で足音がする。

「ヨギ！　早くいって！」

　ジュノが叫んだ。もはや逃げおおせることはできない。きっと自分は捕つかまるだろう。諦あきらめたジュノは、等々力とヨギを逃がすことだけを考えた。

「……ジュノ……！」

　シャッターの格子越ごしに、ヨギが手を伸のばす。ジュノはその手をガッチリと握にぎった。

「……絶対……助ける……待ってて……」

「信じてるよ。ヨギ！」

　ジュノが答える。そして恐怖に震ふるえながら彼女は気き丈じようにニコリと笑った。

「なんてったって、アンタは龍哭塞の天才軍師なんでしょ!?　早く迎むかえに来てよね！」

　ジュノはそう言って、ヨギに対しグッと親指を立てる。

　ヨギはその言葉に深く頷うなずき、彼女に倣ならって小さく指を立てた。

「しかたない、いくぞ！　法眼君、早く──！」

　出口をみつけた等々力に急せかされ、ヨギは踵きびすを返し駆かけだす。

　その直後、ジュノの背後に大量の足音が近づいてきた。

　そして男たちは手に持った棒のような武器を掲かかげ、少女の後頭部めがけて振り下ろした。

「うッ──!!」

　そしてジュノは、瞬間的に意識をブラックアウトさせた──。
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　空高く抜ぬけるような青空に、数羽わの鷹たかが舞まっていた。

　遠く北のナジュガル高こう原げんよりやってきた青せい鷹ようである。鷹は大地を見み据すえ、そこで睨にらみ合う数万の軍勢を、まるでその勝敗を判定する行司のように見下ろしていた。

　パルミア東方のティルク河下流に位置する大だい盆ぼん地ち帯──タシュケルク。

　パルミア解放軍及および諸しよ侯こう連合義勇軍約五千、そして龍哭塞軍三百。

　彼らは各おの々おの方ほう陣じんを敷しき、密集して盆地中央に布ふ陣じんしている。

　対するは、匪ひ王おうビスキス率いるアヴァール遠えん征せい軍一万五千。

　アヴァール軍は兵を三軍に分け、盆地周囲の丘きゆう陵りように、敵軍を取り囲むように陣じんを敷く。

　その差、約三倍。数の上、そして地形の上では圧あつ倒とう的にアヴァール軍が優勢である。

「全軍に伝令！」

　戦いくさに逸はやる兵士が列をなす馬ば防ぼう柵さくの前を、伝令の兵士の馬が駆ける。

　伝令はパルミア軍の中央に位置する龍哭塞の軍へとやってきて蹈鞴たたらを踏ふんだ。

「解放軍幕ばく僚りようより伝令！　突とつ撃げきは三の刻過ぎ！」

　伝令は龍哭塞の指揮する機動龍騎兵団ドラグーンの前でそう叫ぶと、馬を嘶いななかせて鞭むちを入れ、次の場所へと走り去っていく。

「そろそろだな」

　機動龍騎兵団ドラグーンの先頭で馬に乗った少年が、深呼吸とともに呟つぶやいた。

　汚よごれたターバンと外套マントに身を包んだ少年はサクだった。

　さすがのサクもついに始まる天下分け目の決戦に、神しん妙みような面おも持もちになっていた。

「さて、敵さんはどう出るか──」

　サクは目を凝こらし、丘おかの中腹に布陣する敵軍の本隊を見やった。中天に位置する陽光によって、数千の整然とした兵たちの鎧よろいが、魚ぎよ鱗りんのようにキラキラと煌きらめいている。

「どう出ようが、死力を尽つくして戦うのみだ」

　サクと馬を並べた隣の少女が、冷静な口調で答える。

　彼女もサクと同じくターバンに外套マント姿。龍哭塞遠征軍のリーダー、トモエだ。

「頼たのもしいね、生徒会長殿どの」

　サクがそう言ってニヤリと笑う。それに応こたえてトモエも笑った。

「死んだら生徒会室に来い。たっぷりと説教してやる」

「お～怖こわい怖い。ゼッテー断る！」

　サクがおどける。そして真面まじ目めな顔に戻もどってトモエを見やった。

「アンタも死ぬなよ。ユッキー」

「……その呼び方やめろ。殺すぞ」

　トモエがそう言ってサクをジロリと睨む。そしてお互たがい小さく笑い合った。

　長い遠征の中で、二人には戦友としての絆きずなが生まれていた。

　次の瞬しゆん間かん、トモエはにわかに腰こしにあった剣けんを抜き放はなち、馬上で天に掲げた。

　ギラリと白はく刃じんに陽ひの光が反射し、麾き下か三百の龍哭塞機動龍騎兵団ドラグーンを照らす。

「良く聞け！　皆みなの衆ッ！」

　その声は冷静沈着ながら、澄すんでよく通る声だった。

　龍哭塞軍のみならず、友軍の解放軍と義勇軍にもあまねくその声が響ひびき渡わたった。

　トモエは息を吸いこみ、そして言い放つ。

「今、まさに決戦の刻ときだ！　パルミアの興亡この一戦にあり！　匹ひつ夫ぷの勇はハルカ公主殿でん下かの求めるところにあらず！　生きて故郷に帰き還かんし、殿下に戦勝の報告を行うのだ!!」

　まるで高校生とは思えない威い風ふう堂どう々どうたる将しよう帥すいぶりだった。

　その声を受け、味方の士気はいやが上にも高まる。

　兵士達は武む者しや震ぶるいし、剣や鎧を打ち鳴らし、自らを鼓こ舞ぶした。

　そしてついに──全軍突撃の刻がきた。

「鬨ときの声をあげろ!!」

　ウオオオオオオオオオオオオオオ!!　と、兵士達が喚かん声せいをあげる。

　そして軍馬の蹄てい鉄てつの音が、タシュケルクの大地に響き渡った。

「全軍、突撃ッ!!」

　トモエは高らかにそう叫さけぶと、振ふりあげた剣で敵てき陣じんを指し示し、「ハッ」と気を吐はいて汗かん馬ばに鞭を入れた。
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　ヴェルナ寺院の正門前に、肩かたを寄せ合う二人の人ひと影かげがいた。

　重傷を負ったリンと、すべての体力を使い果たしたリューイだった。

「ハルカ……ハルカ……」

　リューイは悔くやしさに身をよじらせ、まるで呪じゆ文もんのように愛いとしい人の名を呼び続ける。

「龍哭塞に……帰りましょう……」

　リンが苦痛に耐たえ、なんとか上体をおこして言う。

　二人は地面へ倒れこみ、路ろ傍ぼうの石へと体を預けた。

「龍哭塞に帰って……傷を治すんです……そして作戦を立て直すんです……」

「帰りたいなら……一人で帰れ。リン」

　リンに対し、リューイが呟いた。

　彼らしからぬ厳しい口調に、ハッと息を吞のんでリンがリューイを見やる。

　リューイの顔に、深い悲しみと憎ぞう悪おが宿っていた。

　まるで人が変わったかのように、彼の顔つきは峻しゆん厳げんな戦士のそれへと変へん貌ぼうしていた。

　もはや誰だれにも〝役立たず〟などとは呼ばせない──。

「龍哭塞には帰らない。現実リアルにも──」

　リューイが険しい眼光で、宙の一点を睨み、呟く。

「……クジャルクを倒し、ハルカを取り戻すまで……！」

「おまえ達！」

　そのとき、二人の頭上へと大きな声が降ってきた。

　リンは驚いて顔をあげる。そこには一人の男がいた。

　白い兵装と外套マントに身を包み、馬に跨またがった兵士だった。しかも兵士は一人だけではない。

　話しかけた男の背後に数十騎き。皆、完全武装した白い兵装に身を包んでいる。

「アナタたちは──」

　リンはその兵士が持つ純白の旗を見た瞬間、彼らの正体を悟さとった。

　白天旗幟兵団──サーラルの率いる軍団だ。

　きっとサーラルの命令で、寺院の周囲に待機していたのだろう。

「貴き卿けいらは、もしや龍哭塞の龍仙士ドレイクか!?」

　兵士の一人が馬を下り、満まん身しん創そう痍いの二人を訝いぶかしげに見やる。

　リューイは男の顔に見覚えがあった。確か名はリュサンデル。亜あ麻ま色いろの髪かみで女のような顔をした有能なサーラルの副官だ。歳はリューイたちと同じくらいか。

「中で何があった？　サーラル閣下はどこに行った？」

　その質問を投げかけたとたん、リュサンデルがハッと息を吞んだ。

「お、おまえ、確か閣下の弟──も、もしや──!?」

　リュサンデルが絶句する。リューイの目に映る絶望と決意の色を見て、寺院で起きたすべてのいきさつを察したのだろう。

「まさか……あの無敵の閣下が!?　し、信じられん……!!」

　副官の唇くちびるがワナワナと震えた。それは常勝不敗の伝説の終しゆう焉えんを意味していた。

「降参だ。副官さん」

　不意にリューイがそう言って、力なく両手を上へと掲げた。

「なんだと？」

　リュサンデルは主君の死の動どう揺ようから立ち直れないまま、彼の不可解な申し出に戸と惑まどう。

「クジャルクを追うのは、僕たち二人じゃ無理だ。手を貸して欲しい」

「馬ば鹿かな！　おまえらは龍哭塞の龍仙士ドレイクだぞ!?　つい先日まで敵味方に分かれて殺し合った不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士だ──」

　リュサンデルが動揺に視線を泳がせる。

「敵は同じ仇かたきだ」

　リューイの眼光は、百ひやく戦せん錬れん磨まの副官の心しん胆たんを寒からしめるほどに強かった。

「僕は決めたんだ。ハルカを助けて、なんとしてもヤツを殺す。そして兄さんの仇を討うつ。そのためには力が必要なんだ。龍仙具アトリビユートの力がなければ、腕わん力りよく、軍事力、権力……どんな力だって構わない！」

　リューイはそう言って副官の足にすがり、力の限り咆ほう哮こうした。

「頼む。僕に力を貸してくれ……！」

「…………」

　リューイの言葉にリュサンデルはしばらくの間、思案を巡めぐらして黙だまりこむ。

「ええい、わかった！　救護兵、至急、傷の手当てを！」

　意を決し、リュサンデルは部下へと命令を下した。

「荷馬に乗れ。詳くわしい話は後で聞こう。ひとまず出立だ。この地を離はなれる！」

　それは兄、雪虎の愛した白衣の兵団の末席に、リューイが加わった瞬間だった。




「先せん輩ぱい、立てますか？」

　リンはふらつくリューイの手を取って、リュサンデルの用意した荷馬へと向かう。

「リ、リューイ先輩──その右手──!?」

　そのとき、リンが驚おどろきに目を見開いた。

　リューイの右手が、にわかに発光したのだ。

　それは彼の龍仙具アトリビユート〝龍帝珠〟から発せられた光だった。

「なぜ!?　ハルカさんがいないのに、力が発動している──!?」
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　そう疑問を呟いたとき、ふと、彼女はあることに気づいてハッと言葉を詰つまらせた。

〝龍帝珠〟──その光が、今までの彼の龍仙具アトリビユートの光とまったく異なっていたのだ。

「赤い──光!?」

　リューイの目に、にわかに驚きよう愕がくと困こん惑わくの色が灯ともる。

　そう、リューイの右の掌てのひらに光る〝龍帝珠〟は蒼あおではなく、赤い色で発光していた。

　それはクジャルクの持つ龍仙具アトリビユートの光の色。

　血のような真しん紅くだった──。











第三巻に続く　










　あとがきは悪戦苦闘!?







　こんにちは。秋あき水みと申します。

　この度たびは『放課後は無敵ですが、何か？』の第二巻をお手にとって頂きまして、誠まことにありがとうございます。相変わらず挑ちよう発はつ的なタイトルですみません。ひたすら平身低頭、お詫わびさせて頂きます。

　さて、一巻の発売から早、五ヶ月。やっと皆みな様さまに続編をお届けすることができました。

　待っていた方も、待ってなかった方も、よろしければ一巻と合わせてリューイたち龍仙士ドレイクの活かつ躍やくを、お楽しみ頂けたらと思います。

　いきなりぶっちゃけた話ですが、この作品は元々「ファンタジーを書きたい！」というただそれだけの衝しよう動どうによって書いた作品で、当初は一巻のみで完結させるつもりでした。

　なので編集者さんから「そこそこイイ感じっぽいから、続けさせてやるよ～」と言われたときは、嬉うれしかった反面、頭を抱かかえて困こん惑わくしてしまいました。

　なんせ無む我が夢む中ちゆうで一巻を書き上げてホッと一息。完全にダラけきったダメ人間となった筆者は、ネトゲー世界に逃とう避ひしたまま、続編をまったく構想していなかったのです。

　お陰かげで二巻の刊行に至るスケジュールは、とても厳しいものになりました。

〝嬉しい悲鳴〟というものを人生で初めて発しました。かなり貴重な体験です。

　そして続編の執しつ筆ぴつにあたり、何より一番苦しんだのは、一巻のラストで激動の展開に巻きこまれたヒロイン、ジュノの存在です。

　彼女の去就に関しては、一巻を読まれた方、方ほう々ぼうから「この先どうすんの？」「あ～あ、やっちゃったね」「バカなの？」「アホなの？」「とりあえず金返せ」などなど。散々、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴あびせられました。

　筆者自身も「うわ～どうしよ～どうしよ～!?」と、かなり悩なやみました。

　しかし、ふと気づいたのです。

　彼女は単なる作品の〝駒こま〟ではない。

　血の通った立派な〝人間〟なのだと。

　だからたとえ異世界オルンで戦力外通告をされたからといって、安易に退場させ切り捨てるのではなく〝もう異世界へ行けなくなってしまった彼女の寂さびしさ、切なさ〟という心情を、物語としてちゃんと書かなくては……と思い立ったのです。

　それはまるでキャラクターが筆者に訴うつたえ、語りかけてくるような着想でした。

　執筆が遅ち々ちとして進まず、完全にテンパっていた筆者にとって、それは作品を完成させる強いモチベーションになりました。

　ともあれ、そんな経けい緯いによって『放課後は無敵ですが、何か？』二巻、なんとか完成いたしました。龍りゆう哭こく塞さいから世界オルン全土へ。そして現実世界リアルをも巻きこんだ戦いへと激動を始めた本編。ジュノの活躍、そして彼女ジユノとリューイとハルカの三角関係の行方ゆくえは──!?

　それとサク、ヨギ、新キャラのリンやトモエたちも。登場人物みんなの活躍と波は瀾らんの運命に、どうかこれからも是ぜ非ひ、お付き合い頂けたらと思います。




　続いて謝辞を。しらびさん、一巻に引き続き素晴らしいイラスト、ありがとうございました！　特に新キャラのリンが激しく可愛いです！　ジュノとのツーショットイラストは、衝動的にデスクトップ壁紙に指定して、しばらくニヤニヤしてしまいました。

　新担当のＭさん、これからもよろしくお願いします。そして最後に読者の皆様、本当にありがとうございました。最後まで読んで、なおかつ楽しんで頂けたら、筆者としてこれに勝る喜びはありません。


秋水　　
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放ほう課か後ごは無む敵てきですが、何なにか？




戦たたかう少しよう女じよの、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよ















秋あき水み
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